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序章













　ぐすぐすと鼻を鳴らす音が聞こえた。

　八畳ほどのその和室はただ薄うす暗ぐらい。窓の向こうからは陽ひが射さしこんでいるのに、まるであまりに長い間はびこっていた暗くら闇やみが垢あかのようにこびりついていて、ちょっとやそっとの陽射し程度では洗い流せはしないかのよう。

　鼻を鳴らしているのは、布団にくるまっていた少女だ。顔かたちはこの年とし頃ごろの少女には珍しく、あまり丸みを帯びていない。むしろ削れた蠟ろうのごとくにやつれていた。顔色も同じく蠟みたいに白いのに、目元や頰ほおの辺りだけが熱ねつを帯びていて赤い。病やまいなのだろう。

　外から子供たちの声が聞こえる。女の子たちが節ふしを取って歌っているようなその声が聞こえてくるたび、少女は閉じていた目をぱっちりと開いて、どこかうずうずしたように窓のほうを仰あおぎ見る。が、すぐにあきらめたように枕まくらに頭を埋め、そしてまた鼻を鳴らす。

　小さな手が布団の端を握りしめたとき、すっ──と障子戸が開いた。和服姿の女性が姿を見せる。

「お熱ねつ測りましょうか」

　少女は目を見開いた。病やまいのためか、潤うるんだその瞳ひとみは部屋に入ってくるほんの少しの陽ひ射ざしさえきらきらと反射している。

「あ……う」

　何か言いたげに少女は口を開こうとした。が、明めい瞭りような言葉になりきらないうち、和服の女性が微笑ほほえんだ。どこかつらそうなその笑みが浮かべられた途端とたん、少女はいきなりぱっと布団を引き上げて顔を隠してしまった。

　女性は何も言わなかった。ただ、つらそうな笑みを浮かべたままかぶりを振るその姿は、少女にも想像がついたかもしれない。いつもそうだったからだ。

　熱を測ったあと、女性は「じゃあ、またね」と小さく少女に言って、部屋を出ていった。

　女性の姿が見えなくなり、足音も聞こえなくなると、少女はそっと布団を抜け出た。

　窓の下に本を数冊重ねると、その上に恐る恐る足を載せる。

　覗のぞきこんだ窓の下。中庭に、何人かの子供たちの姿があった。女の子たち数人で縄なわ跳とび遊びをしている。

　少女は長い間、飽あきることもなくその光景を眺めていた。誰だれかが失敗すると、自分が痛そうに眉まゆをしかめた。誰かが面おも白しろい冗じよう談だんを言ってか、皆が笑うと、ほとんど聞こえもしないのに自分も笑った。それから、ごほんと咳せきこんだ。

　少女はそろそろ限界だと思ったらしい、ぐすっともう一度鼻を鳴らすと、積つみ重ねた本の上から降りようとした。またひとりで過ごす薄うす暗ぐらがりに戻らねばならない。長い時間がはじまる。そのうち声も聞こえなくなるだろう。子供たちの姿も見えなくなって、キーン、と痛いほどに張り詰めた静寂が押し包む。また……。

　そのとき、眼下から、とても大きな悲鳴が聞こえた。驚おどろいて、もう一度背伸びする。さっきはいなかったはずの男の子たち三人が中庭を走り回っていた。先頭の子が、手近にいた女の子のスカートをぱっとめくり上げる。しゃがみこんだその子に構わず、男の子たちは駆け回る先々でまるで突風みたいにスカートをぱっ、ぱっ、と鮮あざやかな手つきでめくりつづける。

「こらぁぁぁ！」

　中庭にまたひとり、別の子が駆けこんできた。びっくりするくらい日焼けした女の子だ。瘦やせぎすだが、背が高い。男の子たちが泡あわを喰くったように、先頭の子の肩を揺さぶった。

「たいちょー、群むら雲くものみっちゃんであります！」

「今日きようは成人の儀ぎがあるはずでは？」

「たいちょー、みっちゃんには勝てる気がまったくしません！」

「ぬぬ。もう終わったか」たいちょーが唸うなった。「皆の衆、引き上げだー！」

　叫ぶや、また中庭をぐるぐる駆け回りはじめる。恐ろしい形ぎよう相そうでそれを追いかけ回す、日焼けした女の子。

「待てっ、一かず馬ま。また女の子をいじめてっ」

「いじめてません。遊んでるのです」

「女の子と遊びたいんなら妹と遊べ！　おまえ、また美み亜あをほったらかしにしてるだろ！」

「知りません」

　群むら雲くものみっちゃんが伸ばした腕の下を、たいちょーは猿みたいにひょいとかいくぐる。

「この──くそ、相変わらず逃げ足だけは速い──、おい、おまえも男なら、あたしのスカートをめくってみろ。さあこい！」

「みっちゃんはズボンじゃないかあ」

　しばらく、ぱっちりとした瞳ひとみを驚おどろきでさらに大きく瞠みはっていた少女は、くすくす笑いはじめた。あどけなく、柔らかくて、そして陽ひ射ざしに溶けそうな笑顔えがおだった。

　案の定、それこそ溶けるみたいに笑みは引いていった。うつむいた顔を包んだ影かげはむしろ以前よりもその濃こさを増している。伏せた二つの瞳がふたたび光を帯びたように見えた。

　と、あたかもその光に照らされるかのように、窓の真下で「あっ」と声をあげて少年がひっくり返った。

　チャンスと見た群雲のみっちゃんが上から伸のしかかり、「お尻しりぺんぺん」をやろうとする。たいちょーはそれこそ死に物狂いで抵抗した。みっちゃんの腕からするりと抜け出た拍子に顔を上げる。

「あっ──」

　と囁ささやいた少女は、まっすぐにその少年と視し線せんを鉢はち合あわせていた。数秒漂った沈ちん黙もくののち、固く氷結していた時間がゆっくりと溶けて、どきどきとした胸の鼓動とともに流れ落ちはじめる。溶けた時間は不ふ思し議ぎとあたたかかった。

「高い塔に閉じこめられた、物もの憂うげなる美少女！」

　たいちょーは突然叫んだ。あまりにいきなりだったから「はあっ？」と群雲のみっちゃんが捕まえようとしていた手を止める。少年は五、六歳とはとても思えないボキャブラリーを発揮して、

「いま白馬に跨またがった騎き士しが参ります！　ちくしょう、あんな子がいたなんて。何でおれのセンサーは初日から働かなかったんだよ！」

　ひとりで盛り上がったかと思うと、土煙を巻く勢いで走り出す。取り残された部下たち、そしてみっちゃんはぽかんとしていたが、

「ま、待て。そっちはいっちゃ駄だ目めだ！　草くさ薙なぎさんにそう言われていたろ！」

　離はなれの建物──つまりはこっちに向かっていると知ったみっちゃんが血相を変えて怒ど鳴なる。が、すぐに無む駄だだと知ってか、「ええい」と唸うなるや、すぐに相手を追いかけはじめた。

　乱らん暴ぼうに階下のドアが開けられる音。どたどたと廊下を駆けていく足音。すぐ複数になった。

「──」

　少女はぱっちりと目を見開いたまま、窓際に立って動こうとしない。予感があった。長い間、ずっとひとりで保ってきたこの世界が壊こわれてしまう、とも思った。退屈で、寂しくて、でもとても穏おだやかで、何も変わらない、暗くら闇やみのこびりついたこの世界。

　壊れる。破れる。崩れる。変わってしまう。

　怖い。逃げ出したい。でも逃げる場所なんてない。

　だけど……同時に、待ってもいる。

　じっと息を殺して、窓際に背を預けながら、入り口の戸のほうを見つめている。

　──び……た、い。

　急速にこみ上げてきた思いが、不意に何か形となって解き放たれようとした。ずっと、ずっと胸の奥底で閉じこめてきた、それは何か、自分でも得体えたいの知れない、ひどく大きなものだった。

　いま解き放つのはとても気持ちのいいことだと思えた。が、すんでのところで明めい確かくな形にはならずに霧む消しようする。

　──……し、い。

　もう一度。

　やはりもう少しのところで壊れてしまった。足を踏み鳴らしたい気持ちになった。もう一度。彼女はまるで生まれたての雛ひな鳥どりが、濡ぬれた羽根を、くちばしを、必死になって動かして己の存在をアピールするかのように、思いつく限りの感情を形にして外へ吐き出そうとした。

　──さ、……び、し、い。

　──あ、……そ……。

「おおっ！」

　その瞬しゆん間かん、障子戸が開かれた。

　びくっと少女が肩を震ふるわせる。首をすくめ、華きや奢しやな肩に精いっぱい顔を埋めるようにしながらも、目だけは開かれた戸のほうを見つめている。

「おれ、浅あそ生う一かず馬ま」

　顔中泥まみれの少年は、にかっと虫歯だらけの歯を見せつけながら笑った。

「おれと、お医者さんごっこしない？」










一章「殿中でござる！」













１──

　あの男がくる。

　あの男が帰ってくる。

　吹く風もいよいよ冷たくなってきた一〇月の半ば。落ち葉がかさかさと鳴って吹き抜けていく校庭のその中央を、ひとりの男が歩いてくる。

　奴やつだ。

　奴がきたんだ。

　自然であふれる私立天あま津つ学がく園えんには、見渡す限りに秋が息づきつつある。紅葉のはじまった木々に取り囲まれてふと片隅を見やると、黄こ金がね色いろの絨じゆう毯たんを敷しき詰めているイチョウが目にもあざやかだ。

「浅あそ生うだ」

「浅生一かず馬まだ」

「帰ってきたんだ」

　囁ささやき交わす声に含まれているは、期待か、切望か、戦せん慄りつか。

　浅生一馬は歩いていく。二時限終了直後の休み時間。実にひと月半ぶりとなる天あま津つ学がく園えんの校庭には、体育でグラウンドを使用していたらしい高等部の生徒たちの姿がちらほらと見える。彼らが一様に息を吞のんで見守る中、一馬はふっ──と風に煽あおられて運ばれてきたらしい落ち葉を摑つかんだ。

　ひときわ高い白しら樺かばの木を仰あおぎ見る。一馬の唇がほころんだ。──秋か。秋だな。

　秋はいい。学園の裏山に位置する憩いこいの森は、今年ことしも紅葉に赤く染まりながら、同じく顔をぽっと赤らめた即製のカップルを複数迎え入れるのだろう。何しろ秋には体育祭、文化祭といった二大イベントがある。祭りのもたらす非日常的な高揚感や、同じ仕事を共同してやり遂げるといった連帯感が、クラスの団結を生み、さらには普段ふだんならばなかなか距きよ離りを縮ちぢめられない男女の仲をもぐぐっと深めてくれるのだ。

　そう考えると、二大イベントのひとつである体育祭に参加できなかったのは確たしかに残念だが、まあ、気落ちすることもない。あれは……そう、うん、大したことないのだ。年とし頃ごろの男女にはやや気恥ずかしくも実は内心どっきどきのフォークダンスなんて全然羨うらやましくないし、クラス対抗の応援合戦において、一馬のクラスでは女子生徒がチアガール姿でやるんだと聞かされたときだって、三日三晩枕まくらを涙で濡ぬらしただけだからそれほど大げさに騒さわぐようなことでもない。同じクラスの奴やつに頼んでおいたビデオ撮さつ影えいが失敗に終わったと聞かされたときにさえ、一馬は寛大にもそいつを一生呪のろってやることで罪を帳消しにしたくらいだ。何のことはない。壬み琴ことが参加していたからどうだというんだ。嫌いやがる彼女を女子みんなで説得してチアリーダーにしたらしい。壬琴のことだからきっと猛烈に恥ずかしがっていただろう。振りまく笑顔えがおもぎこちなく、しかしだからこそ若々しい健康美に恥じらいがほんのり色いろ香かを添えて、それはもう見事なまでの眺めだったはず。振り上がる足、飛び散る汗、陽ひに焼けた太ふと腿もも、跳ちよう躍やくするたびに『ばいんばいん』と上下する胸の膨ふくらみ。それが何だというのだ。子供でもあるまいに、ふん。

　………………。

「おい、泣き出したぞ？」

「膝ひざを抱えてしくしくと」

「誰だれか何かした？」

「いや、お空を眺めていきなり鼻息を荒くしたかと思ったら」

　──が、しかし！

「お、復活した」

　まだ最大のイベント、文化祭が残されているではないか！　霊力イイロ使つかいとしてこき使われたこのひと月半。報むくわれない労働のすべては、この文化祭における絶対幸運値の上昇のための伏ふく線せん！　あっという間に全キャラ攻略のフラグが立ちまくり！　これからの一ヶ月、スケジュール管理しないととても身が保もたないぜ、ってなもんでして。

「あ、今度は笑い出した」

「そっくり返る、というのはあーいう状態を指すのだな」

「受じゆ験けんにゃ出てこねえ。安心しろ」

　そろそろ一かず馬ま観かん察さつにも飽あきたのか、口々に囁ささやき合っていた生徒たちが校舎に引き上げようとしかけていたそのとき。

　突然サイレンが鳴り響ひびいた。

　生徒たちの顔にはっ──と緊きん張ちようがよぎる。一馬も例外ではない。笑いを収めた彼の顔は意外にも真剣そのもの。天あま津つ学がく園えんに鳴り響くサイレンは〝歪ゆがみ〟の襲しゆう来らいを意味する。ただの学生と、とある使命を双そう肩けんに負わされた結界の民たみとをわかつその一いつ瞬しゆん。一馬の目が吊つり上がり、口の端にニヒルな笑みがふと浮かぶ。

　──城主として凱がい旋せんして早々、いきなりお仕事ってわけかい。

　ふっ、と彼は鼻で笑った。いっときたりとて休む時間はないらしい。が、それもいいだろう。この浅あそ生う一馬、最近の物わかりの悪いガキとは訳が違う。皆がおれを城主と慕したい、熱あつい視し線せんを注ぐのは、何も丸裸の浅生一馬を愛してくれているからではないのだ。そう、このおれ自らが前線に立ち、鬼と戦って、彼らと、そしてひいては人類を守る救世の戦士なればこそ。

　巷ちまたにあふれている、「きみはきみのままでいて」だの、「ありのままのわたしを受け止めて」だの、歯の浮くような、耳触りのいい台詞せりふを真に受けるほどアホらしいこともない。大体、飾りつけも努力もせずに受け止めてくれる都合のいい人物など世の中にいるものか。それは家族でしかあり得ない。

　わかっている。わかっているさ。みなまで言うな。権利とは与えられる義務と引き換えにしてこそはじめて得られるもの。選ばれし人間ならばなおのこと、課かせられた義務は重い。

　校庭がざわつきはじめた。空に黒々とした亀き裂れつが走ったのだ。稲光にも似たそれはしかし、光ならば当然消えるはずのところを、むしろいく筋にも枝わかれして空における侵食範はん囲いを思うがままに広げていく。

「〝歪み〟だ！」

「ちくしょう、大きいぞ！」

　怒ど鳴なりをあげる生徒たち。まあそう急せくな──一馬はなぜかその場を動かず、じっと突っ立って地面に視線を落としたまま胸の奥でひとりごちた。同じく彼の胸の中だけでＢＧＭが高まりつつある。待ちわびたヒーロー登場だ。だからこそ、ここぞ、というタイミングで現れてこそふさわしい。

　ぎゅっと握りしめた拳こぶしに力をこめる。まだか、あいつはまだか──焦こがれるようなそんな声が風に乗って聞こえてくるかのよう。おれたちは信じている。どんなときにだって笑顔えがおでおれたちを導みちびいてくれたあいつを。どんな苦境にだって決してあきらめず、常におれたちに戦う背中を見せてくれたあの男を。そうさ、奴やつは死んでなんかいない。きっとおれたちを助けにきてくれる。女の悲鳴轟とどろくときには、墓場の中からよみがえってでも駆けつけてくれるはず。そういう奴だもの……。

「くぅ」

　己の想像についついもらい泣きしてしまいそうになる。いつの間にやら「強敵と戦って潔いさぎよく散っていった主人公」になってしまった一かず馬まだったが、ともあれ、待ちわびていたタイミングがそのときついに訪れた。

　女子生徒の悲鳴が聞こえたのだ。

　一馬はくっと顔を上げた。握りしめていた指を開いて天にかざす。瞬しゆん間かん、黒い雲状に広がりつつあった〝歪ゆがみ〟をひと筋の光が貫いて、一馬の全身をぱあっと照らし上げた。

「我が〝船〟よきたれ！」

　ごごおおん。

　一馬は「とうっ」と地面を蹴けった。光に吞のまれ、天高くへ吸い上げられていく己の姿を夢想する。ロボットアニメならば合体シーン、美少女ヒロインアニメならば変身シーンに相当するこの場面、バックには当然主題歌メインテーマが鳴なり響ひびいている。テレビの前のお子さまが大喜びし、ちょっと大きいお友達になると「ちっ、バンクフィルムかよ」とか冷めたことを抜かしやがるようなこのシーン。ちなみに一かず馬まの精神年ねん齢れいは小さいお子さんと同じなので、毎回のように興こう奮ふんする。自分自身が当事者となればなおのこと。
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　　夜に泣いているきみの背中を

　　抱いてあげたい　光の翼つばさで

　　空を見上げて　その名を呼べよ

　　ダーク・ハンターＫＡＺＵＭＡ！

　　エビルスレイヤーＫＡＺＵＭＡ！

　　夜の向こうに　朝がくるよに

　　きみの近くに必ずいるさ

　　ダーク・ハンターＫＡＺＵＭＡ！

　　エビルスレイヤーＫＡＺＵＭＡ！



（※サビのみ抜粋）




　いまさら彼のセンスの痛さなど問うまでもないが、何にせよ一馬にとっては興こう奮ふんの最絶頂時。見事なまでに跳ちよう躍やく時間約〇・九秒を経へて地面に激げき突とつした瞬しゆん間かんも、にわかには気づかなかったほど。

「……ん？」

　ちょっと首を傾かしげて空を見上げる。相変わらず〝歪ゆがみ〟は黒い稲妻を突っ走らせながら広がりつつある最さ中なか。そこから生じる肌の粟あわ立だつような悪お寒かんは相変わらずだ。その鳥肌さえもが何か異質なものに汚されている感じがして、皮ひ膚ふをこそぎ落とすほどに搔かきむしりたくなる。

　が、頭上から射さし染める光が、そうした黄泉よみの違和感を吹き払ってくれるかのようにさんさんとこれもまた広がりつつあった。「んんんん？」と一馬は眉まゆをしかめる。光はまさに〝船〟のシルエットを生み出した。彼の目の前で。彼がいないのに。

「きたぞ！」

「城主さまだ！」

　生徒たちがそんな喝かつ采さいをあげる。空を見上げたまま。一馬には一いつ顧こたりともせず。

〝船〟はそのまま〝歪み〟の中央へと舳へ先さきから突っこんでいく。黒い牙きばの群れがバリバリと音を立てて群がりかかってくるのをもろともせず、〝船〟はやがて晴天の空に似つかわしくない色の渦へと吞のまれて──消えた。

　数秒。

　それぞれ息を殺し、拳こぶしを握りながら見守っていた生徒たちの顔に、ふたたび光が射した。黄泉という夜の終わりを告げるあたたかな曙しよ光こう。生徒たち──校庭内のみならず、校舎のありとあらゆる窓から顔を出した数千の姿──が手を振り、大声を出しては勝利の雄お叫たけびをうおおおおん、と津波のように響ひびかせる。

「おお、また記き録ろく更新だ！」

「さすがは城主さま。ほとんど防人さきもりの出番もないまま、あっという間に晴らされたぞ！」

「きゃああーっ、素敵すてきぃ！」

「一生ついていきますわー！」

　これだ。これぞ城主に与えられるにふさわしい喝かつ采さいの山。命を懸かけて任務に挑む男の背中へと浴びせるに異い論ろんを挟む余地のない、熱あつい女性たちの視し線せん。これだ。これをこそ、おれは待ちわびていたのだ。

　が──なぜだ？

　なぜそれがおれではないのだ？

　一かず馬まは地面に激げき突とつした際についた土を顔から拭ぬぐおうともせず、ただ呆ぼう然ぜんと尻しり餅もちをついたまま、青く澄すんだ色を取り戻しつつある空を眺めていた。「やあ、終わった、終わった」と何事もなかったかのような晴れやかな顔で傍かたわらを通り過ぎていく生徒たち。ぽつんとひとり、だだっ広い校庭に取り残された彼は、それでも長いことじっとそうしていたが、「むおお」と奇声を発するや、がばっと立ち上がり、校舎内へと一いつ直ちよく線せんに駆けこんでいった。




　一階西端にある用務員室へと向かっていた一馬は、その途中ではたと足を止めた。

　目がくわっと見開かれる。意外なものを発見したのだ。

「おや？　浅あそ生うか」

　同じタイミングで足を止めたそいつはさわやかに笑った。かつてと寸すん分ぶん違たがわない、あきれるほどに涼やかな目で一馬を見つめつつ、

「朝っぱらから廊下を汗だくで駆けていくなど、相変わらずの行ぎよう儀ぎの悪さだな。ひと月半の〝祠ほこら〟巡りも大した修行にはならなかったと見える」

「お、お、お」

「あら、一馬さん。おはようございます」

　そいつの隣となりで生徒会長の草くさ薙なぎみづきが柔らかそうな髪をそよがせて一礼すると、

「やっと学校に戻れたのか。よかったな」

「聖堂にあるお布団とか、荷物は用務員室に移しておいたからね。あとで取りにいって」

　同じくそいつの左右に位置していた群むら雲くも壬み琴ことと、浅生美み亜あが言う。

「お、お、お、お」

「何だ？　成長するどころか猿にまで退化したのか。言葉をも忘れるなどと」

　そいつがごくごく真剣に眉まゆをひそめた瞬しゆん間かん、ようやく一馬の口から人間らしい言葉が飛び出てきた。

「おまえ──し、しし、しん、新しん之の助すけ！」

「ほう。人の名前くらいは覚えていたか」

　そいつ──八や咫た新之助はどこから取り出したか知れない扇子で口元を半ば隠しながら笑った。生徒会の元副会長にして、盟主家の中でも名門・八咫家の跡取り息子。たまたま廊下を通りかかった生徒たちが、尊敬と憧あこがれの眼まな差ざしを彼に注いでいるのを横目にしながら、一かず馬まは震ふるえる指で新之助を差す。

「な……何で、おまえがここに？」

　しごく当然の疑問だった。新之助は四ヶ月ほど前に、天あま津つ学がく園えんで反乱騒さわぎを引き起こしている。六ろく賢けん人じんの意向によってか、罪そのものは不問にふされたものの、そののちは確たしか宗主の命令によって転校させられていたはずだ。

「見てわからんのか？」

「か、帰ってきてたのか。そうか」一馬は汗をだらだらこぼしながら、それでもやや合が点てんがいったように頷うなずいた。二度、三度。「い、いやあ、確かにおれひとりじゃ大変だったんだよ。新しんちゃんはおれが休みのときなんかに代わりになってくれるんだよな。じゃあ、おれが〝祠ほこら〟にいっている間に留守を預かってくれてたってわけ。やあやあ、ご苦労、ご苦労」

　近づいていって手を差し伸べる。なるべくにこやかに、なるべく友好的に。が、

「残念だが、浅あそ生う」新之助はかぶりを振った。「……ぼく自身の口から言うのも酷というものだな。会長、彼のお目つけ役だったきみの口から説明してやってくれ」

「はい」

　唐突に話を振られたみづきだったが、ためらいもせずにひとつ頷いた。差し伸べた一馬の手は宙ぶらりんのまま。

「半月ほど前、天津学園は〝城〟としての機き能のうを取り戻しました。その際、賢人会かい議ぎを通じて宗主さまより賜たまわったご命令により、天津学園の城主は八咫さんが新たに務めることとなりました。一馬さんはこれにおいて城主としての任を解かれることとなり、以降は霊力イイロ使つかいとして城の防ぼう衛えい任務を担うことになります。八咫さんがお留守の際や、緊きん急きゆう時じには城主に代わって城の霊力を統括するという事態も考えられますので、聖堂での訓練はいままでと変わらず欠かすことのないよう、お願ねがいいたします」

　淡々とした説明を受けて、一馬は「はあ」としか相あい槌づちを返せない。みづきの言葉が彼のやや動きの鈍い脳内で咀そ嚼しやくされるまで約五秒。

「なっ……何ぃ!?」

　すっとんきょうな声を張り上げた。壬み琴ことがやや気の毒そうな顔つきになった以外には、彼の叫びがもたらした効果のほどなどたかだか知れていた。新之助は勝ち誇るでもなく薄うすく笑っただけだし、美み亜あは美亜で彼のやや後ろに位置したままにこにこしている。みづきは言うまでもなく表情そのものが乏しいので何のリアクションも見受けられない。

「そういうわけだ、浅あそ生う」ぽんと一かず馬まの肩を叩たたいて新しん之の助すけはその傍かたわらを通り過ぎた。「よかったな、もう城主として前ぜん線せんで戦う必要もない。当然、聖堂の霊力イイロも訓練時以外にはぼく専用のものとなる。美み亜あくんの言ったようにあそこにあったおまえの私物は用務員室に運んでおいた。学園に住む必要もないが──まあそこはおまえの複雑な家庭環かん境きようを考こう慮りよして、どれか部屋のひとつくらいは提供してやる。寛大な城主さまに感かん謝しやすることだな。さあ、いきなりの〝歪ゆがみ〟襲しゆう来らいでいささか時間を取られてしまった。生徒会の会かい議ぎに遅れてしまう。急ぐとしよう」

　こつこつと足音を響ひびかせて一馬から遠ざかっていく。みづきがそのあとにつづいた。

「み、みづきさん……」

　一馬は思わず呼び止めようとしたが、

「お疲れさまでした、一馬さん。いままで少し厳きびしいことも口にしてきたかもしれませんが、すべて〝城〟の無事を思えばこそ。いまや城主でないとはいえ、一族として課かせられた使命の重みは誰だれしもが同じものです。それをお忘れなきよう。では」

　ふたたび頭を下げて去っていく。その後ろに壬み琴ことがつづく。

「み、壬琴……」

「あー、その、何だ。よかったじゃないか、気ままな学生に戻れて。それに、前みたいに『能無し』って呼ばれることももうないだろうし、あとは、うん、おまえの努力しだいでは、ハーレムとまでは言わないけれど、恋人のひとりや二人なら、無茶むちやな話じゃないかもしれないぞ──た、多た分ぶん」

　頭を搔かき搔き、あまり視線を合わせたくない様よう子すで足早に一馬の前を通り過ぎていく。最後が美亜だ。

「み、美亜」

「お兄ちゃん」

　美亜は前の二人と違い、足を止め、正面からうるっとした瞳ひとみを一馬に当ててきた。おお、さすがは兄妹、積つみ上げてきた絆きずなの重みが違う。と思いきや、

「ごめんね、いままでのあたしが馬ば鹿かだったわ」

「な、何？」

「そうよ、兄妹だもの。踏み越えてはいけない一線というものがあるのだわ」ふっと視線を落として美亜はかぶりを振る。「安心して。もうつきまとったりしない。子供じみたわがままでお兄ちゃんを困らせたりもしないから。ええ──そうよ、前と同じ、仲のいい兄妹でいましょう」

「ちょ、ちょっと待て、美亜、おまえ、何言って──」

「触らないで！」

　肩に触れかけた一馬の手を振りほどく。美亜の瞳にじわりと涙が盛り上がった。

「わかって、お兄ちゃん。あたしは忘れようとしているの。だからお兄ちゃんも忘れて。兄妹として育てられたこと、それがあたしたちの悲ひ劇げきだったのだわ。次に生まれてくるときは、今度こそ別々の家で生まれ育って、街角で出会い、平凡な──しかし、劇げき的てきな恋をしましょう……さようなら、お兄さま！」

　よよ、と泣き崩れながら内うち股またで駆け去っていく美み亜あ。あたかも足跡に薔薇ばらの花が咲き乱れていくかのような、そんな少女マンガじみた一幕を見事に演じきったヒロインが見えなくなってから、一かず馬まはがくりと膝ひざをついた。

「み、美亜……」虚こ空くうに手を伸ばす。ひとしきり悲嘆にくれる顔つきになった彼は、

「──は、まあ、どうでもいいが。し、しかし」

　いったいなぜこんなことに!?

　八や咫た新しん之の助すけは確たしかに自分より優すぐれた霊力イイロ使つかいだ。が、しかし、それでもなお城主に一馬を選んだのは他ほかでもない、宗主その人のはずではないか。それをなぜいまさら？

　ようやく〝祠ほこら〟巡りを終え、古巣の天あま津つ学がく園えんに戻ってみればこの仕打ち。もはや彼は城主ではなく、ただの一生徒に過ぎないという。みづきも壬み琴ことも新之助の部隊に加えられ、彼はいまや側そばにいるべきはずの美少女たちさえ失って、夢にまで見た「ギャルゲー」のハーレムエンドを迎えた主人公的な立ち位置をも失ってしまった。

「なぜだああああ！」

　一馬は吠ほえた。

　群れから追い落とされたかつてのボス狼おおかみが放つ、悲しき遠吠えだった。







２──

「こんな横おう暴ぼうが許されていいんでしょうかっ！」

　次の休み時間。

　久方ぶりの登校となるのに早くも騒そう々ぞうしいくらいに気を吐いている男の姿が、一階の売店前広場にあった。拳こぶしを振り上げながら声を震ふるわせ、目を血走らせて。

「一族はいったい何を考えておるのかっ！　命を託すべき城主をころころ気まぐれで変えるなど断じてあってはならない事態！　しょせん結界を担う歯車のひとつには物を言う権利さえも許されないというのか。否いな！　断じて否である！」

　一階売店前広場は、上から見たときにちょうど高等部校舎が抱えこむ形になっている。だから周囲から注目を集めたいときにはまあ、絶好の場所ではあるものの。

「皆で口を揃そろえて抗こう議ぎしようではないか。たとえ我らひとりひとりの力は小さくとも、ひとつに束ねれば、川の激げき流りゆうとて喰くい止められるダムになり得るはず！」

　いつぞやの反乱騒さわぎのような台詞せりふである。ただし今回それを声高に叫んでいるのは、当時、むしろそういった台詞を並べ立てていた生徒たちにとっては憎悪の対象であったはずの浅あそ生う一馬その人に他ほかならず、また、八咫新之助陣営には多数の賛さん同どう者しやがいたものだが、今回、「一族に断固抗こう議ぎすべし」というたすきをかけた一かず馬まの左右に並んで拳こぶしを振り上げているのは若じやつ干かん二名。それもかなりやる気がなさそうで、「おー」と小さく相あい槌づちを打ったり、申し訳程度に手を持ち上げたり。何だか恥ずかしそうでもある。が、そんな同胞たちの様よう子すにも構わず、一馬はただひとり、

「いまこそ立て！　立てよ民たみ人びと！　一族に新たなるムーブメントを起こすために！　きみらひとりひとりの声がいまや時代を呼びこむ風となり、古い呪じゆ縛ばくを断ち切る剣つるぎとなり得るのだ！　立て、立てよ民人たち！」

　振り上げた拳はぐわしっと宙を鷲わし摑づかみ。叫びの余よ韻いんに浸り、汗をきらきらと散らした一馬はひと仕事やり終えた男の顔をしていた。が、

「もういいだろ、一馬。次の授業がはじまるし、帰ろうぜ」

「ああ、力いっぱいやったよ。あとは世せ論ろんの動きに注目するのみ、だな」

　二人の同胞──クラスメートの早はや川かわと、一馬と同じ趣しゆ味みを共有する放送部の亀かめ山やま──は、しらけきった顔で一馬を促した。ぎろっと目を剝むいた一馬は、

「何を言う、まだこれからだぞ。大体、一族の前途に関かかわるこの非常事態、それすなわち世界の命運を決しかねない一大事。授業などに出ている場合か。ボイコットするのだよ、ボイコット。世論の動きを待つなどと悠長に言っている場合でもあるまい。我々の手で動かすのだよ、我々のこの手で！」

　なおも力強く声を張り上げる。二人はため息をついて、それから一馬に無む理り矢や理りかけさせられていたたすきを肩から抜いた。

「もうつき合いきれねえよ」

「見ろ、そもそも誰だれも相手にしてくれちゃいないだろ」

　休み時間の売店前はそれなりに人で賑にぎわっている。が、亀山が指摘したように誰もこちらに注目などしていない。三色パンの売り上げは相変わらずいいようだ。一番人気のコロッケパンはお昼休み寸前にしか入荷しないので、売店のおばちゃんに何とかひとつ取り置きしてもらえないだろうか、と無む駄だな取引に精を出す生徒たちの姿もちらほらと。ジュースを飲みながら雑ざつ談だんに花咲かせている女子生徒たち。この前の球技大会でヒーローだったバスケ部の副主将に持ち上がっているホモ疑惑が、最近ではもっとも盛り上がれる話題のひとつのようだ。

「くそう、どいつもこいつも平和ボケした顔しやがって。自分たちで何かしようという気き概がいはないのか！」

「そんなものがあったら、おまえが城主のときにとっくにやってるよ」

「そうそう、八や咫たなら安心して城主を任せられるし。平和ボケ、っちゅうか、やっと平和が訪れたＲＰＧのエンディング直後、って雰囲気だな」

「ひ、人を諸悪の権ごん化げ、大だい魔ま王おうみたいに抜かすな。貴様ら、裏切る気か!?」

「裏切るも何もなあ」

「とりあえずおまえの数少ない友人代表としてつき合っただけだし。友情に感かん謝しやされこそすれ、文句言われる筋合いはない」

「だ、黙だまれ黙れ！　人が城主時代にかけてやった恩情も忘れやがって。この前の『女だらけの迦か具ぐ羅ら選抜大会』で隠かくし撮どりした三年の日ひ比び野のゆかりの極小ビキニ写真集を売ってやったのは誰だれだ！　真夜中まで学校に居られる特権を活いかして集めた、お目当ての女子生徒たちの私物を譲ゆずり与えたことも忘れたかっ！」

「ほほう」

　──と、ようやくのことで一かず馬まの言葉が周囲の注目を惹ひくに至った。ただしこちらに同どう調ちようしてくれる雰囲気ではない。

「聞き捨てならない言葉ねえ」

「ずっと、そんなことしてたんだ？」

　じりっと包ほう囲い網もうを狭せばめてくる女子生徒たち十数名。中央には孤立無援状態の浅あそ生う一馬ただひとり。早はや川かわと亀かめ山やまはとっくにとんずらこいている。一馬の顔からすうと色が失われた。

「ま、待て。誤解だ。は、話し合おうじゃないか」

「ええ、ええ。あんたの罪状、この際だから洗いざらい、全部話してもらいましょうか」

「それに見合った刑罰を用意しとくからねえ」

　うう、と一馬は口ごもる。ぎらついた目の女子生徒たちに取り囲まれたこの状況、ある意味不良に絡まれたときよりよっぽど怖い。しかし同時に感じるこの胸の高鳴り。男の業ごうとは地獄の底よりなお深い──と感かん慨がいにふける振りをして。

「あっ、逃げた！」

「追え！」

「殺せ！」

「能無しを玉無しにしちまえ！」

　何とも過か激げきな台詞せりふを吐き散らしながら追いかけていく女子生徒の一団。一馬の姿はもうすでにない。

　……その一部始終を廊下の角から眺めていた浅生美み亜あは、口元をひそかにほころばせていた。やっとるなあ、という感じだ。

「ほんっと、どうしようもない奴やつだね」後ろから美亜の友達がそうこぼす。「あんなのと血がつながってなくて、本当、よかったね。もう城主でも何でもないんだし、〝船〟の部隊だからってあんなのの側そばにいることもないし」

「……」

「いっそのこと学園からいなくなってくんないかなあ……って、あれ、美亜ちゃん？」

　美亜はさっさと歩き出していた。「授業、遅れるよ」と優ゆう等とう生せいの顔をして友達を促しながら、やや行ぎよう儀ぎの悪い大おお股また歩あるきで自分のクラスへ戻っていく。口はへの字に曲がっていた。と、

「美み亜あちゃん？　どうしたの！」

　友達が駆け寄ってきた。いきなり美亜がしゃがみこんだのだ。あわてて立ち上がった美亜は「何でもない」と笑顔えがおでかぶりを振った。

「何でもないって──顔色、凄すごく悪いみたい？　具合でも悪い？」

「平気、平気。最近、寝不足気味でさ。ちょっと疲れただけ」

「あちゃあ。それなら最悪。だって次の授業、矢や野の沢さわ先生の、一族の特別講こう習しゆうだよ。あれ、すーぐ眠くなっちゃうもんねえ」

　うんうんと相あい槌づちを打つ美亜はもうすっかりいつもの美亜のようだ。

　が、授業開始のベルぎりぎりにクラスへ戻った直後、何やら軽いめまいを覚えて美亜は一いつ瞬しゆん、足場を見失いそうになった。机に手を置いて、よろけそうになるのを何とか踏ん張る。

　──おっかしいな？

　教師に一礼したあと着席した美亜は、こっそり小首を傾かしげた。友達に言ったように確たしかにここ最近は寝不足気味だったが、体力には自信のあるほうだ。生まれてこの方学校を休むような病気ひとつしたことがない。今朝けさも別段疲れなど感じていなかった。さっきの〝歪ゆがみ〟との戦いは、新しんちゃんの届けてくれる霊力イイロのおかげであっという間に終わったし──。

　風邪かぜでも引いたかなあ、と思いつつ、それでも大事に至るまでのものでもなさそうだったので、さして気にもせずに教科書を開いた。初老の教師が教える、一族の歴史に関する授業がはじまる。

「エー……この前の授業はひと月前でしたので、前回のおさらいから」

　地球は宇宙に浮かぶひとつの惑星である……と矢野沢先生は語りはじめた。いつもの退屈な授業のはじまりだ。

「生命誕たん生じようの起源をいまの科学で辿たどることは可能でしょう。が、しかし、誰だれがそれを真実と認めることができるのでしょう？」

　そもそも科学とは何であるのか。

　この世における、数式であらわされるそれらの法則は、いったい、何者が定めた原理であるのか？

　何を馬ば鹿かな、と普通の人ならばそこで嘲あざ笑わらう。何者が、も何もない。それは自然界の法則なのだ、強しいて何者か、と問われれば人類に与えられた答えはひとつしかない。

　それは神なのである、と。

　人によって、その答えを導みちびいたときの顔つきも様々だろう。確かく信しんを抱いて答える者もあれば、やはり同じく嘲ちよう笑しようを浮かべながら言う者もあるはずだ。

「では、もう一度問いましょう」

　矢野沢は言った。

　自然とは何か？

　神とは何か？

　我々の世界における法則を定めしそれらは何者か？　と。

　太古において、世界は混沌カオスそのものであった、と結界の民たみの書は語る。

　そこには生けるもの死せるものの区別すらなく、どす黒い瘴しよう気きが地上を覆おおい、火を孕はらんだ風が空を吹き抜けていた。月は三つの光を夜空に輝かがやかせ、人間以外の生物たちが、毎夜のごとく、月の光に狂って人を頭から貪むさぼり喰くった。

　死者となった人間たちもまた、この世から去ることなどなく、彼ら自身も生けるものを喰らいはじめた。

　命という概がい念ねんはその時代にはなかった。

　命とは、あえていうならばそこに在りつづけるものでしかなかった。喰らい、喰らわれ、また喰らい、そして喰らわれる。

　混沌カオス。

　相あい反はんするものは何もない。生と死はなく、理性と欲望もなく、戦いと平和もなく、意思も怠たい惰だもない……。

「……そんな中、混沌カオスを終わらせようと戦う人々がいたのです」

　混沌カオスの時代に生まれた、一族の先祖たち。彼らはなぜその中にあって意思の光を目に宿らせ、平和を望み、理性をもって自らを律し、そして生死の境目をつくろうとしたのだろう。

　すべては謎なぞだ。

　が、確かく実じつなのは、彼らは次第次第に数を増やし、そして次々と「人の世」を定義づけていったということだ。

　まず、彼らが世界から放逐しようとしたのは〝死〟であった。死せる者はこの世界で在りつづけることはできない、と定義づけた。

　彼らは特殊な力でもって、自らの肉体を犠ぎ牲せいにして生死の境目となり得るラインを引いた。

「そう、それこそが、この世における最初の結界であったのです。肉体を滅ぼした結果、精神エネルギー──つまり、霊力イイロとなった彼らのその意志の力こそが、世界を対極にわけた……って、浅あそ生うくん？　浅生美み亜あくん！」

　いきなり名前を大声で呼ばれて、美亜は思わず「はいっ」と立ち上がりかけた。その拍子に膝ひざを机の下にぶつけてしまい、椅い子すもろとも後ろにひっくり返った。スカートが思いきりめくり上がったので「おおっ」と近くにいた男子生徒たちがどよめく。

「……大丈夫かね？」

　あわてて椅子と机を元に戻した美亜に、初老の教師がじろっとした目を眼鏡めがね越ごしに投げかけてくる。

「え、ええ。頭に小さくこぶができたくらいで、はい」

　えへへ、と男性を蕩とろかす笑みを浮かべて美亜は言ったが、

「ほう。これで少しは目が覚めてくれると助かるがな。何やらさっきから心ここにあらずといった感じだったが」

　矢や野の沢さわの態度は和やわらがない。「そんなあ」と弁解しながらも、内心に隠れているもうひとりの美み亜あは凄すさまじいにらみを教師にくれていたりもする。──くっ、せっかくの美び貌ぼうも、枯れた男性相手には通用しないのね。

「〝船〟の部隊に選ばれている迦か具ぐ羅らだからといって、特別扱いはしないよ、無む論ろん。他ほかの教師はどうだか知らないがね。皆に課かせられた使命の重さは均等だ。そうじゃないかね？」

　前々から思っていたが、少々この老教師はねちっこい。確たしかに彼自身が口にしたように特定の誰だれかをひいきにすることもないが、これと決めたターゲットは時間をかけていたぶろうとする。今日きようは美亜の番らしい。お気の毒さま、といった空気が教室内に流れはじめた。

「あの……その、申し訳ありません」

　美亜はか細い声を出して頭を下げた。顔のみならず、細い首筋まで真まっ赤かになっているのはさっきから息を止めていたためだ。涙を堪こらえた美少女の悩ましい謝しや罪ざいの姿。これならたとえ老教師に効果はなくとも、クラスの同情と関心を惹ひくこと間違いなし。と、

「まあきみの場合、かなり特殊な肉親がいるようだから、いろいろ自分の立場を誤解してしまうのも無理はないが。もと城主さまは、もとお兄さまだったかな？　彼もまた数奇な運命にあるようだからねえ」

　矢野沢はからかった。一かず馬まが『能無し』、『次期宗主候補』、『城主』と様々な遍歴を重ねた末、いままた、一族としてはただの一般人に戻ったのを皮肉っている。そして一馬のこととなると、誰しも笑いを隠さないのがこの学園の特徴でもあった。別に悪意あるものだけではないが、何にせよ、兄のいまの立場がお笑い的なものでしかないのは美亜も充分承知していたから、彼女もクラスメートといっしょになって微笑ほほえんだ。

「ですね。苦労します」

　美亜の態度に興きようを削がれたか、矢野沢は薄うすい唇を歪ゆがめて「ふん、座りなさい」と命じた。美亜はそそくさと腰を下ろす。

　瞬しゆん間かん、意い識しきがなくなった。

　あたかも突然ブレーカーが落ちたかのように。

「浅あそ生うさん、浅生さん！」

　だから揺り起こされたときも、美亜は一瞬、自分がどこにいるのかさえわからなかった。授業中だと思い出したのは数秒後。冷水を浴びせられた気持ちで美亜は顔を上げた。またいびられちゃう！

「今日はよっぽどおねむなのね？　朝、いきなり〝歪み〟の襲しゆう来らいがあったし、疲れているんじゃない？」

　そう言われて美亜はぽかんとなった。あの老教師ではなかった。まだ若い女性教きよう諭ゆ。まさか、授業をすっ飛ばすほどに長い間居眠りしてたのだろうか？　いや、あの教師がそんな怠慢を許すはずはないし、そもそも……。

「どうする？　保健室にでもいって休んでる？」

「あ、いえ、いいえ──」美み亜あは首を横に振った。「その、あの、はい」

「どっちなの？」ふふっと笑ってその女教師は尋ねた。「まあいいわ、具合が悪かったらすぐに言ってね。浅あそ生うさんは部隊の迦か具ぐ羅らですもの。何かあっては大変だわ。……さあ、授業に戻るわよ」

　美亜にもう一度笑みを見せてから教きよう壇だんに戻っていく。美亜はしばらくぼんやりしていたが──何気なく黒板を眺めて、改めてぎょっとなった。

　一族の歴史について書かれている。

　見覚えのある内容だが、見覚えのない文字で。

　さっきの老教師が書いたのと同じ内容の文が、しかし筆跡だけを異ならせてその黒板に躍おどっていたのだ。

「…………」

　美亜は自分の頰ほおをつねってみた。痛い。もう少し力をこめてみた。痛い痛い。もうちょっとだけ。痛い痛い痛い。にゅーっと引っぱってみた。にゅーっと痛かった。

「ちょっと、美亜、何してんの」隣となりの席の友人がひそひそ声で話しかけてきた。「眠気覚まし？」

「あー……と。ねえ、矢や野の沢さわ先生は？」

　美亜は訊きいてみた。腕時計を見ると、先ほど老教師に注意されてから三分と経たっていない。つまりいまはまだ一族の特別講こう習しゆうの時間なのだ。それなのに教師が入れ替わっているなどとは？

「誰だれ？」

　ややにきびの多いその友人は眉まゆをひそめた。聞こえなかったのかと思い、美亜はもう一度あの老教師の名前を口にしようとした。

「……」

　できなかった。ついさっきまでもちろん覚えていたし、何より自分自身が口にしたはずの教師の名前がどうしても出てこない。ど忘れ、などというレベルではない。その教師に関連する情報が記き憶おくからまるで引き出せないのだ。今日きようの服装は？　髪型は？　どんな声で？　どんな字を黒板に書いていたっけ？　いや、そもそも──どんな顔？　男、それとも女？

「どうしたの？」

「あれ……？　うん、あの先生、誰だっけ？」

「あはは、寝ぼけてる？　吉よし田だ先生も忘れられちゃかなわないなあ」

　ああ、そうだ。吉田先生だ。美亜は笑みを返しながら、ようやくのことで頭にかかっていた靄もやが晴れていくのを感じた。何でさっきは男の人かもしれない、なんて思っていたんだろう？　特別講こう習しゆうのときはいつも吉よし田だ先生なのに。授業そのものは退屈だけれど、人が好よくて、生徒たちに甘い吉田先生のことは好きだった。兄のこともからかってこない。絶対に。

「変なの」

「変なのはあんたでしょうが」

　美み亜あはくすりと笑う。靄もやが晴れたと思ったら、一転、いい気分になってきた。わくわくさえしてきて、落ち着きがなくなる。鼻歌まで飛び出してきかねない心境になった美亜は、何だか、何もかもが自分の自由になるような高揚感を覚えていた。







３──

　奇妙な肌寒さを覚えて、「ん？」と一かず馬まは作業の手を止めた。

　ふと周囲の様よう子すを窺うかがう。皆、めいめい忙しそうに動いていた。窓のほうを見やると、もう外は真っ暗になりかけている。寒さを感じたのはそのためだろうか。何しろもう一〇月だ。

「もう一〇月なんですがね、浅あそ生うくん」

　その無防備な一馬の後頭部をぴしっ、とはたく人物があった。ぎょっとなって振り向くと、竹刀しないを手にしたひとりの男子生徒が、しゃがみこんだ一馬を見下ろしている。

「文化祭まであと半月もないんですよ。確たしかあなた、生徒会から特別ヘルプで派遣された方でしたよね？　生徒代表として、誰だれよりも率先して文化祭を成功させるべく頑張らなければならない立場のあなたが、ぼけーっと休んでいるのはどうかと思うなあ」

「な、何おう。こ、この、Ｂの分際で……」

「おや、いいんですか。生徒会長じきじきのご指名でしょう。こちらは何とでも報告できるんですよ。浅生くんが仕事をサボっているどころか、女子生徒によからぬ振ふる舞まいに及んだとか、いたいけな同級生を巻きこんで酒盛りをはじめただとか。草くさ薙なぎさんは何とおっしゃるだろうなあ」

　一馬の顔から一気に血の気が引いた。急にしゃちほこばって、ぎくしゃくと言い訳をはじめる。

「いや、あのね？　Ｂくん、それはどうだろう？　いまちょっと手を休めただけの話じゃないか。放ほう課か後ごからこっち、二時間も働いているんだから、ただそれしきのことで噓うその報告をするというのは人の道にもとるんじゃないだろうかね」

「ぼくはＢくんなどと、そんな不名誉な名前で親に呼ばれたことはありませんよ」

「ああっ、と……えーと、あの……阪さか上がみくん、でしたっけ？」

「おや、覚えていたんですか。意外だなあ。でも覚えていて、それでＢ呼ばわりというのは考えてみればひどい話ですよねえ。それも生徒会の雑用係を命じられているような方にねえ」

「うぐぬぬぬぬぬ」

　歯を喰くいしばって一かず馬まはこみ上げてくるどす黒い怒りを何とか吞のみこもうとする。

　彼は現在、生徒会長のみづきに命ぜられ、ほとんど使いっパシリのような真似まねをさせられていた。城主として生徒会に籍せきを置いていた関係上、城主でなくなったいまも何かしら生徒会に貢献すべきだ、との新しん之の助すけのひと言があったためだ。一馬の猛もう抗こう議ぎもみづきの「いいですね」のひと言の前にあっては意味を成なさない。結果、彼は文化祭の出し物の準備に追われている各クラスを回って、それぞれの手伝いを放ほう課か後ご遅くまでやる羽目になった。

　で、現在、一馬がいるのは、かつてＢ呼ばわりしていた男子迦か具ぐ羅らのいる一年生のクラスだ。一馬にしてみれば、ああ、あの大人おとなしい奴やつか、くらいの印象しかなかったのだが、実はそのＢこと阪さか上がみ護まもるは、もはや城主でない浅あそ生う一馬の来訪をてぐすね引いて待ち受けていたのである。

　──うふふ。いじめ抜いてやろう。

　剣道部所属の、見た目、色白で顔立ちの整ととのった美少年であるＢであったが、意外に性格はねちっこい。かつて同級生でありながらも偉そうにふんぞり返っていた男への意い趣しゆ返がえしをこの機きにとことんやってやろうと考えていた。何しろいまや彼は八や咫た新之助率いる部隊のひとり。立場は逆転しているのだ。

「ホラホラ、気合いを入れて。手先が器用なだけがあなたの取り柄でしょう」

　竹刀しないを持って追い回す。一馬のほうは生徒会の命令がある以上逆らうこともできず、模も擬ぎ店てんに飾りつけるための小道具作成にこき使われる羽目になる。そうしている間にも、

「もと城主さま、こっち支えててくれる？」

「もと城主さまはお料理が得意なんでしょ？　この前、おやつをつくってきてくれるって話だったけど」

「もと城主さま、職しよく員いん室しついって、ガムテープ取ってこい」

　あれやこれやと声をかけられて、少しもじっとしていられる時間がない。

　──なぜだ。

　文字どおり目の回りそうな思いをしながら、一馬は自問していた。

　──おれが、いったい、何を、いつ、どうやって、彼らの恨みを買ったというのだ？

　城主でいい思いをしたことなど、考えてみればひとつもないではないか。慣なれない責任とやらを背負った余りに、肩や背中が痛い思いをしたまでのこと。いままでのお返しだといわんばかりに、こうまでいたぶられるのは割に合わない。考えれば考えるほどむかっ腹が立ってきた。

　──こうとなれば！

　一馬の目が燃もえた。

　──謀む反ほんだ。謀反を起こすのだ。そして今度こそ城主になった暁あかつきには好き放題してやるのだ。

　いままでの一馬はヒーローになろうとしていた。城主としてみんなを守り、尊敬される城主になれば、いろいろおいしい思いも舞まいこんでくるのではないかと。それがそもそもの間違いだったのだ。古こ今こん東とう西ざいの物語を紐ひも解とけばわかるとおり、ヒーローというのはいつの世も割に合わない存在なのだ。

　──もう知るものか。今度は悪役ヒールだ。二枚目悪役こそ、我が生きるべき新たなる道！

　悪役とはいつも得なものなのだ。好き放題、自分の我がを押しとおして欲望を満足させているだけなのに、傍はたから見ればお利口さんなヒーローよりもよほど人間味にあふれ、また魅み力りよく的てきにも見えてくる。物語のテーマを背負うのも大たい概がいが悪役ではないか。悪役にはまた、根強いファンがつくことも多い。長髪の美形キャラならば数多い女性ファンの獲かく得とくもあり得る。同じ美形タイプである部下か同僚との、ホモ臭くさいやり取りのひとつもあれば完かん璧ぺきだ。

　──よし、髪を伸ばそう。

　間違った方向に意欲を燃もやしまくった一かず馬まは、

「阪さか上がみくん」

「何ですか、またサボって──うお!?」

　Ｂこと阪上護まもるは仰天した。振り向いたその間近に一馬の顔があったからだが、さらにその手が自分の頰ほおを撫なでるのを感じて、ぞぞぞっと全身に鳥肌を立たせた。

「ふむ、きれいな肌だ。悪くない。忠節を誓う少年タイプというところだな」

　手近にいい物件ヤツを見つけた──という相手側の思惑など知るはずもないＢは、あわてふためく一方である。

「な、な、なな、何をするんですか!?」

「その丁てい寧ねい語ごを忘れるな。言語もまた、キャラを構築する大切な記号のひとつなのだ」

「はあ？　あの、これはね、別に……あなたとは同級生だし、丁寧語も嫌味いやみのひとつみたいなもんで」

「それはいかん！」

　一馬が血相を変えたので、Ｂはさらにびっくりした。

「今日きようから誰だれに対してでも丁寧語で接したまえ！　親兄弟であれ、同級生であれ、初等部や中等部の後こう輩はい相手であれ、だ。大体、近くにいい手本がいらっしゃるだろう！　生徒会長の草くさ薙なぎみづきさんという。なぜ努力を最初から怠おこたろうとするのだ。そんなことで天下など臨のぞめるものか！」

「ご、ごめんなさい」

　なぜかはわからないがＢは謝あやまった。ぐいぐいと顔を近づけて力説してくる一馬が怖くてたまらない。たじたじになってあとずさっていたＢは、やがて教室の隅っこまで追いやられていた。と、

「わかればいいのだ。素直でいいな？　おまえは」

　口く調ちようを改め、一馬はやさしく言う。ううム、ちとあざとすぎるかしらん、と一馬は思いつつも、頰に伸ばしたままになっていた手をＢの襟えり首くび辺りに差し向ける。

「あっ、あの……！」

「髪を伸ばしたまえ。そのほうがおまえにはよく似合うよ。うん、きっと、とても似合う──」

「あっ、……」

　耳たぶに息を吹きかけられるほどの距きよ離りにまで詰め寄られて、Ｂは身体からだを硬直させた。一かず馬まは色白の首筋に唇を押し当てんばかりにさらに顔を近づけて、

「わたしの側そばにいておくれ──。この汚れた世の中、たとえ自分の城内といえど、信用できるものはおまえしかおらんのだ。のう？　お蘭らん──」

　お蘭とは誰だれだ。よくわからんが自分のことらしい、と思ったＢはぼうっと酒に酔ったような気分になって頷うなずいた。そういえば、以前もこんなことがあったような……。そう、あれは陽ひ射ざしの強い──夏、そうだ、夏。たかだか二、三ヶ月前なのに何と遠いことよ──プールサイド。ぼくは彼に抱きすくめられて──ああ、気づいていたのかもしれない。そのときすでにぼくは彼に捕われていたのだ──腕の中。もがくぼくを力ずくで押さえつけて、彼は……ああ、この人は……。

　ざわざわざわっ、と教室内が異様な雰囲気にどん引きしていたそのとき。

「浅あそ生うさん、浅生さんいらっしゃいますか。こっちにきてると聞いて……きゃあっ」

　ドアが開いて、中等部と思われる女子生徒が顔を見せた。途端とたん、一馬とＢの展開する妖あやしげな世界に気づいて悲鳴をあげる。「む？」と振り向いた一馬に、あわあわと戸惑いつつも、それでも何とか勇気を振り絞ってか、

[image: ]

「あ、あの。わ、わたし、美み亜あちゃんのクラスメートなんですけど」

　ぺこりと頭を下げた。おお、早くもやおい効果ありか、一ファンの心をこうも手早く取り戻すことができるとは──と一かず馬まが考えた矢先、

「み、美亜ちゃんがさっき、いきなり倒れて──いま、保健室に。お兄ちゃん、お兄ちゃんって呼んでいるから……あ、あの、すぐにきてください！」

　意外なことを耳にして、さしもの彼もＢから手を放した。その拍子にどさりと倒れた美少年が陶然とした表情を貼はりつけている事実など、彼にはもはやどうでもいいことだった。




　放ほう課か後ご、やはり一馬たちと同じく、文化祭の出し物の準備をしていた最中だったという。

　それまで特に調ちよう子しの悪そうなところはなかったのに、ふと無口になったかと思うと、いきなり床に膝ひざをついて倒れたのだ。顔は青ざめ、汗でびっしょりになっていた。揺さぶっても返事がなく、起き上がれない状態だったので、男子生徒数人がかりで保健室まで運んだらしい。

　その保健室の前までくると、入り口近くで美亜の別の友達が待っていた。

「先生は？」

「保険の先生、いらっしゃらないから──さっきまで木きの下した先生がついていたんだけど。いま、ご家族の方に電話をしに」

　木下とは美亜の担任だろう。一馬は何となく緊きん張ちようの面持ちでドアに手をかけた。さすがに今回は兄をだまくらかすための芝居とは思えない。何より、一馬はいま城主ではないのだから、彼女にはいまやそんな権けん謀ぼう術じゆつ数すうを用いる必要がないのだ。

　いままで美亜は風邪かぜひとつ引いたことがない。ベッドに伏せって唸うなっている妹の姿などにわかには想像がつかず、そのためにいっそう嫌いやな予感が高まる。一馬はごくりと息を吞のんでドアを開けた。

　凄すさまじい声が聞こえてきた。一いつ瞬しゆん、ドアを開けた一馬と、その後ろにいた二人の下級生が固まる。苦く悶もんの唸りではない。悲鳴でもない。それは、

　ぐごおおおおおお。

　んがああああああ。

　ぎりぎりぎりぎり。

「──」

　一馬は何とも言えないような顔になって、仕切りになっていたカーテンを開いた。予想どおりの光景が目の前に広がっていた。ベッドに大の字になって寝っ転がっている浅あそ生う美亜。タオルケットと毛布は丸ごと蹴けっ飛ばされて身体からだからずれており、大きく開いた口からは涎よだれがこぼれ落ちている。寝相のいいほうではないから制服のブラウスも半ばまでめくり上がり、スカートも乱れ放題に乱れていた。

　聞こえてくるのは熊くまのそれかと錯さつ覚かくを覚えるほどの壮絶ないびきばかり。

「え、ええと」

　一かず馬まを連れてきた下級生は照れ笑いを浮かべて、「んもう、美み亜あちゃんってば」などと言いながら、いそいそと美亜の姿を整ととのえてやった。それから「はい、完成」とばかりに淑しゆく女じよの寝姿となった美亜を一馬に指し示す。「おお、見事」と一馬も小さく拍手した。見た目ばかりならば確たしかに夢見る乙女おとめそのものだ。

「さ、さっき見たときは、苦しんでたんだけど……」保健室の前で待っていた女の子も顔を赤らめている。「た、大したことなかったのかな。それならそれで」

「お父さん……」

　そのとき聞こえてきた声にふと三人とも押おし黙だまった。改めて美亜のほうを見やる。

「お母さん──」

　何となく沈ちん黙もくがつづいた。当然、友達なら美亜の家庭環かん境きようも知っているだろう。

「ちょっと、いいかな」

　一馬は二人に言った。「は、はい」と頷うなずいた二人とも保健室から出ていく。その後ろ姿を見送って、スリーサイズをきっちり暗記しつつも、一馬はベッドの傍かたわらの椅い子すに腰を下ろした。

　もう一度、「お父さん、お母さん」が聞こえた。

「なかなかお兄ちゃんが出てこねーな」

　そうつぶやいた矢先、

「一馬……」

「呼び捨てかよ」

「兄貴……」

「ああ、それそれ」

「お兄ちゃん」

「まあ、許容範はん囲いだな」

「お兄さま」

「……はやめろと何度も言っとるだろうが」

「兄ィ……」

「おお、久方ぶりのボーイッシュキャラ」

　などと言っていた一馬と、美亜の目とが合った。光を帯びた目がこちらを見つめている。

「起きてたのかよ」

「突っこみが面おも白しろかったから」

　一馬は貧乏揺すりをしながらそっぽを向いた。毛布に顔の下半分を隠してこっちを見上げる美亜の目が何だか悪戯いたずらっぽい。いつもの「キャラ」でもなさそうだ。

「……んで？」

「ん？」

「もういいのか」

「ばっちり。やっぱ、寝不足だったみたい。何だかね、すんごくいい夢見てたような気がするの。とっても気持ちよかったなあ。内容はまるで覚えてないんだけどさ、何だか──うん、欲しいもの全部に取り囲まれてるみたいな──そんな感じ？」

「ふーん」

「ああ、もうひと眠りすっかなあ。またあんな夢が見れたらいいなあ」

「いいけどさ。担任が家に電話した、って言ってたから、もうすぐじじいが迎えにくるぞ。家で寝ろ、家で。大体、寝不足って、いつも何やってんだよ……って」

「「新しんちゃんをたぶらかす大作戦～」」

　と、両者仲よく声をハモらせた。美み亜あがむっと眉まゆをしかめ、一かず馬まはふふんと鼻を鳴らして勝ち誇る。

「……を考えてたってわけか」

「いいだろー、別に」

「まあ、おまえの矛ほこ先さきが別方向を向いてくれるなら構わない」

「みんなにそうされてるくせに。……あ」

　美亜がムキになって抗こう議ぎしようとしたとき、またドアが開いた。姿を見せたのは、美亜の祖父である浅あそ生う剣けん三ぞうと、ほっそりした制服姿──草くさ薙なぎみづきだ。

「あら、一馬さんもいらっしゃって……」

「おお、美亜！　無事か!?」

　剣三はベッドに横たわる孫娘をひと目見るや、近くにいた一馬を「ぶべしっ」と突き飛ばすほどの勢いで駆け寄ってきた。毛布から出た美亜の両手を握りしめる。

「ああ、こんなに瘦やせ細って……痛ましい」

「そりゃ前からだってば」

「このクソじじい！」

　鼻からどぼどぼと血を垂らすという、割と洒落しやれにならない姿になった一馬がかつての祖父に詰め寄ろうとする。剣三はにやっと笑って美亜の近くから跳とび退のいた。

「ほほう、久しぶりにやるか？　この浅生剣三、老いたりといえどもまだまだ貴様などには引けを取らぬぞ。しかし勝ち目のない戦いにあえて挑もうとするその心意気やよし。愛する孫に世間の厳きびしさと戦いの痛みを伝えるのも、年老いたものとしての義務でもあろう。たとえ心底憎まれるようなことがあろうともな。構うまい、老骨に鞭むち打うつのもおそらくこれが最後──。動いてくれ、わしの身体からだ。……さあ、一馬、わしの屍しかばねを越えていけ！」

「ひとりで盛り上がって、勝手に涙ぐんでんじゃねえっ」

「一馬さん、病人のいる部屋で大おお騒さわぎするのは──」

　みづきが静かにたしなめようとする。笑いながら一馬と剣三のやり取りを見ていた美亜がふと、怪け訝げんそうに首を傾かしげた。素早すばやくそれを見とがめた一かず馬まが、

「どうした、美み亜あ？　まだ具合が悪いのか？」

「えっ？　ううん……」美亜はまだ首をひねりながら、「さっき見た夢を、いまちょっとだけ思い出せたような気がして。何だか、みづき姐ねえも出てたような気がする」

「わたしが？」

「そりゃまた何とも恐ろし──い、いやいや、羨うらやましい夢だな」

　横目でじろっと射いすくめられたので、あわてて言葉を訂正しつつも一馬は唸うなった。夢の中でさえも生徒会長に散々怖い目に遭わされているのだろう。うーん、と眉まゆを八の字に寄せた美亜は、

「何だかね、遠くからずっと声をかけてきてくれていたような……。だから気持ちのいい夢が見られたような気もする。あれ、でも、本当にみづき姐かなあ？　似ているんだけど、凄すごくよく似てるんだけど、何だか違う人だったような……」

「何だ、そりゃ。ただ寝ぼけてんだろ」一馬はどうでもよさそうに言った。「さっさと帰れよ。今日きようくらいは作戦立ててないでとっとと寝ろ」

「うん──」

　まだ釈然としないように、それでも首を縦たてに振った美亜を尻しり目めに、一馬は保健室から出ていく足取りとなった。

「何だ、一馬。おまえまだ、この校舎に住んでおるのか。もはや城主でもないのだから、あまり兄上に迷惑をかけんと、さっさと浅あそ生う家に戻ってこい」

「兄上って……ああ、新しんちゃんか。やなこった。お兄さまのため、いついかなるときでも城主の代わりができるよう、〝城〟に詰めておくのさ」

「おお、そうか。立派な心がけだ」

「簡かん単たんに騙だまされないでよ、おじいちゃん」

　家族の会話をやや遠目にして、みづきはほんの少しだけ微笑ほほえんだまま黙だまっている。そのみづきに、

「おれももう休んでいいかな？　他ほかの生徒たちもそろそろ帰る時間帯だし」

「ええ、ご苦労さまでした。わたしどもは門が閉まるぎりぎりまで校舎の見回りをしてから帰りますので」

「あー、この時期、文化祭準備にかこつけて、学校に居残って騒さわごうとする生徒たちも多いもんねえ」

「壬み琴ことさんも武部連代表として見回りをする予定です。一馬さん、学校に住んでいるからといって、遅くまで起きて不ふ穏おんなことをなさいませんよう。壬琴さんに見つかったらただではすみませんよ」

「はーい」

　本当に怖いのはどっちかといえば壬み琴ことより生徒会長ご本人なのだが、そこは素直に返事をしてから保健室を出ていった。

　外で待っていた二人の下級生に美み亜あが無事なことを伝えてから、すっかり暗がりに包まれた廊下をひとり歩いていく。遅くまで残っていた生徒たちもそろそろ帰宅を開始した頃ころ合あいだ。かつては彼自身が頂点に立っていた校舎内を何気なく見渡す。

「くそう、本当にどうしてくれよう。このままじゃ、使い勝手のいい、ただの城主の交代要員としてずっとこき使われるだけだぞ。いっそのこと、新しんちゃんをふん縛じばって、どこかに閉じこめておくとか。っていうか、何で戻ってきやがったんだよ、あんにゃろう」

　憤ふん慨がいの鼻息を噴ふく。大体、宗主も何を考えていやがるかわかりゃしない。ひょっとしてとっくに耄もう碌ろくしてるんじゃないのかと考えながら廊下を歩いていた一かず馬まは──。

　不意に、前のめりに倒れて、そのまま意い識しきを失った。










二章「霊城、堕つるとき」













１──

　一いち分ぶの隙すきもなく固まっていた何かが、水に溶けて一気にあふれ出したような感覚があった。

　闇やみ。

　目の前に広がっていたそれが、突如、不ふ可か思し議ぎな形の手足を得て動きはじめたのだ。彼女は大声で泣きはじめた。闇はあきらかにこちらへ憎悪の念を剝むき出して、襲おそいかかってきたのである。

（くそっ！）

　幼い男の子が、彼女を庇かばうように立ちはだかった。それよりももっと幼い彼女にはどうすることもできなくて、ただ、彼がひとり、闇へと立ち向かうのを見守っていた。

　祈るように自然と手を組み合わせ、戦うその背中を見守りつづける。黒々とした瞳ひとみに湧わいた涙は止とめ処どもなく、しかしそれでも一いつ瞬しゆんたりとて守ってくれる背中を見逃すことはできなくて、精いっぱい見開いた視界の中に奮戦を留め置こうとする。

（頑張って！）

　男の子の身体からだからかすかに光が洩もれ出た。小さな手足にまとわりつかせたその光を、伸のしかかってくる闇やみめがけて懸けん命めいに振るいつづける。何度も。何度でも。

　と──、不意に光が満ちた。闇が消えたのだと知った彼女は泣くのをやめた。

　男の子が振り向いた。笑顔えがおだった。何より、彼女にはそれが嬉うれしかった。

　だからその刹せつ那な、晴れたと思われていた闇が一気に彼の頭上を覆おおい包んだときも、にわかには信じることができなかった。それがあたかも粘液状となった黒い獣けものの顎あぎとのように上下に裂けて、男の子の手足に喰くらいついた瞬しゆん間かんでさえも。

　ひいっ……と洩れかけた息吹いぶきは、そのまま喉のど奥おくで凝こり固まった。

　男の子は闇の向こう側で倒れていた。痙けい攣れんする背中がただわずかに覗のぞけるその空間をもおのが色で染めた闇が、彼女めがけてふたたび伸しかかってくる。

　もはや泣くこともできなかった。闇が彼女を引き裂いた。ふたたび元には戻らないのではないかというほどずたずたに。それは割れた鏡かがみにも似ていた。破片ひとつひとつがきらめきつつも、映し出すのは光にあらず、どこまでも広がっていく闇のこれもまた欠片かけら。暗黒の断片図がちりばめられていくのを彼女は心の目で見ながら、しかし幼いがゆえにそれを真実と悟る間もなく、ただただ、裂けていく自分をどこか遠い国の出来事のように眺めていた。

（お──）

　なおも心の底から声を届かせようとする。いまも必死で闇に抗あらがう少年に向けて。

（に……）

（おにいちゃん）

（お兄ちゃん！）

　が、帰ってきたのは少年の声ではなかった。

（おお、見たか。〝箱舟〟の方々。成功だ！　まさに我々はいま、黄泉よみと現世の鍵かぎを──女王を手中にしたぞ！）




　びくりと少女の背中が震ふるえた。

　夢の光景はどこか彼女にシンパシーを感じさせていて、覚えもないはずなのに、胸が熱あつく、そして苦しくてならなかった。

　ベッドに横たわり、目を閉じたままの少女は何度か身体を震わせると、まるで夢から逃げるように寝返りを打った。

　今度は楽しい夢を見よう──そう考えたのか、数秒もしないうち、やがて少女の顔に微笑が浮かび上がってきた。




「ん？……」

　壬み琴ことはふと頰ほおに当たる陽ひ射ざしを感じて、踏みこみかけた足を止めた。

　武道館。畳と板の間にわけられただだっ広い館内には、壬琴以外に生徒の姿はない。夜の見回りまではまだ時間があったから、みづきが迎えにくるまでもうひと汗搔かこうとひとりで空手の型をやっていた最中のことだ。当然、もう外は真っ暗なので、陽が射しこむはずもない。不ふ審しんに思って、掌てのひらでその強い光を遮りながら斜め上を見やった壬琴は──、

　突然、真夏の砂浜にいた。

「え」

　澄すみ渡った青い空。どこまでも広がる海と、同じ色に溶け合って。

　ざざあと押し寄せてきた波がサンダルを履はいた壬琴の足を濡ぬらし、そしてまた引いていく。

「え、え？」

　武道館以上に広いその砂浜にぽつんと立ち尽くした壬琴は、いつの間にやら空手着から水みず色いろのシャツワンピースに着替えていた。おまけにノースリーブだ。肩と腕辺りの筋肉が目立つので普段ふだんは着ないのだが、いざ着てみると長身にも似合って悪くない……って。

「え、え、えええええええええ？」

　いま、まるでテレビでも観みてるみたいに外から自分の姿を眺めていた気がする。おかしい。というかおかしいどころではない。何だこれは!?

「はっはっはっは」

　遠くから笑い声が聞こえてきて、びくっと壬琴の肩が波打った。聞き覚えのある声だ。おまけに近づいてくる。

「はっはっはっは」

　そろりと振り向いてみると、間抜け面づらがこっちに走り寄ってくるところだった。砂浜を駆ける彼の足元では、なぜかスローモーションのように、水しぶきがゆっくりときらめきを放ちながら砕け散っていく。

　うげっ──と壬琴は顎あごを落としそうになった。さわやかなつもりで浮かべているらしい笑みのあのスケベったらしいこと。顎のついでに腰をも落とす。拳こぶしで迎え撃うってやろうとしたのだ。が、

「あははははは」

　壬琴の口を衝ついて出てきたのは何とこちらも能天気そうな笑い声だった。自分で自分にぎょっとしたのも束つかの間ま、さらに彼女は、

「あんたなんかに捕まらないわよ！」

　と言うや否や、砂浜を蹴けって駆け出していた。

「待て～」

「捕まえてごらんなさーい」

　ははは、あははは、と笑いながら陽光きらめく海辺をバックに走っていく若い男女。嗚呼ああ、青春。

　距きよ離りはぐんぐん縮ちぢまり、やがて男の手が壬み琴ことの肩に触れた。おかしい、あたしがあいつに駆けっこで負けるはずは、と思う間もなく、勢いで前のめりに倒れこむ。下は砂地だから別に痛くはないが、むかっ腹の立った壬琴は振り向いて殴りかかろうとした。が、男も同じく倒れこんできていたので、ぎょっとなる。

「ふふふ」

「うふふ」

　なぜか微笑を交わしてしまう。が、ふと互いの笑みが近い距離で瞳ひとみに揺れているのに気づいて、いきなり真顔になる。男の手がそっと壬琴の髪に触れた。

　──な、ななな、何？

　泡を喰くう壬琴本人の意思とは裏腹に、奇妙に真しん摯しな顔をした彼女は、男の目をじっと見上げている。薄うすい布地を盛り上げる壬琴の胸元。定期的な息遣いが不意に乱れる。

「壬琴──」

　囁ささやく男の声も熱ねつっぽく。どこか怒ったような、それでいて悲しいような、おかしな顔つきになった男を、壬琴は自らも伸ばした掌てのひらで撫なでてやった。わかっているわ、というふうに。目の前のこの男がいまは愛いとおしくてならなかった。
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「壬み琴こと」

　もう一度囁ささやいた男の顔が落ちてくる。ゆっくりと。壬琴の目も同じくゆっくりと閉じられて……。

「う、うわあああ！」

　壬琴のあげた悲鳴が、夏の世界を打うち壊こわした。陽ひ射ざしは現れたときと同様突然に遠ざかり、火ほ照てった頰ほおを風が冷やしていく。暗がりに舞まい戻った壬琴は、息を荒々しく弾ませていた。身にまとっているのは空手着で、ぺたりと座りこんでいる場所はもちろん武道館。

「ゆ、夢？……」

　頰や首筋に搔かいた汗をほとんど無む意い識しきに拭ぬぐいながらつぶやく。確たしかに夢としか考えられなかったが、しかし、いつ眠りこんでしまったのだろう？　というより、一体全体、なぜあんな夢を？　どこか惚ほうけたように座りこんでいた壬琴は、そのとき肌に刺すような違和感を覚えて顔つきを改めた。

　奇妙だ。

　いまの夢もそうだが、武道館のみならず、どこか学園全体に漂う空気がおかしい。

　──また、か？

　壬琴はかつて学園を〝歪ゆがみ〟が覆おおい尽くしたときのことを思い出していた。そのときの感覚に酷似している。

　が、〝城〟に戻ったばかりの天あま津つ学がく園えん──それも、次期宗主候補としては三番目に挙げられる八や咫た新しん之の助すけが城主になったばかりだというのに、こうもたやすく外げ法ほうの罠わなが襲おそおうとは？

　考えても仕方がない。壬琴は汗と疲労で若干重くなった腰を、それでも勢いよく立ち上げた。




　──あれ？……

　少女は夢の終わりが訪れたことを知って、やや驚おどろいた。面おも白しろかったのに、自力で脱出してしまったのだ。

　夢の終わりということは、眠りの終わり。そろそろお目覚めの時間だろうか？　とても気持ちがいいから、できるならずっとこうしていたい。が、さすがに永遠に眠りつづけるわけにもいくまい。学校にいかなきゃいけないし、友達とも約束がある。

「いいのよ」

　と、誰だれかが囁いた。少女はそれがよく知っている、二つ上の先せん輩ぱいの声に聞こえた。

「いいのよ、まだ起きなくて。だって、欲しいものはみんなそこにあるでしょ？──」

　欲しいもの？　何のことだろう。あたしは充分欲しいものを持っている。別に、このまま眠っていなくたって、起きればそこだって素敵すてきな世界のはず。

「そう？　だったら、少しだけ、他人じゃなくて自分の夢に目を向けてごらんなさい。あなたのすべてがあるはずよ」

「……あたしのすべて？　何を言っているの？」

「この子ったら、寝ぼけちゃって。あなたこそ何を言ってるの？」

　いきなり相手の声が変わって、少女は驚おどろいた。ふと目を開けてみると、こちらを上から覗のぞきこんでいる顔が間近にあった。一いつ瞬しゆん、少女はそれが誰だれだかわからなかった。見み慣なれない顔だったからだが、同時になぜだか、とてもよく知っている誰かのような気もした。目をしぱしぱ瞬まばたきさせていると、にっこりその女性が笑う。笑い方が自分そっくりだと少女は思った。

「あら、なーに？　そのお顔。ママの顔を忘れちゃった？」

「ママって柄がらかよ」

　別の声が遠くのほうから聞こえてきた。からかうようなその声の方向を、きっと向いた女性は、

「うるさいな。少なくともそうなろうと努力してるあたしが責められる覚えはないわね。あんたもちょっとは父親らしくしたら？」

「おー、こわ」

　作さ務む衣え姿の男が近づいてくる。坊主頭の精せい悍かんな若者だ。屈かがみこんできたかと思うと、そのままひょいと少女の身体からだを軽々担ぎ上げてしまった。驚いたのも一瞬、何だかとても幸せな気持ちになって少女はきゃっきゃっと笑った。

「うん、天使の笑顔えがおだな。美み貴きとは違う」

「何か言いまして、あ・な・た？」

　女性が笑みを浮かべつつ、鋭するどい一いち瞥べつを男に寄こす。どこか勝気そうな顔をした、美しい女性だ。

「それ、それ。ったく、おれはすっかりおまえの表の顔に騙だまされちまったんだよな。見合いの席では淑しゆく女じよでござい、ってな顔してさ。いつもの癖くせでつい下ネタ飛ばしたら、意味わかんない、ってなきょとんとした顔しやがって」

「あのときはぶん殴ってやろうかと思ったわね。何で初対面の、しかも見合いの席であんたのシモがどれほど立派かなんて聞かされなくちゃいけないのよ。緊きん張ちようしてたんじゃないの？　それこそ柄にもなく」

「女ってな怖いねえ」坊主頭は少女に顔を近づけてこっそり舌を出してみせた。「いくつもの顔を自然と使いこなしやがる。おまえはああなるんじゃないぞ。おれがこの手で立派な淑女にしてやるからな」

「うん」

　少女は頷うなずきながらも、男の肩越しに女性と目配せし合って、くすくす笑っていた。母と娘といえどやはり女と女、わかり合えるのは早い。いろいろ強いことを言っているが、きっと見合いの席で相手にひと目め惚ぼれしたのは母のほうなのだろう。だからこそ顔を取とり繕つくろってでも気に入られようとしたのだ。それに、いまの父と母のやり取りを見ればわかるように、決して父だってそんな母の気性をまったく知らなかったはずもない──と少女は思う。

「お昼寝の時間は終わりなの、美み亜あ？　じゃ、お母さんと買い物にいく？」

「待て待て。美亜はおれといっしょに碁ごを指す時間だ。女同士のつき合いは昨日きのうやったろ」

「碁なんて、美亜は嫌いやがってるじゃないの。お義父とうさん──剣けん三ぞうさんとこいって指してきたら？　いつも相手が欲しくてうずうずしてらっしゃるみたいだから」

「親父おやじが欲しい相手は碁だけじゃなくって、剣やら柔道やらエロ本談だん義ぎやら……とにかく色々あって、そのひとつにでもつき合っちまうと、あとの全部もやらされる羽目になるんだよ」

「どれも嫌いじゃないでしょ。さ、いってらっしゃい。じゃ、美亜はあたしとお買い物いこっか」

「うん！」

　陽ひだまりの中。今日きようはおそらく、休日なのだろう。季節は春くらい。少女──浅あそ生う美亜は四、五歳くらいだろうか。

　確たしかに欲しいものはここにあった。

　決して、現実にはあり得るはずもない光景。現実では求めようにももう過ぎ去ってしまった人たち。そして時間。いま、『ここ』でしか味わえないもの。たとえ夢であろうとも。

　──ああ……。

　美亜は涙ぐんでいた。あまりに幸せすぎるから。そして、あまりに悲しすぎるから。

　いまが何より楽しく、穏おだやかであるからこそ、目覚めたときが怖い。欲しいものがない現実に舞まい戻るのが怖い。一度味わってしまったから。そう──、

　失ってしまうから。

　美亜には両親の記き憶おくがまるでない。両親ともに自分が生まれてすぐ、事故で亡くなったためだ。だから、物心ついたときには祖父と兄の二人だけが家族だったし、それで寂しい思いをしたこともなかった。友達や同年代の子たちが親の話をしたり、家族連れを街中で見かけたりしたときなど、それは羨うらやむこともあった。だが、いままでだってそうだったから、これからだってそうであるというだけの話だった。

　だが、いまは……もう、違う。たとえ夢であれ、たとえ妄想であれ、もう味わってしまった。もう父と母に出会ってしまった。同じ時間を過ごしてしまった。陽だまりの中で微笑を浮かべ合った。あたたかい何かに包まれる思いがした。

　失いたくない。もう二度と。

　手放したくない。ずっとここにいたい。

　だが、美亜は痛いほどにわかっていた。これはただの夢。目覚めればそれで終わり。現実に帰ってしまう。かつては楽しかったはずのその場所はいまや、美亜にとっては何よりもつらい世界。

　だからせめて──と、美み亜あは念じた。

　せめてもう少し眠っていよう。あとどれほどの時間がいまの眠りに許されているかもわからないから、せめてあと少しくらいは夢に浸っていよう。欲しいものすべてに囲まれて笑っていよう。

　──あれ、そういえば？

　美亜はふと、母に小さな手を引かれながら考えた。『彼』はどうしただろう？

　眠りの中にいると決めた以上、美亜にとって他人の夢を覗のぞき見るという行為はたやすかった。いままでそれができなかったのがむしろ不ふ思し議ぎなくらいで、夢と夢というのはつながっていて、行き来が自由にできるものらしい。美亜は少なくともそう教えられていた。あの不思議な女の人の声に。

　──そうだ。じゃあ、いっしょに……。

　美亜は自分の思いつきにもっと幸せな気分を味わった。おそらく『彼』も夢の中だろうし、どうせなら自分の夢に引きこんでやろうと思ったのだ。そうすれば、全員いっしょだ。

　美亜はふっといま見ている夢から離はなれて、『彼』を探しに出かけた。もやもやとした虹にじ色いろの波間の向こう、すぐに目当ての人物が見えてきた。どんな夢を見ているかわからないが、何やら楽しそうな顔をしている。

「あに……」

　兄貴、と呼びかけて、美亜はいったん口を閉じた。いまのあたしは五歳くらいのかわいいかわいい女の子。そこはやっぱり、

「おにーちゃん！」

　とびっきりに甘えた声で。

　そして返事は、

「うわはははははは」

　だった。

　おにーちゃんは裸の女の人に囲まれてでれでれしていた。それがおにーちゃんの夢なのだ。ふさわしいといえばふさわしいし、そのまんまといえばそのまんま。

　ちょっとは期待を裏切れよ、とどこかでか冷静に突っこみながらも、しかしこみ上げてくる憎悪の感情ばかりは隠しきれずにいた。







２──

「あいだっ！」

　横よこっ面つらを痛打された気がして、一かず馬まは目を覚ました。

　何が何やらわからないままにその頰ほおを手でさする。反対側の頰には冷たい感触が押し当てられていた。どうやら、廊下の上に横たわっていたらしい。

「あん？」

　一かず馬まはぐすっと鼻を鳴らして起き上がった。きょときょとと暗がりに包まれた校舎内を見渡す。さっきまで普通に廊下を歩いていたはずなのに、急に倒れこんで眠りについたらしい。

　まだどこかさっき見ていた夢の心地ここちを引きずりながらも、一馬は妙な気配けはいが辺りを押し包んでいるような気がした。と、

「一馬！」

　廊下の向こうから威勢のいい声と足音とが伝わってきた。壬み琴ことが息せき切って駆け寄ってくる。近くにくるまでじっと見ていた一馬は思わず、

「ばいん、ばいん、ばいん」

「おまえ、無事だっ……あ？　何だそりゃ」

「擬ぎ音おん。おまえの胸が上下に弾ん……おごっ」

「無事で何よりだな。この前みたいに別人……というか、別犬が宿っているわけでもなさそうだ」壬琴は振り下ろした拳こぶしを収めながら一馬をにらみつける。「おまえ、いままで寝ていたろ？」

「し、失敬な。誰だれが廊下の上でなんて寝るもんか。こう見えても躾しつけはいいほうなのであります」

「いいんだよ。あたしもそうだったんだから──というより、学校中がそうなってるんだ。こい！」

　一馬に抗弁の間も与えず、壬琴は彼の手を引いて強引に走りはじめた。あまりの勢いに一馬の足がちょっと浮きかける。「わああ」と悲鳴をあげかけたその矢先、また突然に壬琴は足を止めた。

「あれを見ろ」

　慣かん性せいの法則にしたがって壬琴の腕に振り回されるような格好になった一馬は、「あれ」とやらを見るどころでもなかったが、

「うげっ!?」

　すぐに脳を揺さぶるような悪お寒かんに気づいて口元を覆おおった。異様な光景が飛びこんできたのはその直後だ。

　校舎一階の廊下だった。見み慣なれているはずの光景がしかし、揺れている。あたかも海底に没した遺跡の中であるかのように、青く、黒い色に沈んだ廊下がゆらゆらと波打っているのだ。

　一いつ瞬しゆんにして声を失った一馬は、しかしさらに戦せん慄りつを搔かき立てられるものを目まの当あたりにした。蒼そう茫ぼうとしたその波間の向こう、ひとりの男子生徒が倒れている。横を向いたその生徒の口から、これも水の中のイメージを増長させるみたいに、あぶくのようなものが洩もれ出ていた。

　小さく、そして時に大きく口からこぼれ出たあぶくは、見る間に奇怪な形に変じていく。

「何だ？──」

　目を凝こらそうとした一かず馬まのすぐ近くで、

「しっ。黙だまって見てろ」

　壬み琴ことが囁ささやいた。が、言われるまでもなく、一馬はすぐにまた男子生徒に起こった異変に注意を奪われていた。あぶくから生じたそれぞれの形が男子生徒を取り巻くや、そこに校舎とは別の風景を現出させていたのだ。

　無む機き質しつな校舎内には似つかわしくない緑の色がまず揺れた。草が生はえ、木が乱立し、上の方では青い空が生まれ出いでる。まるで、男子生徒を中心とした半径一メートルの世界だけが校舎から切り取られて別次元にすり替えられたかのように、そこだけが森の一角と化したのだ。

　男子生徒が起き上がった。その姿までもが変わっていた。天あま津つ学がく園えんの制服ではなく、銀ぎん色いろの甲かつ冑ちゆうのようなものを全身に着こんでいる。それも妙にごてごてとした、アニメやゲームの世界に出てきそうな、ど派は手でなものだ。

「待て！」

　と壬琴が叫んだのは、一馬が呆ぼう然ぜんとしたままそちらのほうに歩き出そうとしていたからだ。彼の肩に指を喰くいこませながら、

「あたしもさっき、別の奴やつが同じようになっているのを見て、助けようとしたんだ。だけど、近づいただけでそっちに吸いこまれそうになったんで、あわてて迦カ具グ土ヅチの翼つばさを使って逃げた。引きこまれたら二度と引き返せない気がしたんだ！」

　一馬は喉のど仏ぼとけを上下させた。いま数歩近づいただけで、壬琴の言わんとしていることが実感として理解できる気がしたからだ。何が何やらわかるはずもないが、しかし──本能として訴える部分があるのだろう。いまや新たなあぶくから生じた、ゼリー状の奇怪な生物と剣を振るって戦っている彼の姿が何よりあまりに異質すぎて、また、近づけば、自分たちもまたあのおかしな世界に引きずりこまれるような気がしたのだ。しばし惚ほうけたようにそれを見守っていた一馬は、一回咳せき払ばらいしたあと、

「おかしな特技だな」とつぶやいた。「スライムと戦っているってことは、エンディングまではほど遠そうだ。最近のゲームはクリアまでに五〇時間くらいかかっちまうからなあ」

　はっはっは、と笑う。壬琴の目に険悪そうな光が浮かんだ。

「言いたいことはそれだけか」

「待てよ、待てって。ええと、ちょっと考えさせろ。……さっき、他ほかの奴って言ったか？　別のところでも、ああやってスライムと戦ってる奴がいるってことか？」

「スライム？　ああ、いや、他の奴はまた違う。武道館からここまでの間、三人ほど見たんだけど、校門のすぐ近くで泡を吐いてた女の子は、その泡がケーキやらお菓子やらに変わって、ずうっとそれを食べてたし──自分の口から吐いたものをだぞ──、二階の渡り廊下で倒れていた先生は……その、女子生徒みたいな姿になった泡を抱きしめていた」

　そう説明を受けた一かず馬まは自分の両手をじっと見下ろしていた。そういえば、さっきまで見ていた夢の中で抱きしめた女子生徒の感触が、まざまざと腕に残っている。

「……おまえ、さっき、自分も寝てたって言ってたっけ？」

「ああ」同じことを考えていたのか、壬み琴ことはどこか探るような目を一馬に当てたまま頷うなずいた。「いつ眠りについたんだかもわからないまま、おかしな夢まで見て」

「夢。夢か」

　一馬は剣を振るいつづける男子生徒の様よう子すを見守っていた。それから、

「夢が形になっている……なんて、ロマンチックなこと言ったら、笑うか？」

「あたしも言ったら笑われると思ってたよ」

　壬琴と一馬はしばし見つめ合った。唐突に覚えた肌寒さは気温のせいじゃない。お互い、その寒さを確たしかめ合うかのような間があったが、

「くそっ、また外げ法ほうか何かってわけか。よし！」

　一馬は意を決したように力強く拳こぶしを握った。もと城主にふさわしいその男の顔に釣りこまれたように壬琴が訊きく。

「ど、どうする？」

「ウム。おれじゃわからん。みづきさんとこいこう！」

　きっぱりと、割と二枚目チックな真顔で。頭を抱えそうになった壬琴だが、

「──って当たり前の結論だぞ、これが。普通そうしない？　何でおれんとこ真っ先にきたの？　大体、みづきさんなら生徒会室だろうし、そっちのほうが居場所もわかって、簡かん単たんなはずだけど」

　そう言われて、自分でもびっくりしたように目を剝むいた。意い識しきもしないままに頰ほおを熱あつくしていく。

「ほほう」

　顎あごをさすってにやりと笑った一馬は、次の瞬しゆん間かん、廊下の壁かべにひびを散らしながらめりこんだ。

「な、何言ってやがる！」

　握りしめた拳をわなわなと震ふるわせて壬琴が怒ど鳴なる。

「な、何って──ほほう、って、言った、だけじゃ、ないですかあ」

　一馬はコンクリートの破片をぱらぱら落としながら起き上がった。こういう場面ではお約束的に彼は不死身だ。が、死ぬほどの痛みを味わったのは事実なので、さしもの彼もこれ以上のダメージを自ら背負いこむのは避けた。

「と、ともかく生徒会室にいこう。みづきさんなら何か知ってるだろうし、そうでなくとも」

「城主さまがいる、か。よし、急ぐぞ！」

　一馬の立場を慮おもんぱかってか、それとも単に急ぎたかっただけか、彼の言こと葉ば尻じりを継ぐと、壬琴は早速駆け出していた。今度もまた一かず馬まの手首をがっしり握ってる。「うわあああ」とふたたび彼の声が廊下内に尾を引いて、そして消えていった。




　不自然に揺らめいているのは、人がいる場所だけだった。

　逆に言えば、生徒や教師が倒れている場所は例外なく周囲一メートル程度の範はん囲いを暗い色に支配されており、彼らの吐き出すあぶくによって様々な光景をその中に生み出していた。

　ある女子生徒は海外の映画スターと腕を組んで凱がい旋せん門もんの下をくぐり抜けていて、とある男子生徒はキックボクシングの世界チャンピオンと果か敢かんに戦っていた。

「いろんな夢があるもんだな」

「あんまりじろじろ見るな、失礼だろ」

　すでに壬み琴ことの腕に引っぱられるのに慣なれた一馬は、地上数センチの位置を滑空しながら学校内を見物している。

「おお、弓ゆみ子こはファッションデザイナーが夢か。梓あずさは別にいつもと変わらないな。うん？　ああ、いつもより妙に胸を張って歩いてるなと思ったら、そういうことか。やっぱり薄うすっぺらい身体からだつきを気にしてたのかねえ？　あれはあれでいいものだと思うがなあ……っと、あっはっは！　見ろ、壬琴。Ｃの野郎、硬派な空手部員を気取ってやがるくせして、ロリコンだぞ！　おお？　地学の菊きく地ち先生、ベッドの上で縛しばられてやがる、男のくせに、おええええ」

「おまえって奴やつは、多た分ぶんどんなところでも生きていけるんだろうなあ」

　放っとけばそのうち「おい、売店でポップコーンを買ってこよう」と言い出しかねない一馬に心底あきれて壬琴はつぶやいた。どう考えてもこの異常な光景を、映画か何かを観かん賞しようするかのように楽しんでいる。確たしかに、以前の〝歪ゆがみ〟騒さわぎと違って、倒れている生徒たちに命の別状はなさそうだが、しかし、事態の真相がつかめない以上、それだっていつまで保もつものなのかは判断のしようもない。いまのところ、動けているのはここにいる二人だけのようだし──。と、壬琴はふと疑問に思った。

「しかし、多分おまえもああいう『夢』の中にいたろうに、よく脱出できたな。おまえはそれこそ欲望と妄想の塊だから、何でも思うがままの世界にいたなら、そこに一生入りびたりになっちまうはずなのに」

「はずなのに、って断言すんなよ」

　答えながらも、「あ、もうちょっと腕上げて」と一馬はリクエストした。階段に差しかかったので、滑空している最中、何度か頭をぶつけたのだ。

「いや、おれだってああいう夢ならずっと見てたかったけどさ。何か、いきなり誰だれかに横よこっ面つら殴られたような気がして……」

「へえ？」

「そういうおまえは？」

「え!?」

　いきなりすっとんきょうな声が返ってきたので、一かず馬まのほうがびっくりした。

「な、何かいたか!?　鬼でも出てきたか、なら逃げよう、いますぐ逃げよう、さっさと逃げよう！」

「い……いや、そうじゃない。ホラ、生徒会室が見えてきたぞ」

　階段を上り終えて、壬み琴ことはラストスパートに入った。最上階に位置するここはまだ不自然な暗さには没していない。窓の外には、当然あるべき普通の暗がりが広がっているのみだ。

「何だよ、ごまかすな。どんな夢見てたんだよう」

「う、うるさい。ほら、いつまで人の手にぶら下がってるんだ！」

　一馬を乱らん暴ぼうに振るい落とすと、壬琴は生徒会室のドアを開けた。「みづき姐ねえ！」と叫んだまま、なぜか動かなくなったその背中の後ろに、やや遅れて一馬が並ぶ。

「何だよ、早く中に入れ。みづきさん、いたのか？」

「──」

　壬琴はまだ動こうとしなかった。中途半端にドアを開けたままなので、一馬の位置からでは彼女の長身が邪じや魔まになって、中がよく見えない。

「お、おい、まさか」

　一馬は不安に襲おそわれて、顔色を青くした。よもや彼女までもが、このおかしな事態に巻きこまれて!?

　固まってしまった壬琴を押おし退のけるようにして生徒会室に飛びこむ。

「みづき！」放たれた叫び声が、ほんの少しだけ中座された。「…………さん？」

「いらっしゃる頃ころだと思ってましたわ」

　長テーブルの上に腰かけていた彼女が言う。ひょいと床の上へと飛び降りた彼女は、なびいた長い髪で宙を撫なでつつ、

「本当は、みんなを捜しにいきたかったのですけれど。異変を察したあなたたちならきっとここへくるだろうから、行き違いになったらいけないと思いまして。予想どおりでした。さあ、いきましょう！」

　てくてくと歩いてきた彼女は、元気よく二人に声をかけた。一馬と壬琴がじっと見下ろすその先、彼女はふと不ふ審しんそうな眼まな差ざしを二人に返す。くりくりとアーモンド型をした、あどけない瞳ひとみだった。

「どうなさいました？」

「どうって……あの」壬琴がぎくしゃくと口を開いた。「ええっと。あの、生徒会長、知らないかな？　ここにいるはずだと思ったんだけど」

　ほんの少し屈かがみこんで、彼女と目め線せんを合わせる。「壬琴」と、妙に固い口く調ちようで一馬がその肩を叩たたいたが、壬琴はとりあえず無視して、

「きみは平気なんだね。小さいのに偉いぞ。だけど、何があるかわからないから、とりあえずここでじっとしていてね。あたしたちで何が起こっているか調しらべてみるから、怖いだろうけれど安心して」

「壬み琴こと」

「とりあえずみづき姐ねえを捜さなきゃ。城主もどこにいるんだかわからないし。きみ、どこか心当たりはない？」

「壬琴」

「やっぱ、地下の聖堂に向かったかな。だったら隣となりの瞑めい想そう室しつから通じてるはずだから、そっちからいけるか。いや、待てよ。八や咫た新しん之の助すけが城主になってからは、一かず馬まは通れない……って、何だよ、一馬、さっきからうるさいな」

「みづきさん」

「はっ？　だから、いまから捜そうって」

「彼女──みづきさん」

　何言ってんだ、という顔になった壬琴は、一馬が呆ぼう然ぜんと指差す先をとりあえず見てみた。何のことはない、さっきからこっちをじっと見上げている初等部くらいの女の子だ。彼女がみづき姐だとでも言いたいのか。相変わらずつまらないセンスだ。まったく、この非常事態をどう捉とらえて……。

　はっと壬琴は息を吞のんだ。少女の姿が不意に揺らめいた気がしたからだ。まるで水面に映し出された影かげのように。

「壬琴ちゃん？」

　その少女が口を開いた。「は、はい」となぜかかしこまった壬琴に、

「さっきから何をおっしゃってるの？」

　腰に手を当て、何だかおませな口く調ちようでそう言った少女の顔を、改めてじっと眺めてみる。長い黒髪、おでこをちょっと出して、サイドを顎あごの辺りで切きり揃そろえたその髪型。やや丸みを帯びてはいるが黒目がちの瞳ひとみは確たしかにある人物を連想させて。

「わたしが草くさ薙なぎみづきよ。他ほかに誰だれがいて？」

　少女が言い放った瞬しゆん間かん、その少女の容よう貌ぼうと、壬琴の記き憶おくにある幼い頃ころの草薙みづきとの容貌とが脳裏でぴったり重なり合った。

「え、えええええ!?」

　草薙みづき──と思われるその少女は、壬琴の叫びを前に、「む？」と首を傾かしげる。一馬も壬琴も、それから長い間、口を利くことができずにいた。
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「さあ、いきましょう！」

　元気よく先を歩くみづき──と思われる少女に先せん導どうされて、二人はふたたび廊下へと出た。

「外げ法ほうの臭においがぷんぷんします。このわたしの鼻から逃れられるわけがありません。さあ、一刻も早く、敵の本拠地へと！」

　ずんずん歩いていくのはいいのだが、いかんせん、歩幅が狭いので、ともすればすぐに壬み琴ことと一かず馬まに追い抜かれそうになるので、そのたびに前傾姿勢になって「むむむ」と手足を勢いよく振っては、必死に二人の前を歩こうとする。そんな少女の様よう子すを眺めつつ、

「かわいいなあ、みっちゃん」

　一馬がこっそり小声で囁ささやくのを、

「……あっさり受け止めるなよ」げっそりした顔つきになった壬琴が怒る。「何なんだよ。本当にあの娘こが、みづき姐ねえだっていうのか？」

「他ほかに考えられないだろ。見ろよ」

　一馬に目め線せんで促されたその先で、少女の後ろ姿がかすかに揺らめいている。校舎のいたるところで世界を切り取っていた生徒たちと同様に。
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「じゃ、じゃあ、あれ、みづき姐ねえの『夢』ってこと？」

「そうだろうな。他ほかの生徒たちはあの『夢』だか何だかに捕らわれているときはその場を動けないみたいだけど、さすがはみづきさん、目が覚めないままでも『夢』のまま動けている、ってわけだ」

「得とく々とくと語るなよ。な、何か性格まで変わってるみたいだけど？」

「それは──うん」

　ふと一かず馬まは言葉を濁にごした。なぜか少しだけ表情も暗くなる。が、すぐににかっと笑って、

「夢なんだからさ、細かいところはどうでもいいんじゃないの？　おまえだって夢見てるときって、別におまえ自身のままじゃないだろ」

「そ、それはまあ」

　今度は壬み琴ことの口く調ちようが重くなる。さっき見た、自分自身の『夢』を思い出したからだろう。あまりに自分の性格と違ったから、自己嫌悪のあまりにそれを振り払ったとは言い出せない。

「七、八歳くらいの設定なんだろうけど、何か、ちょっとなつきに似てるよな」

「あ、ああ。でもあの二人、血はつながっていないんじゃなかったか？」

「うーん。いまのなつきが、かつてのみづきさんの真似まねをして髪型とかを近づけようとしてるのか、それともいまのなつきのイメージがみづきさん自身の『夢』に投とう影えいされているのか、ってところかな」

「だから何で専門家ぶってるんだよ」

「わからないことがあるなら何でも訊ききたまへ」

「じゃ、あれ、何だろ？」

　壬琴が指差したのはみっちゃんの後ろ姿のとある一部分だ。高等部のものをそのまんま小さくしたような制服のポケットがぽっこり膨ふくらんでいる。何か入れているようだ。

「あれもイメージでつくり出したものかな」

「いや、あんな不都合に持ってたりしないだろ。制服だってイメージでそのまんま小さくなってるんだから、何か大事なものをつくり出したんならそれだって便利に収納できてるはずじゃないか？　だから、あれは生徒会室から持ち出してきた実際の物品じゃないかと推測されるが」

「ほほう、一応はもっともらしいな。じゃあね、次は……」

「仲がいいんですのね、かずくん、壬琴ちゃん」

　いきなり振り向いたみづき──だろう少女が言った。壬琴は思わず、近い距きよ離りにあった一馬の顔を向こうへ押しやりながら、

「そ、そうでもないけど」

「でもいまは状況が状況ですからね。あんまりいちゃいちゃしちゃ、めっ、ですよ」

「そのう──その状況とやらが、よくわからないんだけど」

　一かず馬まが教師に教えを乞こう生徒みたいに手を挙げて言う。みづきは「むっ」と顔をしかめた。

「駄だ目めですね、かずくん。いまはとても危険な状況なの。学園内の〝定義〟が薄うすれつつあるのですよ」

「〝定義〟が？」

「そう。倒れた生徒たちはいま、多た分ぶん自分の好きな『夢』を見てると思っている。だけどそれが普通の『夢』なんかじゃないのはわかるでしょう？　あれは自分の理想どおりに〝定義〟をねじ曲げ、自分を含めたほんのわずかな世界をまったくの別世界にしているんです。ほんのわずかといっても、それが〝定義〟を狂わせていることには変わりない。一族の敷しいた結界内で、一族が何より守ろうとしている〝定義〟を自らの手で壊こわしている。これが何を意味するかおわかり？」

「ええ、っと」

　一馬と壬み琴ことは顔を見合わせていた。異常とはいえ、それほど危険視していなかった事態がにわかに恐るべきものへと変へん貌ぼうを遂げた。……といっても、幼い女の子の口から語られていたのではあまり現実味がないのだが。

「世界の破滅ですよ」みづきはあっさり言った。「この世は一族がかつて定めた〝定義〟があるからこそ、この世であることができる。それがねじ曲げられたのでは──そう、いまのように多数の人間がおのが理想と欲望のままに世界を改変したのならば──世界は世界であることができなくなる。維持できなくなる」

　見合わせたままの一馬と壬琴の顔に、何とも言いようのない表情が等しく浮かんだ。みづきは淡々と語りつづける。

「そして、生と死の〝定義〟さえ崩れ去ってしまったそのときこそ、我々は生命の意味さえ失って、この世をこの世たらしめるために、我々がかつて外へと追いやった別の〝定義〟たち、すなわち、黄泉よみが降り立ち、世界はは、はは、はめ……はっくしょん！」

　いきなりくしゃみをしたみづきに驚おどろいて、二人が足を止める。

「だ、大丈夫？」

「平気です。段々黄泉の臭においが濃こくなってきたから。お二人とも、油断なさらぬよう！　とても強い外げ法ほうの力が渦巻いています」

「やっぱり外法か。しっかし、いつもいっつも、何でこっちの先回りして陰いん謀ぼうしかけてやがるかね？」一馬が舌打ちした。「大体、この前、十と拳つか組ぐみに外法しかけてやがった連中の正体もわかってねえ。一族は何やってんだ？　こんな調ちよう子しで次々と外法絡みの事件が起こるようじゃ、本当に世界は終わっちまうぞ」

「わたしたちも一族の一員ですよ、かずくん」みづきはしかつめらしく言った。「他人の顔をして批判しても何にもなりません。わたしたちは自分たちにできる限りのことを一いつ生しよう懸けん命めいにやるだけです」

　いつもなら一かず馬まは素直に「はーい」と頷うなずく場面だ。が、いまのみづきは子供の姿なので、年上の生徒会長に諭さとされている、というよりも、小さな女の子が知ったふうな口を利いているようにも見える。そうなると、多少は、生意気な、という気持ちだって首をもたげてくる。

「ふうん」

　一馬がにやっとして相あい槌づちを打つ。その表情と声こわ音ねに何を感じたか、壬み琴ことがぎょっとしたように彼を横目で見た。一馬はニヤニヤしながら、

「でもさあ、しょうがないんじゃないの。おれたち、何も知らされてないんだし。いつも事件の真相はわからないまま、それでもおまえたちは少しも疑問に思わず、ただ命を懸かけて戦え、なんて言われてもね。戦う人間には大たい儀ぎってものがいるんだよ、大儀が」

「ですから、世界を守るということ、それこそが──」

「世界だって！」一馬は大声でみづきの言葉を遮った。「そんなの、普通の高校生に実感として持て、ったって、無茶むちやな話だよ。命を懸ける理由にはならないね」

「普通の人ですって。かずくん、まだ自覚がないのね。一族として生まれついた以上、わたしたちには生まれたそのときから背負っている使命があるのですよ！」

　小さなみづきは顔を赤くして言い返す。一馬はにやけたまま、

「だからあ、それが実感として持てるはずもないだろ、って話。命を懸けてほしいなら、それ相応のドラマがいるわけよ。みっちゃんはどうなのかなあ？　口でどうこう言ったって、いざとなったらわからないよ？　世界のため、なんて曖あい昧まいな理由でどれだけ真剣にできるものやら」

「わたしにはできます！　かずくんなんかといっしょにしないで！」

　何も一馬に悪意があるわけではない。いや、ある意味悪意だらけなのだが、ちっちゃなみづきとの口こう論ろんが楽しいだけなのだ。いつもなら絶対に言えそうにない言葉もすらすらと口にできてしまうので、それが心地いいということもある。だから、一馬にしてみれば、「好きな女の子をついつい虐いじめてしまう」的な、いわば小学生っぽいやり取りを楽しんでいたわけだが、

「へえ、ふうん、ほおお？　みっちゃんは偉いんだねえ。みんなそうだといいねえ。でもそうじゃないんだよねえ。だからおれにわかりやすく説明してくれないかなあ。どうやったらみっちゃんみたいになれるの？　馬ば鹿かなおれにもわかるように、一語一句丁てい寧ねいに説明してほしいなあ。できるでしょ？　覚悟があるんだから」

　みづきは口を思いっきりへの字に曲げ、「むううう」と唸うなりながら一馬をにらみ上げている。どだい、一馬の言っていることなど無茶むちや苦茶くちやなのだが、いちいち生き真面目まじめに受け取っては、いちいち怒っているみっちゃんのリアクションが楽しくて、一馬ははやし立てるように踊った。

「さあ、教えておくれ。ほれ、あ、ほれ、あ、ほれほれほれほれ、ほーれ、ほおおおおおお………………………………あ」

　一馬は不意に口ごもった。みっちゃんの燃もえるような眼まな差ざしが急に翳かげったかと思うと、そこからじわりと盛り上がったものがある。ぎくっとして、フォローを入れようとした寸前、ぼろぼろと大粒の涙がみっちゃんの頰ほおを伝いおちはじめた。

　ぼろぼろ、ぼろぼろ。表情ひとつ変えず、まだ一かず馬まをにらみ上げながらも、それでもあふれてくる涙は止とめ処どがない。「あ、あう」と思わず硬直してしまった一馬の胸むなぐらが、もの凄すごい勢いで摑つかみあげられた。

「な、泣かせやがって、一馬！　調ちよう子しに乗るからだ！」

「あ、いや、だって……ね？　その、まさか、泣くとは──」

　うろたえまくる一馬を壬み琴ことが問答無用で打ちのめそうとしたとき、

「……いてないもん」

　か細い声が聞こえた。はっとなった壬琴が一馬の胸ぐらから手を放す。「ひえ」とその身体からだが落下したが、もちろん構ってなどいられない。

「……な、泣いて、泣いてなんか、ないもん」

　ひっく、ひっくと肩を上下させながら、顔を覆おおい隠すみづきの頭に、壬琴は優やさしく手を置いた。瞬しゆん間かん、屈かがみこんだ壬琴の胸にみづきが飛びこんでいく。それでも必死に泣き声を押し殺そうとしてか、大きく震ふるえる背中にも手を這はわしてやりながら、壬琴はそれこそ殺してやりたいような視し線せんをキッと一馬にくれる。

　ぐりんと首をねじ曲げてその視線から目を逸そらした一馬は、素知らぬ顔で小さく口笛を吹いていた。しかし顔中脂汗が湧わいてきたし、胃袋の辺りは感じたことのない種類の痛みできりきりとねじり上げられているかのよう。罪悪感という奴やつだ。

「わたし、一いつ生しよう懸けん命めいなのに──かずくんの……かずくんの馬ば鹿か……」

「そうだね、馬鹿だね」壬琴は頭を撫なで撫でしながら優しい声で言う。「だから気にすることないよ。だって馬鹿なんだから」

「かずくんの間抜け」

「とても間抜けだね」

「最低」

「ほんっと、最低だ」

「後家殺し」

「そうそう、どうしようもないくらい後家殺し──って、え？」

　壬琴とみづきがおかしなやり取りをしている間、そっちを見ないように努力していた一馬の目に、そのときもっとおかしなものが飛びこんできた。

『夢』に包まれていた生徒や教師がいたわけではない。事はもっと単純かつ、危険だ。廊下の向こうにわだかまる闇やみがけたけたと笑ったような気がした。窓枠が揺れ、天てん井じようがぐにゃりと飴あめ細ざい工くのように曲がりくねりはじめる。命なき命が、音なき音を立てて脈動する。それも複数。

「──ちい」

　予想できたことだったが、しかし目まの当あたりにすると、やはり凍りつきそうな恐怖が襲おおいかかってくる。城主になったあの四ヶ月ほど前から数えきれないくらいに目もく撃げきしてきたが、人間の五感すべてを否定し、その上で喰くらいついてくるようなあの感覚にはいっこうに慣なれるということがない。

「きやがったか」

　壬み琴ことの声にも緊きん張ちようが乗っている。

「〝定義〟が薄うすれたため、結界を無視して現れたのですわ」

　みっちゃん──みづきも真顔になっていた。ぐすっとひとつ鼻を鳴らし、頰ほおを伝っていた涙を拭ぬぐい取る。

「急ぎましょう。もう目的地は近いはず。一気に突っ切りますわ」

「わかった。じゃ、みづき姐ねえ、あたしの背中に──」

「いいえ」みづきはなぜか首を振った。「かずくん、そこにしゃがみなさい」

「え？　あ、は、はい」

　言われるがままに一かず馬まはしゃがみこむ。いつものみづきと同じく……いや、何だかそれ以上に怖かったからだ。みづきは向けられたその背中に「とうっ」と飛び乗った。小さいながらももちろん衝しよう撃げきは重い。ぐへっ、と息を吐いた一馬に構わず、

「さあ、おいきなさい！」

「りょ、了解！」

　号令をかけられて、一馬は腰を持ち上げた。壬琴と並んで全力疾走を開始する。

「どけどけどけどけぇっ！」

　声を張り上げてはみるものの、果たして鬼に聞こえているのか、聞こえていたとして意味を解するかどうかは疑問なところだ。一馬にしてみればただの景気づけ。前傾姿勢を保ったまま、現れはじめた〝歪ゆがみ〟の中央へと突っこんでいく。何かがうじゃうじゃと蠢うごめき出す。間かん一いつ髪ぱつ、それらが襲いかかる寸前に追い抜くことができた。と思ったそのとき、闇やみが眼前を覆おおった。一馬の脳が無む意い識しきのうちに認にん識しきしたのは、関節を一〇〇以上も備えた腕だった。

「ひえっ」

　空中に飛んだ蛇のような動きで摑つかみかかってこようとするそれを、身体からだを横にさばいてやり過ごしつつも疾走はゆるめず。鬼は一馬の走る左右、前後、あるいはまったく次元の異なる方向から──とにかくありとあらゆる場所から生まれ出いでてくる。それを振り払い、あるいはかいくぐりながら走っていく。一馬の背中では「はいよー！」だの「あちょー！」だの、みづきがやたらと声を張り上げては彼を鼓こ舞ぶしている。

「みっちゃん、次は!?」

「右！」

　廊下の角を曲がること数度。まっすぐで長い通路に出た瞬しゆん間かん、みづきが一馬の肩の上で呻うめいた。

「どうした？」

「あそこです……外げ法ほうの力の中心地！」

　みづきが指し示した先にあったのは保健室だ。走りながらも、ひやっとしたものを首筋に感じた一かず馬まは、

「ぅわっ！」

　突然前のめりに転倒した。「やぁんっ」と背中からみづきの身体からだが一回転して、一馬の前方へと転がり出る。スカートが思いきりめくれた。

「おお、くまさんパンツ」

　などと喜んでいる場合でもない。必死に首を後ろにねじ向ける。床がどろどろに溶けていた。その中心部から気泡のようなものを漂わせながら伸びているのは鬼の腕だ。一馬の足首に巻きついている。

「く、くそっ！」

　一馬は反対側の足でその鬼の腕を蹴けり飛ばそうとした。足の裏が当たった瞬しゆん間かん、ずぼりとめりこんだ。鬼の感触が脳天に突っ走る。一馬は歯を喰くいしばって、遠ざかりかけた意い識しきを何とかつなぎ止めようとした。が、そうしている間にも足は徐々に鬼の腕へと引きこまれていく。底なし沼に落ちていくような感覚だった。しかも真下で待っているのは人間をひと吞のみにできる巨大な肉にく食しよく獣じゆう。さらには、別の獣けものたちまでもが動きを止めた一馬に群がってこようとする。

「こ、この、このこの！　放しやがれ！　くそっ、こんなときに新しんちゃんは何やってんだよ！」

　どうにもならないと知っていても、叫ばずにはいられない。自分の居城である天あま津つ学がく園えんが鬼であふれ返っているというのに、城主であるはずの八や咫た新しん之の助すけが部隊を率いて現れる気配けはいがまるでないのだ。自分でさえ、あのときは死ぬ思いをして学園内を駆けずり回ったというのに──。

「ひい」

　何かが肩に触れ、一馬は縮ちぢみ上がった。ついに鬼がその牙きばをかけようとしている！

　と、そのまま一馬は持ち上げられた。金属質の音が耳の近くでしたかと思うと、足を捕まえていた不気味な感触が消失する。

「一気に飛ぶぞ！」

　頭上で壬み琴ことの声が響ひびいた。自力で迦カ具グ土ヅチを出現させたらしい彼女が、みづきもろとも一馬を捕まえて飛んでいるのだ。しかしたとえ彼女といえど、自分の力のみで迦具土を保っていられるのはわずか十数秒。一馬は祈るような気持ちで目を閉じた。

　無限と思われる時間が過ぎた。

　足の裏に床の感触が当たる。一馬は目をこじ開け、そして目の前のドアを何も考えないままに開けた。

　その鼻先を凄すさまじい何かが叩たたきつけた。人間が死の間際に放つ断だん末まつ魔まの叫びを一〇〇〇人分も集めてそのまま解き放ったかのようなおぞましさに、一いつ瞬しゆんよろめき、呼吸が止まりかける。

　胸に手を当てた。心しん臓ぞうまでもがその奥で停止してしまいかねないほどの衝しよう撃げきだった。

　そして。

　保健室の中央、ベッドの上に横たわっている浅あそ生う美み亜あの姿があった。

　まだいたのだ！

　一瞬、何もかも忘れてそこへ駆け寄ろうとした一かず馬まだったが、すぐに「まだいた」どころの事態でないことに気づかされた。

　室内を充満しながら、なおも外へと放たれていく、不ふ可か思し議ぎな圧力。先ほど一馬の味わったそれこそがみづきの言う『外げ法ほうの力』なのだろう。そしてその放たれる力の源は──一馬が肌で感じ、本能で察知したところが間違いでないとするならば──他ほかならない、ベッドの上に横たわる浅生美亜その人だった。

「どうした、一馬？」

　生徒会室のときとはまったく逆に、足を止めた一馬を押おし退のけるようにして壬み琴ことも室内へ入ってくる。

　すぐに彼女も身動きを止めた。

「ああ、ううう」

　聞こえてきたのは美亜の声。ベッドの上で華きや奢しやな身体からだが二度、三度と小さく跳ねた。顔は苦しみに歪ゆがめられている。眉まゆは折れ曲がって、目はぎゅっと閉じられ、そして唇が痙けい攣れんしている。

「ようこそ」

　一馬と壬琴、肩を並べた二人がタイミングを揃そろえて同じ方向を向いた。なぜいままで気づかなかったのだろう。ベッドの傍かたわらにひとりの青年が立っていたのだ。

「もと城主の浅生一馬くん──だったかな？　妹さんはぼくらが必要なのでね、悪いけれど少し預かっている。もう少しの辛しん抱ぼうだから我慢してくれないかな。もっとも──そのもう少しの間の時間さえも許されていないきみたちには関係のないことかもしれないが」

　青年はにっこり微笑ほほえんだ。

　思わず笑い返したくなるような笑みだった。










三章「みっちゃんはね、みづきというんだ、本当はね」













１──

　見た目、いかにもさわやかそうな青年だった。やや長めの髪に、涼しい目元、鼻筋の通った顔立ち。男おとこ臭くささもない代わり、中性的にはならない程度の精せい悍かんさをも全身から匂におわせている。いろいろな意味でニュートラルな雰囲気のするハンサムで、会った瞬しゆん間かん、まずどんな人間であれ、彼に不快感を覚えるようなことはないだろうと思わせた。何より笑顔えがおがいい。たとえ初対面でも、この人は絶対に悪い人間じゃない、と強い確かく信しんをもって断言できるくらいに。出会った状況が、いまのような異常事態の只ただ中なかでさえなければ。

「誰だれ──だ？」

　一かず馬まの問いに、その青年は微笑を保ったまま答えた。

「内ない緒しよ」

　と。

　一かず馬まの顔がかっと赤くなる。

「ふざけんな！　妹が必要だって？　お兄さまは手前てめえみたいな礼れい儀ぎ知しらずのボーイフレンドを許した覚えはねえぞっ」

　叫んで、一気に駆け寄ろうとした。青年の右手が上がる。黒いジャケットの袖そではしかし、萎しぼんでいた。肩から先のほとんどの部分が失われているのだ、と気づいたときには、

「っ！」

　ごおっと吹きつけてくる何かに打たれて、一馬は床に膝ひざをついていた。一秒にも満たない疾走の結果、一馬の顔は青ざめ、滝のような汗に濡ぬれている。「……ち、く、しょう……」と口から唸うなりが洩もれた。

　風などではない。一馬の体温を数度も下げ、内ない臓ぞうの隅々まで凍りつかせたような、人間の生命活動すべてを否定するようなその圧力は、いうまでもなく外げ法ほう。

「一馬！」

　保健室の入り口で叫んだ壬み琴ことは、すぐさま翼つばさをはためかせて中へと飛びこもうとした。が、足にしがみついてくる小さな感触に気づいて下方を見る。小さなみづきが震ふるえていた。壬琴の足に両手を回したままうつむいて怯おびえている。

「焦らないでいいよ」青年は相変わらず同じ顔で微笑ほほえんでいた。「どうせきみたちは一族にとってもう用済みだ。いろいろ面おも白しろいデータが採れたと〝箱舟〟の老人方は喜んでいたけれど、ぼくにはどうでもいい。そもそも、きみたちがここにいるのさえ、ぼくには意外なんだ。とっくに『夢』の中でいい気持ちになっているだろう、って思っていたのに。まさかそれを振り切ってまでやってくるなんてね」

「んだと。じゃあ、手前が黒幕か！」

　嚙かみ合わせた歯の向こうから一馬が唸りを飛ばすと、青年は、

「黒幕ねえ。まあそう断じられてもいっこうに構わないけど、本当のことを言えばぼくは手伝いをしただけだよ。放っておいても、結果は同じだったろうけど……まあ、いいタイミングだったものでね。いまのうちにやっちまおう、って思ったのさ」

　そう言うと、いままで一馬へ向けていた右手を下ろし、今度は美み亜あのほうへと差し向けた。

「あああっ！」

　どくんっ、と世界が脈動した。美亜の悲鳴と同時に、そこから闇やみ色いろの波紋が無数に広がっていく。同じく一馬も悲鳴をあげていた。身を襲おそう苦しみがさらに倍増したのだ。やはり外法の中心地は他ほかならぬ美亜だった。意い識しきがあるのかどうか、ただ苦しそうに美亜が悶もだえを打つたびに、この世にあってはならない波動が保健室の壁かべやドアを貫いて外へと放出されていく。

「手前！」一馬は間断なく襲いかかる苦痛を堪こらえながらも叫んだ。「美亜が苦しんでるだろうが！　やめろっ」

「へえ？　霊力イイロもないのによく耐える。だけど」

　青年は美み亜あのほうにかざしたのとは反対側の手──こちらは健在だ──を打ち振った。

　まるでそこから生じた風が室内に揺らめきを起こしたかのように見えた。いまや目に見えそうなほどに濃こい外げ法ほうの波動が、めらっと立ち昇るや、保健室の中央に〝歪ゆがみ〟となって現れたのだ。

〈軍勢イクサ〉、〈大蛇オロチ〉、〈狩かり人うど〉、〈土つち蜘ぐ蛛も〉、〈百ひやつ鬼き〉──。形のない、それだけに脳に焼きつけるおぞましいイメージのみが濃のう厚こうな、黄泉よみの産物たちが次々と現れ出いでてくる。

「外法士か……！」

「半分正解」一かず馬まの呻うめきに青年が応じる。「だけどそのうち、外法とは呼ばれなくなる種類の力さ。外法が法を制すればそれこそが法になり得る」

「もったいつけたこと言ってんじゃねえ。どこまでも理想的な悪役ヒールを気取りやがって」

「何のこと？」

　青年はきょとんとしたように言った。その彼に震ふるえる指を突きつけながら、

「それだ、それ！　その言葉遣いにイケメンな面つら構がまえ、長めの髪に強い外法の力。手前てめえはおいしいとこ総取りなんだよ！」

　一馬は、むしろ先ほど以上に血の滲にじみそうな声で叫ぶ。青年の微笑ほほえみにはじめて変化が訪れた。どこか苦笑いのようなものになる。

「考えたこともなかったけど」

「おまえみたいな悪役ヒールが一番得なんだ！　主人公のおれさまが血へどを吐く思いで、報われない戦いに身を投じているというのに、悪さをくり返しているおまえのほうが視し聴ちよう者しやや読者の人気を搔かっさらっていきやがる。人を死ぬほどたくさん苦しめておきながら、ちょっと長めの髪に顔を隠しながら、『母さん……』だの『ぼくは本当は……』だの悲しそうな顔をしてつぶやいてみろ。ああン、本当は悪い人じゃないのね、きっと誰だれにも言えない事情があるのだわン、お姉ねえさまはあなたの味方よン、みたいにまたも人気急上昇。やってられるかああ！」

　まさにいま死ぬほどの苦痛に身を苛さいなまれながらも、一馬は心の底からの雄お叫たけびを放つ。

「うーん」

「こうなったら、もうおれさまと組め！　おれと戦いながらも、『きみのことは嫌いじゃないよ』とか、『出会う形が違っていればね』とか、怪しげな台詞せりふを吐きまくれ。わかりやすく言うなら、おれとちょこっとホモれ。おれに強引に迫りまくるんだ。おれは嫌いやそうな顔と態度をするかもしれんが、安心しろ、実はどこかまんざらでもない、ってなリアクションを取る。そうすりゃついでにおれの人気も急上昇。今度のコミケは、美少年度一五〇パーセント増しのおれとおまえとで飾られた表紙に埋め尽くされること間違いなしだ！」

「きみのことは嫌いじゃないよ、本当に」

「本当かっ!?」

　もはや本来の目的さえ忘れ、鼻の穴をおっぴろげながら嬉うれしそうに喚わめく一かず馬ま。初対面であることもすっかり忘れていたが、

「きみとぼくは似ているんだ。……いろいろとね。本当に、悲しくなるくらい」

「それだ！　よおし、ツボを心得ていやがる。さあ、あとはもうちょこっとおれに近づいてこい。キッスのひとつくらいは勘弁してやるぞ」

「……それは嫌いやだなあ」

「おれだって嫌じゃ！」支し離り滅めつ裂れつに一馬は逆ギレする。「男とキスなんざ、天地がひっくり返ってもごめんだが、おまえならまあ何とか我慢できないこともない。さあこい、やれこい、いまこい」

「やれやれ」

　青年が健在なほうの手で頭を搔かいたそのとき。

　頭上をすばやく何かがよぎった。振り仰いだ青年のすぐ後ろに降り立ったのは壬み琴ことの長身。襲おそいかかった鬼たちが、重力弾によって左右に薙なぎ伏せられる。

「なるほど、注意を引いていたのか」

　そうつぶやいた青年は、壬琴の拳こぶしを目の前にしていた。ひょいと後ろに背筋を反そらしてかわす。

「──が、無む駄だだよ」

　壬琴の第二撃げきを片方の手で受け止めた。と、袖そでの萎しぼんだ右手を突き出す。そこからあふれる波動は美み亜あのそれとほぼ同じ種類のもの。「ぐゥ」と呻うめいた壬琴が両りよう膝ひざから崩れ落ちた。足から生はえていた翼つばさが瞬しゆん時じに搔き消える。

「タイムリミットのようだしね」青年は、明るい陽ひ射ざしを連想させる微笑ほほえみを取り戻して言った。「もう手て駒ごまは残っていないだろう？　どうするつもりだい？」

「──壬琴と美亜を返すって言うんなら、許してやらんでもないぞ」

　心底憎々しそうな顔をした一馬が言った。たった一瞬に賭かけた囮おとり作戦も失敗だ。迦か具ぐ羅らでない彼には、いまの状況下、身動きも取れない。

「虫がよすぎるね、それは」

「二人を返したらおれをくれてやる。それでちゃらだ」

「どんな計算をしたらそれがイコールで結びつくんだい？」

　肩をすくめた青年の足元で、壬琴は荒々しい息をついている。濃のう厚こうな外げ法ほうの力を前に、彼女も限界に近いのだ。もう迦カ具グ土ヅチも使えまい。

「大体、手前てめえ、美亜に何をしやがったんだよ!?」

「今度も時間稼かせぎか。城主の八や咫た新しん之の助すけがくるのを期待しているんだろうけど。まあいいや、ぼくらにももう少し時間が必要なのは同じだし、説明しておいてあげる。彼女はぼくたちの大事な『鍵かぎ』なんだよ」

「『鍵かぎ』？──ぼくたち？」

　美み亜あの身体からだがまた跳ねた。「あああ」とか細い声を洩もらすその美亜から、またも外げ法ほうのパワーが広がっていく。あたかも無尽蔵のエネルギー供きよう給きゆう機きであるかのようだ。

「そう。新たな世界への扉をこじ開けるためのね。その向こう側に君くん臨りんしている『女王』はすでに我らの手にある。あとは、扉を開けて『女王』をお迎えするだけ。その『鍵』となる人物が、彼女──浅あそ生う美亜ってわけさ」

「わかんねえこと抜かすな。そいつは、おれの妹だ。手前てめえらの『鍵』なんてことは知らん」

「名めい台詞ぜりふだね。だけど残念。きみの妹になる前から、彼女にはすでに別の運命が決められていたんだ。生まれる前から、と言い換えてもいいかな。彼女はこの計画のために、さんざんくり返されてきた実じつ験けんで生まれたテストケースのひとつだった。『鍵』となるべく素質が認められたのはつい最近のことだがね」

　何を言っているんだ、と言いかけて、しかし一かず馬まは違うことを口にしていた。

「おまえ……何者なんだ？」

　改めてそう訊きいたのだ。さっきよりはどこかその声に震ふるえを帯びさせて。『鍵』だの、実験だの、そんなことはまるでわからない。噓うそっぱちだ、と決めつけるのも簡かん単たんだったが、しかし、青年の語り口く調ちようによどみはなかった。噓や誇張は──少なくとも本人の主しゆ観かんでは──なさそうだ。何より、一馬自身、美亜の異変に関してはそれこそ肌身で感じている。

　だからこそ、一馬は訊いた。そして与えられた回答はさっきと同じだった。「内ない緒しよ」と。しかし今回はそのあとに残酷な事実が添えられていた。

「さあ、もうそろそろ浅生美亜の力も尽きる頃ころ合あいか。充分〝定義〟は柔らかくなったろうし──残念だね、浅生一馬。さっきも言ったけど、ぼくはきみのことを決して嫌いじゃないよ。親近感すら覚えている。きみがあるいはぼくと同じ側にいれば、またとない友人にもなれたろう。ホモるかどうかは別としてね。だから、本当に残念だ」

　青年の右手がまたも持ち上げられた。

　そこから吹きつけてくる外法の鬼き気きを想定して、一馬が唇を嚙かみしめる。が、青年はいままでとは別の異変を用意していた。

「外法に染まった迦カ具グ土ヅチ──見てみるかい？」

　ごおおと風切る音が聞こえるような気がした。一馬を押さえつけていた黄泉よみの圧迫感が、まるで強風に吹き散らされるようにして引いていくのだ。青年の手はさっきとはまったく逆に、保健室を包み上げていた外法の鬼気を吸いこんでいく。一馬は立ち上がった。よくはわからないがチャンスだと思った。だから走った。

「この野郎！」

　殴りかかろうとする一馬の左右で、外法の力がおぞましい尾を引きながら青年の右手に集められていく。

「きみら迦か具ぐ羅らは霊力イイロがなければ戦えはしない」涼しい顔つきで青年は言った。「だけど、外げ法ほうを用いる術すべを心得た六ム色イロならば、外法こそが力となる」

　六色とは、人間が反はん魂ごんして転じた鬼の中でも、特に一族の迦具羅が反魂した恐るべき存在のことをいう。ここ天あま津つ学がく園えんに封じられ、〝城〟としての力を与えていた鬼こそがその六色だった。

　だが、この青年は少なくとも人間だ。鬼ではない。

　そう思っていた。

　一かず馬まは目と鼻の先で見ていた。

　青年の右手が形成されていく瞬しゆん間かんを。失われていたはずの部分が盛り上がり、とぐろを何重にも巻いて、膨ぼう張ちようし、弾はじけ飛び、そして奇怪な産うぶ声ごえらしきものさえあげながら伸び出ていくのを。

　吸いこんだ〝歪ゆがみ〟──すなわち、無数の鬼を宿らせることで右腕を新たにつくり上げたのだ。だから一馬には見えなかった。鬼であるために。だから一馬はその瞬間、意い識しきを失いかけた。鬼であるために。

「ぼくはしかし、六色じゃない」憂ゆう鬱うつそうな青年の声。「これも〝箱舟〟が無数の実じつ験けんで得た成果のひとつ。鬼にならず、しかし鬼の力を得た迦具羅──〝箱舟〟は鬼キ冥メ羅ラなんてひどくダサい名前で呼ぶんだ。あとで訂正を要求しなければね」

　鬼が一馬の喉のど笛ぶえを貫いた。

　そうなる以外の運命などあり得なかった。

　一馬には操あやつるべき霊力がなく。

　そもそも、たとえ彼が城主のままであったとしても、学園の霊力すべてが喰くわれたような状況では果たして何ができたかもわからず。

　そのために壬み琴ことも迦カ具グ土ヅチを使えず。

　無む論ろん、美み亜あも身動き取れない。

　だからそのとき、

「何ッ!?」

　鬼の腕がその軌道を外されたとき、叫びをあげた青年以上に、実は一馬のほうが驚おどろいていた。まるで黒い色を帯びた稲妻のような光が、突然背後から迸ほとばしったのだ。

　ぶすぶすと、これも黒々とした、しかし至るところに目や鼻のあるおかしな煙を吹き上げる右腕を押さえつつ、青年ははじめてその面おもてに怒りに似た感情を覗のぞかせた。

「そんな馬ば鹿かな、外法士でない限り、この状況で力を使えるはずは」

　室内をさまよわせていた視し線せんをふと停止させる。

　入り口近く。こちらに突き出された手があった。

　小さく、震ふるえている二つの掌てのひらが。

「おまえ、まさか──」青年はこれもはじめて、呆ぼう然ぜんとしたような顔と声になった。

「みづき!?」

　もう一度、稲妻が走った。「ちぇええ」と鋭するどい呼こ気きを放った青年が跳ちよう躍やくしてこれをかわす。そのとき一かず馬まははじめて気づいたが、彼は右手のみならず、左足までもを失っていた。

　が、ともあれ、一馬には他ほかにやるべきことがあった。ベッドの上から美み亜あの身体からだを引ひき剝はがす。触れた肌はぞっとするほどに冷たかった。はあはあと荒い息を吐いていた美亜が、細く、糸のようにその目を開く。

「大丈夫か、美亜!?」

　乾いたような美亜の唇がわなないた。

「兄……上さま……」

「こんなときにくどいな、おまえ」

　一馬はそれでも無理に笑って、美亜の身体を両手に抱きかかえた。今度はぞっとするほどに軽かった。なぜか肌の色さえいつもより薄うすい気がする──。が、いまは必要以上に気を取られてはいられない。

「壬み琴こと、走れるか！」

「あ、ああ！」

　圧迫感が消えたためか、壬琴もようやく立ち上がっていた。美亜を抱えた一馬と並んで、保健室の入り口めがけて突っ走る。みづきの小さな姿が出迎えた。細っこい足を震ふるわせながら、それでも気丈に身構えている。もう一度青年が仕掛けようとしたのだろう、機き先せんを制するように両手を打ち振る。黒い稲光がみづきの頭上数センチの位置から放たれた。

「みっちゃん、いくぞ！」

　一馬はみづきにも逃げるよう促した。しかしみづきは一馬が追い抜き、保健室から出ても動く気配けはいを見せない。ちらりと見えた白い横顔に哀切な表情を認めていた一馬は、

「ええい、壬琴、みっちゃんを頼む！」

　と怒ど鳴なった。「ああ」と応じた壬琴がみづきを後ろから抱きかかえようとしたその瞬しゆん間かん、

「させないよ」

　壬琴のすぐ目の前に、青年の姿が現れた。

「混沌カオスの目覚めを邪じや魔ましないでもらおう。きみたちもまた新たな世界に生まれ変われるんだよ」

「このっ！」

　壬琴はそのままみづきを抱え上げると、足先をひねって腰を一回転させた。スピードの乗った後ろ回し蹴げりを青年の顔めがけて放つ。

　いいタイミングとパワーだった。が、青年はかわそうとせず、あの右手で顔を庇かばう。いけない！──と一馬は叫ぼうとした。鬼の右手だ。壬琴の足が喰くらわれる！

「こっちです！」

　聞きき慣なれない声がしたのはそのときだ。

　一かず馬まの腕がぐいと引かれ、同時に、青年と壬み琴ことの間に青い光が降り注ぐ。

　壬琴はみづきを抱えたまま後方へと飛んだ。ふわりと宙を駆けること数秒。足に生はえた翼つばさが収まったとき、壬琴は反射的に迦か具ぐ土づちを出現させた自分と、そして青年と自分たちとの間にほっそりした影かげが立ちはだかっているのに気づいて、驚おどろいた。

「はあっ！」

　気合い一声、その何者かの攻こう撃げきが、鬼の腕で顔を庇かばった青年をじりじりと後退させる。「く」と小さく息を吐いた青年は、床を蹴けって何者かとの距きよ離りを置いた直後、右手の鬼を前方に突き出そうとした。

「ほう？──」

　不意にその動作を中断させる。すでに、前方には誰だれの姿もなかった。最後に見たときにはもう保健室から脱出しかけていた一馬たちはともかく、一撃を送りこんだ直後の、あの正体不明の影までもが忽こつ然ぜんと消え失うせていたのだ。

「遠方からここまで霊力イイロを届かせ、自分の迦か具ぐ羅らに力を注ぐ──。そんな人間はひとりしかいないよ、まったく。結界が危ういときにそんなことに力を回すなんて何を考えているやら」

　ごくごく親しい人間のミスを笑って見過ごすような顔つきになった彼は、「やれやれ」とつぶやきつつ右腕を上から下にひと振りした。ただそれだけの仕し草ぐさで、保健室全体を覆おおっていた圧迫感も、手そのものに宿っていた鬼もあっという間に消え失せる。

　先ほどまでの闘とう争そうから一転、耳に痛いくらいの静寂が落ちたその闇やみに、

「おや。もう終わられましたかな」

　新たな訪問者があった。青年は目をぱちぱちさせて、驚きを表現する。

「どうしました？」

「あのう、もう少し間を置いて現れたらいかがかな。まるで近くで見ていたようじゃないか。ぼくの手助けもしないで」

「この〝城〟を最低限解放しろ、とは言われていますが、あなたの手助けをしろ、とまでは言われていませんので。彼女はどうしました？」

「逃げたよ」

　あっさり答えた青年に、今度は訪問者のほうが目を丸くした。

「追わなくてよろしいのですか？　彼女こそ、この計画の『鍵かぎ』だったのでは？」

「別に構わないよ。彼女を拘こう束そくする必要があったのなら、最初から泳がせちゃいない。彼女はそこに存在するだけで充分だったんだ。今回は、ただ目覚めを早くするためだけにぼくの力が必要になっただけの話さ。それにどうせ彼女ももう長くはないだろうし、障害になることもないはず。あとは〝箱舟〟の老人方が計画を次のステップに移らせることだろう。ぼくはそれまで待たい機きだな。きみもここにいて、せいぜい自分の身だけを守っていたまえ。世界が破は壊かいされ尽くしたそのあとで、どのような処遇がそれぞれの人間に下されることになるのかわからないが──あるいは、それが黙もく示じ録ろくなのかもしれないな」

　青年はひらひらと片手を振って、それから傍かたわらに転がっていたステッキを手に取ると、それで半身を支えながら歩きはじめた。

　訪問者の脇わきを通り過ぎて、保健室から出ていく。その後ろ姿を見送っていた訪問者──八や咫た新しん之の助すけは、誰だれの耳にも届かないような声で囁ささやいていた。

「親近感……と言ったか？　違うだろう、〈騎き士し〉。あなたは憎んでいるはずだ。あの男をか、あるいは自分をか、ぼくにはわかりようもないけれど。だが賭かけてもいい。これからあの男はきっとあなたと同じ悲しみと憎しみを味わうことになるだろう。しかし、あの男は──あいつは、きっと、あなたと同じ道など選ばない。……」

　新之助は自ら招いた沈ちん黙もくの味を嚙かみしめるかのようにしばし口の中で言葉を泳がせていたが、

「そういう奴やつだからだ」

　結局はそう口にした。







２──

　鬼が両断された。

　それも同時に七──いや、八つ。

　通路を埋め尽くす鬼どもを次々と薙なぎ払っていくのはしかし、ほっそりとして見えるひとりの女性。

「あ、あの人は？」

　一かず馬まは走りながら訊きいた。背中には美み亜あを負っている。答えは頭上から聞こえてきた。

「確たしか……真さな田だ知とも世よ……さん、だったかな？　前に会ったんだ。七しち神しん将しようのひとりだって言っていたけ、ど！」

　言葉が詰まったようになったのは、宙を舞まう〈大蛇オロチ〉をかわしつつ、重力弾を放って消失させたからだ。

　七神将のことは一馬も聞いたことがある。常に宗主の傍らにいて、その御おん身みを守ると同時、宗主自らが駆る〝船〟に乗って前ぜん線せんに切りこむこともあるという、いわば一族最強の迦か具ぐ羅らたち。まさかそのひとりが、二十代の若い女性だったとはさすがに意外だ。

　和服姿に品があり、鬼を祓はらう姿もどこか優ゆう雅がで色っぽい。いかにも走りにくそうな姿なのに、ぴょんぴょんと軽やかに床を蹴けり、絶えず移動しながら、それこそ着物の帯にも似た青い光の束を手から放っては、百発百中で多数の鬼を巻きこんで斃たおしていく。

「みづきさんは？　大丈夫？」

「ああ。だけどこっちも気を失ってるみたいだ。さっきの変な力の影えい響きようかな」

　壬み琴ことは〈軍勢イクサ〉の拳こぶしをくぐり抜けながら言った。その背中にぐったりと身を伏せているのは小さなみづきだ。目はずっと閉じられている。

「多た分ぶんな」

「だけど、みづき姐ねえがやったあれは何だったんだ？　いつもの迦カ具グ土ヅチじゃなかったし、大体、あのときはいまみたいに霊力イイロが届いてもいなかったはずだ」

「──」

　一かず馬まは答えなかった。走るのに集中している振りをして、返答を避けたのだ。彼は答えを知っていた。

　あの女性──真さな田だ知とも世よが七しち神しん将しようというのなら、おそらくいま、彼女や壬み琴ことに霊力を届けているのは他ほかならない宗主なのだろう。宗主は日本中の結界から届けられる力を統括しているのだし、たとえ遠く離はなれていたとしても意い識しきすればそういうことも可能なのかもしれない。壬琴がいま迦具土を使えているのも宗主の力あればこそだ。逆に言えば、いかに優すぐれた迦か具ぐ羅らといえど外部から与えられる霊力がなければ戦うことはできないのだ。そう……たとえ草くさ薙なぎみづきであろうとも。

「お……に……」

　すぐ後ろから声が聞こえて、一馬はぎょっとした。首を後ろにねじ向け、肩越しに美み亜あの様よう子すを窺うかがおうとする。

「大丈夫か、美っ……おひょおおっ!?」

　そこにいたのは美亜にあらず、鬼だった。長い髪に、髑髏どくろじみた顔が無数に重なり合った姿のように見えるそれは、〈醜女シコメ〉。

「うわああ、美亜が反はん魂ごんしたああ！」

「何っ!?」

　壬琴の驚おどろいた声が降りかかってくる。一馬は全力で逃げながらも泣き喚わめいた。

「だからおれは言ったんだああ！　おまえ、化粧したら黄泉醜女ヨモツシコメみたいだぞって。だけどまさか本当にそうなるなんて！　ごめんよ、ごめんよお。無神経な兄を許してくれええ」

「ええい、この馬ば鹿か！」

　急降下してきた壬琴が、拳こぶしに込めた重力弾で〈醜女〉の顔を吹き飛ばした。ウケケケケ、という笑い声が後ろにたなびいて消えていく。

　あまりの出来事に一いつ瞬しゆん、言葉を失った一馬だったが、

「ああ、そうか、これが覚悟という奴やつか」ぐすっと鼻をすすった。「たとえ仲間といえど、鬼になったら容赦せずか。さすがは壬琴だよ。だけど、ちくしょう！　そう簡かん単たんに割り切れるかよ。おれの美亜を返せ、壬琴！　一生、おまえを恨んでやる！　たとえ醜みにくかろうが、あいつはおれの妹なんだああ！」

「はいはい」

　聞く耳持たず、壬琴はふたたび上昇して、頭上から襲おそいかかるところだった鬼たちを迎え撃うつ。一かず馬まは激げき怒どして、なおも壬み琴ことに怒ど鳴なりかかろうとしたが、

「誰だれが……醜みにくいって？」

　幽ゆう霊れいのように聞こえてきた言葉に、ぞくりと身を震ふるわせた。

「あ……生きてたの？」

「当たり……前。鬼がきてたから……警けい告こくしただけ」

「そ、そうか。そりゃそうか」

　言われてみれば、一馬はずっと美み亜あを背負っているのだし、ずしっと感じる体重も、両腕で支えている美亜の足の感覚もそのままだ。鬼になったはずはない。

　走りながらも、何度か鼻をすする兄に背負われながら、美亜はまた沈ちん黙もくしていたが、

「──」

「何だ？　何か言ったか？」

　一馬はまた首をねじ向けて訊きいた。そのすぐ近くで、光の帯に巻きこまれた〈大蛇オロチ〉が消えていく。知とも世よが後方に放ったのだ。

　一馬の汗だくの顔を見つめた美亜は、

「大好き」

　と言った。

「ばっか野郎、忙しいんだ。あとにしてくれ」

　一馬は憤ふん慨がいして前を向いた。息を弾ませながら、知世の背中から離はなれすぎないよう全力で駆けていく。あの女性はちっとも力んでいるふうに見えないのに、一馬なんかよりずっと速いのだ。

「大体……おまえ、おれを忘れる努力をしてるんだろうが」それでも嫌味いやみは口を衝ついて出てしまう一馬だ。「仲のいい兄妹でいましょーね、なあんて言いやがったくせして。ははン、さては新しんちゃんに振られやがったな」

「どうかな」

「もう遅いぞ、美亜。たとえおれが一級の霊力イイロ使つかいとしてふたたび〝城〟の頂点に君くん臨りんすることがあったとしても、おまえは部隊から外してやる。おまえの本性はすでにおまえ自らが打ち明けたのだからな！　わはははは、泣いてわびてももう絶対に……な、何だ？」

　背中で美亜がくすくす笑ったので、一馬は訊いた。すると、

「かっわいい。ムキんなっちゃってさ」

「お、お、お、おまえに言われたくないわ！」

　そのやり取りを何気なく見下ろしていた壬琴は、

「あー、もう、あの馬ば鹿か兄妹」

　あきれてつぶやいたが、すぐに校舎の出口に差しかかったことに気づいて緊きん張ちようを新たにさせた。

　出口近辺に固まっていた、それこそ闇やみの吹ふき溜だまりのようになった鬼たちめがけ、知とも世よの放つ帯と壬み琴ことの打ち出す重力弾の雨とが集中する。

「おお、必殺技だ」一かず馬まが思いっきり息を乱しながらも言った。「あれが群むら雲くも流りゆう・鬼殺し大だい車しや輪りん。おお、あれが群雲流・雷落とし。そして……いまこそ見よ、あれがあまりに危険なために封印されたという古いにしえの必ひつ殺さつ拳けん・群ムラ雲クモ之ノ津ツ留ル戯ギ！」

　ひとしきり盛り上がった兄の背中で、

「……いつそういうの考えるのか不ふ思し議ぎだよね」

　美み亜あがぼそっと囁ささやく。

　ともあれ、知世と壬琴の活かつ躍やくによって校舎からの出口が目の前に開けた。知世を先頭に全員が駆けていく。一馬は当然、その向こうに夜の校庭をイメージしていた。秋の風が火ほ照てった頰ほおを撫なでるだろう──、いったい何が起きているやら詳細は不明だが、七しち神しん将しようがきているということは、宗主自らが説明してくれるということのはず──、美亜をまず休ませなきゃ──、それから事情を聞き出して、また何か一族が企たくらんだ妙なことが原因なようなら、今度こそ殴り飛ばして──。

　近い将来訪れるだろうことを頭の中に巡らしていた一馬は、校舎から一歩出た途端とたん、そのことごとくが脳裏で砕け散るのを感じた。

「な──」

　そこは彼の知っている校庭ではなかった。というよりも、彼の知っているどんな世界ですらなかった。

　歪ゆがんでいた。

　ねじ曲がっていた。

　揺れていた。

　多彩な色が混じり合っていた。

　空は黒く、赤く、七なな色いろの雷を時折突っ走らせつつも、どの色も反射することなくめいめい勝手に瞬またたいている。

　校庭だったと思われる空間は、かつての断片図がいくつか重なり合っているようで、見覚えのある部分もいくらかあるにはあるのだが、それだけにいっそう気持ち悪い。野球部の使うグラウンドは斜めに傾かしいで突っ立っていたし、紅葉しかけていた木々はいくつかに細切れにされ、あちこちに浮いたり、地面に半ば沈没したり。

「──」

　しばし言葉を失った一馬たちは立ち尽くす。いや、立ち尽くすという行為そのものですらいまや容易ではなかった。何しろ地面が揺れている。地じ震しんが起こっているという意味ではなく、極端に波打っていて平らな部分がどこにもない。これもまた、いくつかに切り取られては、断面図を一馬たちに見せながら浮いている部分もあり、幾何学的な亀き裂れつを走らせてばらばらに飛び散っているものもあり。

　吹く風ですら、思い思いに色づきながら、様々な形を取りつつ流れていく。先ほど想像していたとおりに一かず馬まの頰ほおを撫なでた風は、心なしか、人間の女性によく似た形をしていた。

「何だよ……」

「〝定義〟が変わりつつあるのです」ほとんど無む意い識しきのうちに呻うめいた一馬の耳に、知とも世よの涼やかな声が聞こえてきた。「それぞれの人間が、それぞれの好きな〝定義〟を発生させたために、かつて保たれていた世界の〝定義〟はありとあらゆるものに姿を変え、そして世界の形を維持できなくなった……」

「違う！」一馬はそちらを見ようともせずに大声を出した。「何で、何でこんなことになってんだよ。そんなに、そんなに結界ってのはもう駄だ目めになってたのか!?　いつもどうして……どうして、取り返しのつかないくらい大変なことになってから、おれたちは！」

「一馬……」

　壬み琴ことは落ち着かせるように彼の肩を叩たたきながらも、それでも、彼の言わんとしていることがわかる気がした。

　いつもそうなのだ。

　最初に八や咫た新しん之の助すけが学園で反乱を起こしたときも。

　天あま津つ学がく園えんにかつての迦か具ぐ羅ら──六ム色イロが封じられていたことも。

　他ほかならない、壬琴の顔見知りたちが外げ法ほうの力を用いたことも。

　いつも、自分たちが死ぬような思いをしたあとになって知らされて、それでいてまったくの全ぜん貌ぼうは明かされず。

　そしてまたその次も、異常な事態に怯おびえ、戦い、逃げ惑い──ずっとそのくり返しだった。

　極めつけがいま、目の前にある大きな異変だ。

　あまりに大掛かりすぎて、いっそ鼻で笑い飛ばしたくもなる。そして、もうこれ以上のことなどあり得ないのだから、ある意味で喜ぶべきなんじゃないかと、残酷な喜びをも味わいたくもなる。しかし、

「落ち着け、一馬！　いまここで騒さわいでたってどうしようもない。それより、早くここから離はなれるんだ！」

　壬琴はあえて語気を強め、一馬の肩をもう一度叩いた。納得いかないのは自分も同じだ。が、かつての彼女は一馬の迦具羅だった。彼あって、はじめて戦うことのできる戦士だった。だからこそ、彼をどうしようもない奴やつだと思いながらもついてきたし、時には強引に手を摑つかんで引っぱってもきた。一馬が城主でなくなったときでさえ、なぜか自分はこれからもそうなんだろう、とどこかでか漠然と思ってきた節ふしがある。いまも思いは同じだった。

「……」

　一馬は歯を喰くいしばり、それからまた肩越しに美み亜あの様よう子すをちらりと窺うかがう。美亜は苦しそうに喘あえいでいた。眉み間けんのしわを震ふるわせながら荒い息を吐いている。

「──わかった」一かず馬まは唸うなるように言った。「だけどこれが最後だ、ちくしょう。本当に！　もう振り回されるのなんてごめんだからな！」

　何をどうすればこれを「最後」にできるのか、それは壬み琴ことにも──そしておそらくそう口にした一馬本人にさえわかるまい。「もうごめんだ」と言ったところで、一族の使命を投げ出せるわけではないからだ。が、それでも、壬琴は頷うなずいた。

「ああ。これで、最後だ」

　ともに背負った重みを味わいながら、

「浅あそ生うさん、群むら雲くもさん、こちらへ」

　そう促した知とも世よの後ろ姿へと、一馬と壬琴は歩みを進めていく。

　知世の言う「こちら」はたまに地面を離はなれていくこともあった。事もなげに空を登っていくその姿を眺めること一いつ瞬しゆん、一馬はあきらめたようにため息をついて、なるべく下を見ないよう、知世の姿だけを正面に捉とらえるようつとめながらついていった。なまじ見み慣なれたいつもの世界を投とう影えいするからいけない。ここではもう現世の〝定義〟が崩れつつあるのだ。それこそ何でもありの『夢』の世界なのだった。

　歩いていく三人の周囲で、世界は様々な顔を見せた。

　そしてそのことごとくを一馬は無視した。

　半端に認にん識しきしようとすれば、壬琴の言うように他人の『夢』に引きずりこまれかねない。だから、すぐ近くをサラリーマンのおっさんがびゅびゅーンと飛んでいっても無視したし、宇宙船のようなものが頭上を通り過ぎても見ないように頑張った。巨大な怪かい獣じゆうがこちらめがけてのっしのっしと歩いてきたが、「関係ない」という顔をすればそのまますり抜けることもたやすかった。

「誰だれもが思いどおりに、か」

　一馬はなぜか憤いきどおった口く調ちようで言った。隣となりで壬琴が頷く。

「夢の世界だな、まさしく」

「人の夢を見せつけられたって、ぞっとしないだけだ」

　一馬と壬琴、あえて普通に会話を交わしながら、距きよ離り感かんも方向もわからない異常な世界を進んでいく。そうしながらも、一馬はすぐ近くで聞こえる苦しげな息遣いまでもは無視できず、何度も振り返っている。熱ねつにうなされたように顔を赤く、時には恐ろしいくらいに青くしていた美み亜あは、一馬の視し線せんに気づくたびに目を開けてにっと微笑ほほえむ。

「もうちょっとだからな」

「う──ん」

　確かく信しんのないはずの一馬の言葉にもけなげに答える。

「だけど……ちょっと残念」乾いた唇でそう囁ささやく。「ずっと、こうしていたいから……ほら、懐なつかしくて」

「懐かしい？」

「ずうっと昔……お兄ちゃんにおぶられたことがあったでしょ。自転車に乗る特訓を……しててさ……転んで、足をすりむいたあたしを、お兄ちゃんが……」

「そりゃ逆だ。自転車に長いこと乗れなかったのはおれだろ。おれをおぶってったのはじいさんだぞ、そりゃ」

「そうだっけ……？」

「おまえ、噓うそのエピソード持ち出してまでしんみりさせようとすんな」

　あはは、と力なく美み亜あは笑った。二人が話している間、壬み琴ことは口をつぐんでいる。知とも世よはずっと無言だった。

「ありゃ？　そういや、じいさんも学園にきてたけど……大丈夫だったかな？」

　ふと一かず馬まが眉まゆ根ねを寄せたとき、

「ここです」

　知世が足を止めた。

　はっとした一馬と壬琴も並んで立ち止まる。

　ごくごく普通の、二階建ての民家のような場所だった。一馬は一いつ瞬しゆん呆あつ気けに取られかけたが、ある意味でいまは「普通」であること自体が異質であり、その「普通」を保っていられることこそが、強い霊力イイロを放っている場所である何よりの証あかしだ、ということに気づいた。

「ここに、宗主さまが？」

　壬琴が訊きくと、知世はかすかに頷うなずき、

「ええ、お入りください。──浅あそ生うさん、宗主さまはあなたをずっと待っていらしたのです」

「……」

　一馬は答えない。

　求めるべき真実はすべてこの、ごく普通の家の中にある。そうわかっていながら、一馬はなぜか、最初の一歩を踏み出すのをためらった。いや、あるいはそうわかっていたからこそ、ある種の恐れを感じていたのかもしれない。

　が、美亜とみづき、二人を一刻も早く休ませるためにも、一馬に長いこと迷っていられる時間はなかった。







３──

「失礼します」

　まず知世がそう声をかけた。横滑りの戸を開けて中に入った彼女につづいた一馬たちは、意外な人物に出迎えられて目を丸くした。

　和風の三和土たたきには似合わないメイド服の女性と、こっちはどの場所にも似つかわしくなさそうな巨漢の人造人間……に似た男の、堂どう間ま夫妻である。モトコの鋭するどい眼光が、先頭の知とも世よを見てふっと和らいだ。

「知世、無事だったのね」

「ええ、何とか間に合いました。こちらは？」

「とりあえず、変わりはないわ。……といって、どれほど保もつかはわからないけれど。もう少しでも宗主さまのお力が衰えたら、ここにまで鬼がやってきかねないわ」

　モトコの言葉に、一かず馬まと壬み琴ことが顔を見合わせる。外の異変を目まの当あたりにしてきた彼らでも、どこかでか宗主その人ならばこれほどのことでも何とかしてくれるのではないかという期待があった。が、事態はそれほど甘くはないらしい。

　何とはなしに体温の下がるような思いを一馬が味わっていると、

「いざとなれば、わたしたちも迦カ具グ土ヅチを手に取るしかないわ。引退した身で出しゃばることほどかっこ悪いこともないけどね。──っと、そんなことを言ってる場合ではないわね」

　モトコがこちらのほうを向いた。美み亜あが一馬の背中でぐったり伏せっているのを見るなり、

「あなた、美亜ちゃんを二階の部屋へ」

　隣となりの大男に言う。「わかりました」と頷うなずいた四し郎ろうが、一馬へ大きな両手を差し伸べてきた。一いつ瞬しゆん驚おどろいた一馬だったが、すぐにその意図を悟って背中を向ける。四郎は少女ひとりを軽々とその手に抱きかかえた。
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「お部屋にお連れします」

　一回、美み亜あがむずかって、一かず馬まのほうへと手を伸ばしたが、兄に軽くその手を取られると、少しだけ安心したように微笑ほほえみ、それから四し郎ろうに抱えられたまま奥のほうへと消えていった。

　とりあえずは休ませることができたので一馬はほっと息をついた。が、同時にどこか釈然としない気分をも味わう。いまのやり取りがあまりにスムーズすぎたせいだ。そう──まるで、美亜が苦しんでいるのを前もって知っていたかのように。

　いまはしかしわからないことだらけなので、改めて問うようなことでもない気がした。どのみち、すべては宗主自身の口から語られるはずだ。

　四郎の大きな背中が見えなくなると、モトコがこちらに向き直った。

「じゃあ、浅あそ生うさん。あなたは宗主さまのもとへ……って、あら？」

　言葉を止める。壬み琴ことも誰だれかを背負っているのに気づいたらしく、

「怪け我がをしていらっしゃる？　じゃあ、彼女もお部屋を用意したほうがいいですわね」

「あ、ええと」

　説明のしようもなくて壬琴がまごついた。モトコは背負われたまま気を失っている少女の顔を覗のぞきこむ。

「可愛かわいらしい子ね。何となく、お嬢じようさまにも似ていらっしゃるような──」

　最後まで言い終えず、「ん？」とその眉まゆ根ねが寄ったとき、

「お姉ねえさまご本人よ」

　モトコの後ろから声が投げかけられた。

　四郎が去った方向からこちらに歩いてくるのはひとりの少女だ。長い黒髪に、人形みたいに非の打ちどころなく整ととのった白い容よう貌ぼう。やはり似ているのかもしれない、と一馬は思った。

「その子……っていうか、その人、みづきお姉さまよ。そうでしょ？　一馬」

「呼び捨てにすんな」

　一馬は歯を剝むいて牽けん制せいした。くすっと唇を軽くほころばせたのはみづきの従妹いとこ──草くさ薙なぎなつきだ。「ええッ!?」と驚おどろきの声を張り上げたメイドは、目を閉ざした少女を喰くい入るように見つめはじめる。なつきは背伸びするようにして、同じく従姉の顔を見上げつつ、

「間違いないわ。お姉さまと同じ霊力イイロを感じるもの。だからあたし玄関まできたのよ。わざわざ一馬なんかを出迎えにくると思って？」

「嫌いやな証明の仕方すんな」

「ああ。何て愛らしい。こんなお姉さまも悪くないなあ。カメラ、持ってこようかしら」

　一馬の毒づきを無視してなつきはうっとりしている。霊力使いの中でも特殊な部類である祈き魂こん師しには、他人の霊力を生きたまま操あやつる力がある。その彼女が断言するのだから間違いはない。モトコはまだ息を詰めたようにその顔を眺めていたが、

「いつまで背負わせているつもり？　早く、休ませて差し上げないと」

　なつきに言われ、はっとしたように面おもてを上げた。ちょうどそこへ、美み亜あを部屋に連れていったらしい四し郎ろうが戻ってくる。モトコは一回咳せき払ばらいし、壬み琴ことが背負った少女を指し示しながら、

「あなた、もう一度頼める？」

「あっ、はい。いいですけど……彼女は？」

　四郎が化け物じみた顔に困惑の表情を浮かべかけた。また誰だれかが説明しなければならないところだったが、不意に、

「いや、おれが運ぶよ」

　一馬が言って、皆の注意を集めた。なつきがむっと眉まゆをしかめかける。

「おれにだって、それくらいの時間はあるでしょ？」

　一馬はモトコに言った。メイドは切れ上がったまなじりにややためらいの色をのぞかせたが、

「──ええ」

　結局は頷うなずき、なつきの頰ほおをぷっと膨ふくらませた。が、なつきも特にそれ以上抗こう議ぎめいた行動は起こさない。奇妙な態度だ、と一馬は思った。なつきの性格からすれば、死んでもみづきお姉ねえさまには触れさせない、と騒さわいでもおかしくない場面だからだ。一馬はなぜか、自分が相当気を遣つかわれているのではないかとも思った。

　自分に何が待ち受けているかなどいまはわからない。結局は宗主次第だという意い識しきもあったから、いまだけは好きに動くことに決めた。

「壬琴」

「あ、ああ」

　この中にあって、ひとり、彼と同じ立場である壬琴が不自然な空気に気づいてか、何かもの問いたげな視し線せんを一馬に送りつつも、背を向け、気を失ったままのみづきを彼に預けた。小さなみづきの肩と、両りよう膝ひざの裏とを一馬の手が抱く。なつきはそれこそ穴が開くほどその光景を見つめていた。ちょっとでも一馬の手が不ふ埒らちなところに触れようものなら決して許すまじ、という殺意をも込めて。一馬はみづきを一方の肩に押しつけるような格好で抱き上げた。

「う、意外と」一馬はわずかに顔をしかめた。「……部屋はどこ？」

「案内しますわ」

　メイドに連れられ、歩き出した一馬へ、

「ちっちゃいからって、お姉さまにヘンなことしたら、今度は犬じゃすまさないからね、一馬」

　鋭するどい声が飛んでくる。「へいへい」と返した一馬は、モトコに案内されるままに家の奥へと足を進めた。

　板張りの古い廊下を数歩いくと、角に階段が見えてくる。モトコに案内されるままに上り、左右にある部屋のうちの右側へと入った。

　畳の間に入ってすぐにモトコが布団を敷しいた。そこにみづきをそっと寝かせる。いまだ目を覚ます様よう子すはない。二人して何となくみづきを見つめていたが、

「小さくなったのは〝定義〟が薄うすくなったからだとして……どうして気を失っているんでしょう」

　モトコが言った。ほとんどひとり言のような感じで、一かず馬まに対する質問ではなかったのだが、彼はそれに答えた。間が耐えられなかったわけではない。思わず口走ってしまったわけでもない。彼は最初から、モトコにこのことを言うためにみづきを運んできたのだ。

「力を使ったから……じゃないかな。外げ法ほうの力を」

　半分はためらうようにつぶやいた一馬の隣となりで、モトコが身を硬くするのがわかった。ちらっと横目で窺うかがったその表情に変化が認められないのはさすがというべきか。が、どこか緊きん迫ぱくしたように肩を突っ張らせたその態度だけで一馬には確かく信しんが持てた。だからむしろ彼は胸につっかえていたものすべてを吐き出せたようにも思え、モトコとは正反対にリラックスさえしてきた。どうあれ、目にしたことは事実なのだ。すべてがそれでつながるのなら、やはり真実なのだろう。

　しばし、みづきが洩もらす小さな息遣いだけが聞こえる。窓の外には赤黒い空が広がっていた。ただし一定のものではない。いまは空の一角に生まれた新しい色の渦に侵食されている真っ最中。三、四分後にはまた違う色になっているだろう。

「おれ、ひと目見た女性のスリーサイズは忘れないんだよ。だから、もしかしたら、とは思ってた」

　一馬は口を開いた。立場上、モトコに何が言えるわけもないとわかっていた。

「浅あそ生う家けの聖堂で誰だれかの成人の儀ぎをやったとき、はじめておれは菊理くくり媛ひめが代替わりしていたのを知ったんだ。そのときひと目見て、みづきさんと同じプロポーションだな、とは思った。だけど中は暗くて、よくはわからなかったから、ただの思い違いかもしれない、とそのときは自分を半分納得させた。……つまり残り半分では、みづきさんがそうなんじゃないかって、ずっと思いつづけてきたんだ。それに宗主も言っていた。学園には最強の外法士がいる、って。だから──うん、『もしかしたら』とか、『半分』ってことでもないか。ほとんどの部分では確信してたんだよ」

　また沈ちん黙もく。

　しかしそれは思いの他ほか、スリリングなものではなかった。触れれば裂けそうなほどに張り詰めているわけではない。むしろどこか気だるいような、ゆったりとした、居い心地ごこちの悪くない時間。一馬は何となく、ひとり暮らしをはじめた友達の引越しを手伝ったときの、夕方の風景を思い出していた。こんなふうにほとんど家具も何もないような、四畳ひと間のアパートの一室で、暮れていく空を眺めながら、友人四、五人とどうでもいいような話ばっかりしてたっけ。おまえこれから好き放題だな、よしみんなの拠点にしようぜ、自分家ちに置けないもの、家族に見つかったらやばいものはここに移動させよう、隊長、それはむしろおのが趣しゆ味みを同い年の友人に知られてしまうという諸もろ刃はの刃やいばです──。

「恐ろしい子ね」

　モトコは長い沈ちん黙もくのあと、そんな言葉を選んだ。深い深いため息をつく。

「驚おどろきだわ」それからまたしばし間を置いて、「そのこと……お嬢じようさまは」

「みづきさんは気にしているかもしれないとは思っていたんだけど。おれが何言ったって、知られたらやっぱり困るのかなあって」

「…………」

　モトコの硬くなりかけていた表情がそのとき和やわらいだ。ふっと悪戯いたずらっぽい笑みまで浮かべて、

「困るのかなあ──ね。生徒会長のお嬢さまにいろいろ痛い目に遭っているとも聞いたけど、それで脅してどうにかしてやろうとは思わなかった？」

「あー……そういう手段もあったのか、ううむ」

　一かず馬まはひとしきり首をひねった。

「でもさすがに洒落しやれにならなそうだし。いや、あの、おれが、ね。口封じにずんばらりん、って。モトコさんは知ってたんだよね？　もちろん」

「ええ」モトコは首肯した。「お嬢さまが先代の菊理くくり媛ひめからその才を認められ、声をかけられて、やがて本人が決意し、そして訓練を受けさせられて……その一部始終を知っているのよ。あのとき、たかが一〇歳の子がね。無邪気で、明るかったお嬢さまが、半年後に帰ってきたときにはまるで、顔の上に、同じ顔をした白い能面をまとっているかのようだった」

「──」

「そう……だからなのね」

　モトコの視し線せんが落ちる。そこに幼い寝顔があった。

「だから、ちっちゃくなっちゃったのね。〝定義〟が薄うすくなったとき、お嬢さまが見られた『夢』はかつての自分。感情を殺される前の──本当の──」

　モトコは小さなみづきの髪をそっと撫なでた。

「やっと、会えましたわね、もうひとりのお嬢さま」

　にっこり微笑ほほえんだその目にはきらりと光るものがあった。

　その傍かたわらで一馬が立ち上がる。

「じゃあ、みづきさんと美み亜あをお願ねがいします」

「宗主さまのところへ？　待って、案内します」

　モトコがメイドの顔を取り戻して立ち上がろうとしたのを制して、

「あー、いいよ、さっきから感じている。強い霊力イイロが下のほうで渦巻いているのを。場所ならそれでわかるから」

　そう言いながら肩をぶるんと一回転させた。何がどうあれ、ひょっとして、今度こそ本当に宗主を殴り飛ばさなければならないかもしれない。話はそれからだ。

　部屋を出ていこうとして、ふと一かず馬まは足を止めた。

「あの……確たしかにみっちゃんが本当の彼女の性格なのかもしれないけれど」

「──」

　みづきの側そばで正座したまま目で問いかけるモトコへ、

「どっちかが、じゃあ偽者だ、ってことじゃないと、思う。あのう……おれ、いまのみづきさんだって、好きだから」

「あら」モトコはにっと笑った。「目を覚まされたら、伝えておきましょうか」

「ま、待ってよ。いや、あのね、そういうんじゃ……いやま、そうじゃないってのも噓うそだけど……うう」

「残念ですわ」

「モ、モトコさんも意地悪だなあ」

「そうかしら」

　魔ま女じよめいたその笑みを恨めしげに見やってから、今度こそ一馬は部屋を出ていった。

　残されたモトコは、みづきの瞼まぶたにかかっていた前髪を指先でそっと払ってやる。

「一番残念なのは、眠っていたあなたですわね、お嬢じようさま」

　もちろん、自分だっていままで接してきた令嬢が偽者だなんてことは思っていない。生き真面目まじめで、礼れい儀ぎ正ただしく、それなのにひとつのことに集中するとムキになろうともする。剣を教えていたときもそうだった。小さいときから身体からだが弱く、人一倍運動神経が鈍かった彼女は、ならば、と人の百倍努力しようとしていた。泣き言ひとつ言わず、目に涙をいっぱい溜ためながら、こちらへ突きかかってきた幼い少女の面おも影かげ。

　それだってもちろん、草くさ薙なぎみづきなのだ。

「だけど、きっとわたしが言うよりは……ね。嬉うれしさが違うでしょ？」

　顔いっぱいで微笑ほほえんだモトコは、しかし、一馬の去っていった方向へと馳はせた視し線せんにこれ以上ないくらいの痛ましさを満ちさせていた。

　そこへ、一馬といき違いに巨人が入ってきた。夫の四し郎ろうだ。

「美み亜あちゃんは？」

　そう訊きいたモトコに、四郎はどう答えようもない、という顔をした。モトコの首がそっと左右に振られる。肩に置かれた四郎のぶ厚い手に自分の手を重ねながら、

「ごめんね。──ちょっと、ダメージ大きいかも」

　モトコは囁ささやいた。空気に溶けかねないほど小さなその囁きに、四郎は無言で頷うなずく。

　しばしその大きな胸に頭を預けていたモトコは、

「子供、つくろうね」

　そう言った。

「いっぱい、いっぱいつくろうね。美亜ちゃんみたいな子供──前にも言ったかしら──欲しいのよ。それにほら、お嬢じようさまを見て。あんな子供もいいわね」

「はい」

　四し郎ろうの重みのある声も助けにはならなかったのか、モトコの目からついにきらりと光るものがこぼれ落ちていた。










四章「きみにまた会えたそのときは」













１──

　一かず馬まは、みづきの部屋と廊下を挟んで位置しているドアをちょっとだけ開いた。同じ畳の部屋で布団に寝かされている美み亜あの様よう子すを窺うかがう。荒々しい呼吸がほんの少し収まっているのを見て取ると、そっとドアを閉じた。

「さあ、殴るか」

　誰だれにともなくつぶやいて、階段を下りていく。あらゆる答えは進む道のりの先にあるはずだ。家に入ったときから感じていた、強く清涼な気の流れ。外が外なだけに、いっそうその力は清すが々すがしく感じられる。一馬の足取りに迷いはなかった。自分がもっと気持ちのよくなる方向にさえ歩いていけばいいのだ。

　風ふ呂ろ場ばに突き当たった廊下の隣となりに、地下への入り口があった。人ひとりがやっとくぐり抜けられるくらいの入り口へ強引に身体からだを入れ、長い階段を下りると、石いし壁かべに挟まれた狭い通路に出る。

　これも一かず馬まひとりでやっとという幅だったが、数歩といかないうちに見る見る空間は広がりを見せていった。

　ごくごく平凡な民家の地下には、巨岩で築かれた不ふ可か思し議ぎな砦とりでがあった。土を剝むき出した地面以外は周囲すべてが岩。どこからどうやって切り出し、運んだものか、どれもこれも一〇〇人がかりでも運べそうにない岩々が互いを支え合って積つみ重ねられている。

　そしてその広がりがこれもまた急速な勢いで収しゆう縮しゆくしていく果てに、ひとりの老人が腰を下ろしていた。

　空間は直系一〇メートルほどか。渦を巻いて立ち昇っているのは、視覚化された青あお紫むらさき色いろの霊力イイロ。知らず知らずのうちに天てん井じようを見上げた一馬は、渦に満ちているそのてっぺんが、自分の下ってきた階段の距きよ離りよりも高いことに気づいた。

　が──いまさら驚おどろくことでもない。何せ、空飛ぶおっさんに、歩いてくるゴジラだ。ここはおそらく宗主が霊力の統括に使用する聖堂。日本でもっとも規模の大きいと思われるそれに、常じよう識しきを当てはめようとしても無む駄だなことだろう。

「よお」

　一馬は呼びかけたが、こちらに向けられた小さな背中に反応はない。カチンときた一馬は、ずかずかと歩み寄りながら、

「おい、おれを呼んだんだろ。用事がないなら帰るぜ」

　乱らん暴ぼうに声を張り上げた。もちろん、ここまできて帰るわけにはいかない。寝ぼけてやがるようならまず一発、その脳天に拳こぶしをがつんと振り下ろして──と一馬が自分の拳に熱あつい息を吹きかけたとき、

「……きたか」

　宗主が顔だけこちらを振り向かせた。「うわあ」と悲鳴をあげた一馬があとずさる。タイミングのよさに驚いたのではない。彼が仰天したのは宗主の顔そのものだった。

　それは、以前に一度だけ公園で出会った顔ではなかった。別人に等しい、というよりも、そもそも、本当に人なのかどうかさえ怪しいほどだ。

「ほ、本当に……あんた、八や咫た新しん一いち郎ろう？」

「ほう」老人は薄うすく笑った。「そんなにもか。長いこと、鏡かがみなど見ておらんのでな。それに……知とも世よは優やさしい娘だ。ずっと近くにいてくれながら、あえてわしの姿には触れんでおいてくれたのだろうよ」

　以前だって水分の干ひからびたような相当な老人だったのが、ここにきてさらに老けこんだような顔をしていた。もしこの世に齢よわい五〇〇を超えるくらいの老人がいるとしたなら、こんな姿なのかもしれない。ほとんどミイラ同然だ。

「長いこと……って、あんた、どれだけここにいるんだ？」

　まだ相手の姿に慣なれなくて、どこかおどおどしながら一かず馬まは訊きいた。少しだけ億おつ劫くうそうに天を仰いだ宗主は、

「そうさな。二ヶ月以上にはなるまいが」

「何だと？」

　さらに驚おどろかされた一馬は眉まゆを吊つり上げる。二ヶ月といえば、ちょうど一馬が〝祠ほこら〟巡りをさせられていた時期と重なる。やくざやなつきに翻ほん弄ろうされたあの暑い夏の日々。風に肌寒ささえ覚えてきたいまになって思えば、まるで遠い過去の出来事のようにも錯さつ覚かくするあの頃ころから、ずっと宗主はここにいたというのだろうか。

　一馬がいつも聖堂にいる時間はせいぜい一時間。どんなに頑張っても二、三時間で限界だ。霊力イイロの統括は肉体、精神ともに大きな負担になる。ほんの少しでも気をゆるめたら自分自身が霊力の波に吞のまれて消えてしまいそうになるからだ。

「何で、また──」

　当然の疑問を持ちかけた一馬だったが、すぐにこれも当然の答えを自ら得て押し黙だまった。

　外を見れば一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。結界の綻ほころびが大きくなり過ぎていたのだろう。日本中の霊力を統括して結界を守らねばならない宗主が、そんな事態にどれほどの尽力を要求されるものなのか、彼にだって想像くらいはできる。

　死んでもいいから守れ。──そんなところだろう。宗主が背負わされたものの重たさにまで想像を巡らしかけて、一馬はすぐにあきらめた。理解できるはずもない。

「……じゃあ、それも限界ってことか」代わりに彼は言った。「言ってくれ、おれが見てきたあれは……ひょっとして、日本中で起こっているのか」

「いずれそうなろう。世界中でな」

　宗主はやんわりと一馬の言葉を訂正した。すぐにはその意味を理解できなかった一馬だが、

「世界中だって!?」目を剝むいて叫んだ。「ちょ、ちょっと待ってくれ。結界が弱くなってるのは日本だけじゃないのか。だって、その、あんた、いや、あなたが弱まっているから、そうなっているだけで、他ほかの国は──」

「人の力が及ばぬ領域にまで黄泉よみが迫りつつある。いまだ混こん沌とんは日本のみだろうが、ここが吞まれれば〝歪ゆがみ〟はあっという間に世界中に拡散するじゃろう」

「じゃろうって。何だってそんなことに？　そうならないために、一族が頑張ってきたんじゃないのか。おれだって何度も死ぬ思いをしたんだぞ！」

　目め眩まいさえする思いに駆られ、一馬はミイラじみた老人に詰め寄ろうとした。あまりに宗主の言うことは規模が大きすぎて実感としては摑つかみづらい。が、いままで命さえ懸かけて戦ってきたことすべてが無む駄だになるかもしれない、というその事実だけは、彼にも感情の揺らめきをもたらした。

「無む論ろん、わしらも同じよ。最悪の結果だけは避けたかった。が、そのわしらの中に、肝心の一族はそもそもその大半が含まれてはいないのじゃよ」

「意味わかんねえ」率直に一かず馬まは言った。「一族のほとんどが裏切ったとでも言うのか？　前の八や咫た新しん之の助すけみたいに？　そりゃご苦労さまだ、ちくしょう！」

「落ち着け──」

　宗主は干ひからびたような手を一馬に伸ばした。ぎくりと身を引きかけた一馬だが、ほとんど骨しか残されていないその指に服の袖そでを摑つかまれる。力は弱い。不ふ思し議ぎと、逃げようという意思が失うせた。

「おまえの言ったこと、半分は正解、半分は不正解じゃ」

「誰だれかさんと同じこと言ってんなよ。……いや、いい。こっちの台詞せりふ。つづけてくれ」

「一馬。おまえも言ったな。一族は黄泉よみにこの世の〝定義〟を崩されまいと戦ってきた。それこそがひとりひとりに負わされた絶対の使命なのだと。が──、もし、これが誤りだったなら？」

「は？」

　ぽかんとしかけた一馬に構わず、宗主は肉のこそぎ落ちた唇をわななかせてさらなる言葉をつむぐ。

「もしも、一族の本当の目的が、それとはまったく逆に、世の〝定義〟を好きにつくり変え、自分たちに都合のいい世界をつくり出すことだったとしたら？──そう、それならば、いまの世界を守ろうとするわしらのほうこそ裏切り者だということになる。だからおまえさんの言葉は半分正解じゃ。言い換えるなら、一族は最初からわしらを裏切っていたのだよ」
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「ま、待て、待て！　何だよ、それ!?」

　淡々とした語り口く調ちようを、激はげしい感情が遮った。

「じじい、人の根源を揺さぶるようなことをあっさり抜かしてくれてんじゃねえ。なに、何だって？　一族の目的は〝定義〟を変えること？　好きに世界をつくる？　そんな馬ば鹿かなことがあるか。そんなのが目的だったら、とっくにやってるはずだろ。あの……ほら、〝結界の儀ぎ〟を使えば」

〝結界の儀〟とは、一族が混こん沌とんとしていたこの世に、様々な法則──すなわち〝定義〟──を産み落とした儀式のことだ。それによって人間はいまある世界の姿を形づくったのだから、いわば世界創生の儀ともいえる。

　天あま津つ学がく園えんでの反乱騒さわぎの際、八や咫た新しん之の助すけがやろうとしたのもこれで、彼は〝結界の儀〟をもって、自らが宗主になれる世界をつくろうとした。歴史の語ることが真実ならば、〝定義〟を変えることさえできれば、一族は世界を思うがままにつくり変えられるはずなのだ。

「では、なぜおまえは兄を……八咫新之助を止めた？」

　宗主はまさにその名を口にした。一かず馬まの目が泳ぐ。

「なぜって、そりゃ──よくわからんけど、危険なものなんだろ。〝定義〟ひとつ変えるのも、凄すごい力が必要になるとか、何とか。宗主クラスの力がなけりゃ失敗するって教えられていたし。失敗ってのはつまり、この世の他ほかの〝定義〟まで巻きこんでしまうって意味で、だから……」

「いいや、最初から不可能なのだよ」

「何ぃ」

　一馬は喉のどの奥を鳴らした。宗主は落ち窪くぼんだ眼がん窩かの奥からそんな彼をじっと見据えながら、

「宗主レベルであろうとなかろうと、〝定義〟を変えることなど不可能だ。この世の姿を維持したままでは──という前提があったままでは、永遠に」

「維持したまま」

「左さ様よう。すべてはバランスじゃよ。この世を形づくっている〝定義〟は何もひとつひとつがばらばらに存在しているわけではない。むしろ、ひとつひとつが密接に──まったく関係のないように思える事柄、それも『生死の概念』やら『科学の概念』やらに比べれば瑣さ末まつなことにしか思えない、小さな砂粒のような概念に至るまで──つながり合い、手を結び合って、互いに引き合いつつ、かろうじていまの世界を維持しているのだ。わかるか？」

「ええと……多た分ぶん」

　目を泳がせたまま一馬は答えた。と、間かん髪はつ入いれずに「つまり？」と宗主が鋭するどく問う。

「何だよ、授業みたいだ。えっと、だから。だから……ひとつを変えようとすれば、周り全部を巻きこんじまう……って意味だろ。さっき言ったじゃないか」

「未み熟じゆくな人間がやればそうなるわけではない、たとえこの世で最高の霊力イイロを持つ人間がやろうとしても同じことになる、という意味じゃよ。〝定義〟とはそうしたものだ。たとえばわしがもう何十年も前に失った連れ添いをこの世によみがえらせようとする。人類数十億人に比べればたったひとりの命、操あやつったところで何ほどのことがあろうかと。わしに〝結界の儀ぎ〟が可能なのかどうかは別として、ともかく、これをやってしまうとする。一族が最初につくり出した〝定義〟である生死の概念を覆くつがえしたその瞬しゆん間かん、しかし世界は崩ほう壊かいする。ありとあらゆる命が意味を失って、ありとあらゆる死がこの世に押し寄せ、そして生と死はふたたびひとつに溶け合って、世界は混こん沌とんとした黄泉よみに帰するじゃろう」

「……そうなったら、おれたちが結界を守っている意味だってなくなる。黄泉の鬼に侵略されたのと同じことだからな。だから、〝結界の儀〟は世界創生からいままで、一度も行われてない……って、それも授業で聞いたよ。それが本当なら、一族が〝定義〟を変えようとしても無理じゃないか。どうしてそれが本当の目的なんかになるんだ」

「それを可能にしようという研究を進めてきたものたちがいたのだよ」

　不意に、宗主の醸かもし出すムードが一変した気がして、一かず馬まはふて腐れたような顔つきを改めた。

　何だろう……淡々とした語り口く調ちようこそ同じなのに、そう語るミイラのような顔つきもまったく同じなのに、そうした上うわ辺べのものすべてを残したままに宗主本人は突然に消え去って、まったくの別人が宿りでもしたかのよう。

　知らず知らずのうち、一馬は宗主の前に腰を下ろしていた。

「かつては一族の研究機き関かんに過ぎなかった彼らは、やがて外げ法ほうの研究を進めるにつれ、一族の中枢を担うほど巨大なものとなっていった」

「──」

「誰だれが呼び出したかは知らぬ。が、彼らはいつしかこう呼ばれるようになっていた。──〝箱舟〟とな」

　目を剝むく一馬の前で、宗主は説明をつづける。

　霊力と外法。

　一族にとってこれ以上にない身近な存在でありながら、いまだ謎なぞに満ち満ちたその相あい反はんする二つの力を研究する機関として、〝箱舟〟は誕たん生じようしたという。

〝城〟や〝船〟といった、現在の一族を支えるシステムをつくり出したのも彼らだし、外法を一族に取りこんで、外法士という存在を一族内に生んだのも彼ら。さらに古くを辿たどれば、迦カ具グ土ヅチを黄泉の構成物質から生み出したのも彼らだといわれている。そうした研究成果をもって、一族の戦いをサポートする役どころであった〝箱舟〟だが、いつしか、とある理想──あるいは妄想──を研究の最終目標として据えるようになった。

　すなわち、

「〝結界の儀ぎ〟、あるいはそれに似た働きをする霊力イイロの力をもって、世界をおのが自由につくり変える──という、な」

　青あお紫むらさき色いろの気体があちこちで奇々怪々な渦を描く中、表情をなくした宗主が語る。

「〝結界の儀〟そのものを行うにはあまりに危険が大きすぎる。だから彼らは、〝結界の儀〟に近い方法と力とを模索しはじめた。いかにすれば、自分たち好みの世界をつくれるか、と。そして彼らはほどなくひとつの答えを得た。霊力で世界を変えるのが難むずかしいのならば、むしろまったく逆の力ならばどうか、と。そう……外げ法ほうならばどうか、というな」







２──

「黄泉よみはもともと人の世にふさわしくないとされ、現世から放逐された〝定義〟の寄せ集め。我らのいまいるこの世界を確かつ固こたる固形物にたとえるならば、黄泉の〝定義〟はそれをこね回し、つくり変えることのできる柔らかい土のようなものだ。かつての混沌カオスから、我らがいまある世界の形を選んだように、〝箱舟〟は、その土を利用して世界をふたたびつくり変えようとした」

　一族が行った〝結界の儀〟、すなわち世界創生の以前にあった状態──混沌カオスをふたたび呼び戻そうとした、というのだ。

「しかし、ただ黄泉に侵食されて混沌カオスに陥ったのでは意味がない。あくまでも〝箱舟〟の思惑どおりに黄泉が動いてくれねば。が、無む論ろん、世界の〝定義〟から外された黄泉に、人間で図れる意思などあるはずもない。だから、〝箱舟〟はとあるひとりの人間を黄泉と現世の架け橋に選んで、黄泉に人間の意思を宿らせることにしたようだ。その人間の霊力を媒介に、黄泉をも自由に操あやつろうとしたというわけだ」

「人を、黄泉に宿らせるだって？……」

　一かず馬まは震ふるえる口でそう言った。馬ば鹿かなこと言うな、という言葉が喉のどの奥で淡雪のように溶けて消える。宗主がいまさら噓うそを口にするはずもない。ならば──事実。しかし、いったい何が？

　いままで、一馬たちはその混沌カオスを呼び戻さないためにこそ、戦ってきたのではないのか。結界を守るということ、それはすなわち、黄泉の〝定義〟にこの世が侵食され、世界が混沌カオスにならないよう──人が、この世が、姿形を変えてしまわないようにするために、皆が命を懸かけてきたのではないのか。

　一馬たちは少なくともそう教えられてきた。それが彼らには真実だった。ならば、いま耳にした真実とはいったい何なのか？　そも、真実とは何だ？　誰だれのための、そして誰にとっての？

「気が遠くなるほどの年月を重ねながら、彼らは研究と実じつ験けんとをくり返した。答えを得たとはいえ、しかしそこに辿たどり着くための計算式を編あみ出すことこそが何よりも困こん難なんだったのだ。時には多くの代だい償しようを支払いもした。そしてその大半の場合、代償の中には何も知らぬものたちが大勢含まれてもいた。彼らにとってはいまある命などどうでもよかったのだ。新しく世界が生まれ変われば当然命の意味も形も変わってくる。だから、何千、何万という人間をいわば生いけ贄にえに捧ささげようとも、彼らの良心は少しも痛まなかった」

　大勢の人を殺した、という意味だろうか。一かず馬まはぞくりとしたものを感じた。

「〝箱舟〟は一族の中枢ともいえる組そ織しき。〝城〟や〝船〟をつくったのも彼らだ。彼らなくして一族は成り立たん。それはつまり、彼らなくしては、世界も成り立たないということでもある。この世の〝定義〟を守り抜くためであるなら、我々はいかなる代償をも支払わねばならん。おまえの母もそうであったように」

「…………」

「だが、彼らの目的はそんなものではなかった。世界をいまの姿で守るためとあらば、わしとて喜んでこの命を捧げよう。が、〝箱舟〟はただ、新しい世界をつくるため──いわば、自分たちの知的好奇心を最大限に満足させんがためだけに、多くの犠ぎ牲せいを求めるようになっていたのだ」

「ちょっと待て。それなら……宗主であるあんたが、何でそれを止められなかったんだ!?」

　一馬は苛いら立だって、叫ぶようにそう言った。何もかもが足の下から崩れ去りそうになるほどの虚無感が彼を包み上げようとする中、かろうじて一馬の足場を支えているのは、湧わき上がってきた強い怒りだった。言い換えるなら、それしかなかった。

　宗主はか細い首を左右に振った。

「わしなど、〝箱舟〟から日本を預かっている身に過ぎんよ。宗主などと言ってもな。彼らはもはや一族の中枢。誰だれも逆らうことなどできなかった。そう──一族の次代を担うべき、高い能力を秘めた草くさ薙なぎの子らを生贄に捧げたあのときもな」

　草薙の子ら。その単語がふたたびぞくりとしたものを一馬にもたらした。

「どういう意味だ」

「一六年前の話を知っておろう」

　宗主は突然別のことを口にした。一いつ瞬しゆん鼻はな白じろんだ一馬だが、この期ごに及んで宗主が話をすり替えるはずもない。強い苛立ちを覚えながらも、一馬はぶっきらぼうに答えた。

「ああ。天あま津つ学がく園えんに封じられていた鬼がよみがえったっていう。外げ法ほうに目覚めた女子生徒たちが好奇心でやったんだ」

　他ほかならない、一馬自身がそれを目まの当あたりにしているのだ。人でも鬼でもない存在──水蛭子ヒルコとなった彼女らを。

「そうじゃ。その鬼は新しくつくった〝城〟に宿らせるため、あえて一族自らが誘い招いた存在。外げ法ほうに関かかわるその儀ぎ式しきには〝箱舟〟からも数人が同席しておった。彼らは天あま津つ学がく園えんを特別な〝城〟にするための実じつ験けんを進めていた。そのひとつが、現在確かく認にんされている中でも最強の鬼を呼び寄せ、封じることだったのじゃ。──が、無事その儀式に成功し、〝城〟としての基き盤ばんを完成させはしたが、どうやら〝箱舟〟の連中は気が変わったらしい。自らの手でその鬼を解き放ち、あることに利用しようと決めたのだ」

「何？──」

「そう、おそらく……というより、確実に、女子生徒たちを外法でそそのかし、鬼を解き放つよう誘ゆう導どうしたのは〝箱舟〟じゃ。あるいは彼女たちは最初から〝箱舟〟によって天津学園に派遣されてきた外法士の卵だったのかもしれん。ともかく、彼女たちに解き放たれた鬼は、〝箱舟〟に導みちびかれるまま、とある場所に向かった。それが、草くさ薙なぎ家けじゃ」

　一六年前。一族の意図するとき以外ではじめて結界がほころび、鬼が現れたそのとき。

「草薙家には当時、二人の子供がいた。鬼はためらうことなく、その二人へと襲おそいかかったのだ」

「二人だって？」

　ふたたび一かず馬まが口を挟む。みづきに兄弟がいる話は知らない。が、どこかでそれに関係する何かを聞いたような気はする──と記き憶おくを辿たどっていた彼は、三ヶ月ほど前、壬み琴ことが口にした言葉を思い出した。確たしか、藤とう堂どうゆみとのテニス決戦の直後だ。

（知らないのか？　みづき姐ねえ、草薙家の跡取りじゃないんだぞ）

（本人がそんなこと言ってたような。兄弟がいるかどうかは、あたしも知らないけど……）

　あれも暑い日だった。それなのに、一馬の搔かく汗はいまや肌が震ふるえるほどに冷たい。

「幼い二人に鬼をけしかけることで、〝箱舟〟は彼らの潜せん在ざい的てきに秘められた高い能力を開花させようとしたのじゃ。幼い子供というものは、歪ゆがめられた〝定義〟に対しては本能的に抵抗しようとする。この世がこの世である理由もいまだ知らぬ子供ならでは、その本能は強い。また、歪める力が強ければ強いほど、対抗する力もまた強くなるのも道理。それゆえ、〝箱舟〟は最強の鬼を差し向けたのじゃ。二人に望む力を与えるため」

　望む力──。なぜか、一馬の手が小さく震えはじめていた。いままでのような、内容そのものは恐るべきものであっても、どこか人のつくった物語みたいなそんな実体のないものではない。今度の話にはある種の実感がともなっていた。あるいはそれは予感だったのか。

「ひとりは、草薙ツルギ。草薙家の長男にして盟主家の跡取り。彼は当時三歳だ。が、すでにおのが迦カ具グ土ヅチを所有するほどに秀でた迦か具ぐ羅らでもあった。その能力をさらに高めるべく、〝箱舟〟は鬼を差し向けた。当時、〝箱舟〟はいままでと違う、新たな種類の迦具羅の誕たん生じように血道を上げていたようなのでな……ツルギも、その才を認められたがゆえ、幼いながらも実験の生いけ贄にえに選ばれたのだろう」

　一馬は無む意い識しきのうち、立てていた二本の指のうち一本を折った。残り一本。

「そしてもうひとり。霊力イイロ使つかいとして、外げ法ほう士しとして、そして祈き魂こん師しとしても稀まれに見るほどの才を得たその人物は……」

　宗主は言葉を切った。焦じらしたのではない。一かず馬ま自身が手を突き出していたのだ。

「それは」

　彼が言った。それから、

「彼女は」

　と言い直した。ごくりと一回喉のど仏ぼとけを上下させた一馬は、

「草くさ薙なぎ──みづき？」

　そう言った。

　そして、

「…………」

　宗主は無言のまま顎あごを縦たてに引いた。

　一馬は残り一本の指を立てたままだった。自分であえてその名前を口にしながらも、しかし、彼自身は何ひとつ考えることができずにいた。

「鬼に襲おそわれながらも、二人の幼子はそれぞれの力を開花させて命だけは助かった。それこそ〝箱舟〟の思惑どおりにな。ツルギは神しん将しようレベルの力をわずか三歳にして得た。そしてわずか一歳だったみづきは──」

「なに。何だよ」

　いったん言葉を止めた宗主に、一馬は身を乗り出した。干ひからびたような頭が左右に振られる。

「わからぬ。彼女に関しては、わしも得られる情報が少なすぎた。ただ確たしかなのは、一六年前のその事件以来、草薙ツルギは草薙家の戸こ籍せきからも名前を消し、存在そのものも何処いずことなく消きえ失うせたが、みづきは知ってのとおり、確かに存在しつづけている。わしもできる限り、彼女を近くに置くことで、何らかの情報を得ようとはしていたのだが──、しかし、目に見える限りではおかしな点はなく、また、みづきも自身のことについては何も知らずにいるようだった」

「菊理くくり媛ひめについては？」

　勢いこんで訊きいた一馬に、宗主は、おや、というふうに心持ち視し線せんを持ち上げて、

「先代の菊理媛がみづきを後継者に選んだのが、〝箱舟〟の陰いん謀ぼうによるものか、あるいはただの偶然か、それもわしにはわからぬよ。が、先代の菊理媛が奇妙なことを言っていたのは覚えている。一六年前の事件を生きのびたみづきは、ずっと病気がちに床に伏せっていたのだが、それでも次第次第に回復し、何とか人並の生活は送れるようになっていた。その、四、五歳になったみづきをひと目見るなり、菊理媛はこう言った。『心が欠けておる』とな」

「心が」

「生まれながらにして、外げ法ほう士しの才があるという意味だったか、あるいはまったく別の意味であったのか。ともあれ、草くさ薙なぎみづきがあれほどの若さで菊理くくり媛ひめの称号を得たのも、外法士として恐るべき素質を秘めていたことが大きいのは確たしかだ。思えば、外法についてわしらは知らないことだらけじゃ。それもそのはず、そもそも人間である以上、その人間にふさわしくないとされてこの世から追放された黄泉よみの〝定義〟などわかるはずもない。外法を一族に取り入れたのはこれも〝箱舟〟なのだから、真実は彼ら以外には摑つかみようもないのだろう。菊理媛なる存在が果たして何なのか、いかにして修行を積つめばそうなれるものなのか──それさえわしらには知る術すべがない。みづきは修行時代のことは覚えておらぬようだしな」

　一かず馬まは長いこと黙だまりこんだ。口を真ま一いち文もん字じに結んだまま、微動だにしない。

「ツルギはおそらく連中の手中にあるだろう。が、みづきまでもが果たして連中の意のままに動いているのかどうか、それをもわしは知らぬ。時折、〝箱舟〟の命令で、何度か外法士としての再訓練を受けさせられたりはしていたようだが──それ以外では、まったく普通に一族として暮らしているのはおまえも知ってのとおりだ」

「──」

「そうやって、大勢の人を生いけ贄にえに捧ささげつつ、〝箱舟〟はついに、答えに辿たどり着くための計算式を編あみ出したようじゃ。いま、世界はまさに混沌カオスに包まれようとしておる。〝箱舟〟は、計画発動のためのキーをあらかじめ用意していた。いまこの状態は、まさに彼女が呼び寄せた──」

「ああ！」

　一馬は突然、宗主の説明を大声で打ち切った。

「くそっ、わかんねえよ。何だよ、ええ！　黄泉を利用する？　架け橋？　もう、もうわからねえ。聞いたってどうしようもないし、どうするつもりもない！」

　自分で訊きいておきながら、一馬は半ば切れた。押し殺すつもりだった感情はいまや、堰せきを切ってあふれ出し、一馬そのものをも頭から吞のみこもうとしている。

「ただよ、ただ確かなのはよ──いま外で起こっているようなことってのは──その、〝箱舟〟とかいう、つまり、つまりは一族がやったことだっていうんだな！」

　声が響ひびき渡り、消える。一馬はひとり立ち尽くしていた。いまや周囲を囲う岩は彼ひとりを圧するためにのみ、高く、そして重くそびえ立っているような気がした。

「ああ」宗主は疲れたように、ため息混じりにつぶやいた。「一族は自ら、〝定義〟の崩ほう壊かいを望んだ。そして知ってのとおり、すでに計画は始動しておる」

「もうひとつだ！」

　一馬はまるで、爆ばく発はつするところだった爆弾のタイマーを自ら引き伸ばしたテロリストのように、怒りを喉のど奥おくで一度ぐっと堪こらえてから怒ど鳴なった。

「さっきから聞いてりゃ、あんたはまるで……まるで、全部知ってたみたいな口ぶりだったな。そうなのか？　わかってて、放っておいたのか。こうなるってことを……おれたちの戦いがまるで無む駄だだってことも……わかってて、あんたはおれたち一族全員に命を懸かけさせていたんだな？　そうなんだな!?」

　おそらくこのとき、「違う」と宗主が否定しようが、一かず馬まは信じなかった。「そうなんだな」と訊ききながらも、実際は答えなどはなからわかっていたし、そもそも、さっきからくり返し一馬が自問していたように、この際に与えられる真実などという代しろ物ものにどれほどの価値があるのか、一馬自身、わかってはいなかった。

　何だ。

　おれたちは何だ。ここはどこだ。

　何をしている。何をする？

　目の前にいるのは誰だれだ。外に荒れ狂っているのは鬼だ。

　人もいるはず。

　消えていく？

　いいや、喰くらわれる。

　世界も変わる。命も変わる。

　ここでひとり、おれは立っている。

　立っている。

　立っているだけ。

　あと少しでそれもできなくなる。感じなくなる。果たして何がどうなるか──そんなこと知るはずがあるか。とにかく、無駄だってことだ。抗あらがっても無駄。戦っても無駄。考えても無駄。何もかも無駄になる。今日きよう駄だ目めなら明日あしたやろう、って思ったことも無駄になる。まったく逆に、明日のために今日やろう、って頑張った努力も無駄になる。無駄になる。

　無駄、無駄、無駄、無駄、無駄、無駄、無駄、無駄、無駄、無駄、無駄、無駄、無駄。

「手前てめえ！」

　何かがそのまま脳天を突き破った。だからいま動いている一馬は一馬自身ではなかった。だからその手が宗主の首に伸びても止めようがなかった。

「……だから許せ、とは言わん、一馬」

　宗主は言った。いつも以上にしわがれ、苦しげな声で。

「だから、わしは……〝箱舟〟に命じられるまま……その命令に従う振りをしながら……彼らの求める、新たな実じつ験けん体たいを……誕たん生じようさせた……そう、さっき言うた、計画が発動するためのキーとなり得る……存在を」

　このとき、何を言われても一馬は手を放さなかったはずだ。

　その名前が出てきさえしなければ。

「浅あそ生う美み亜あを──な」







３──

　盛り上がっていた一かず馬まの背中と腕の筋肉がぴたりと止まった。「な」と唇から洩もれたその声もしわがれていた。

「何だと？……」

「おまえの妹、浅あそ生う美み亜あじゃ。彼女もまた、一六年前の事件をきっかけに誕たん生じようさせられた〝箱舟〟のコマのひとつ。そうなる……はずだった」

　ごおうっと音を立て、宗主の背後で霊力イイロが竜のようにとぐろを巻きながら天へと昇っていく。同じ色の影かげが一馬の顔を縦たてに薙ないだ。

「草くさ薙なぎ家けを襲おそった鬼は──その後も、結界内で暴あばれまわった。〝箱舟〟が意図したとおりだったのか、それとも彼らにさえ止めようがなかったのか。が、事実なのはその鬼を止めるため、長きにわたる戦いがはじまり、結果、数百人の迦か具ぐ羅らが命を落としたこと。一五、六年前のその戦いによって、わしも五人の迦具羅──神しん将しようを失った。いいや、六人といったほうがいいか」

　二つのぽっかりと開いた穴の奥に灯ともる、意思の残り火。一馬はほとんどぼんやりと宗主の眼がん窩かのさらにその奥を眺めていた。

「その六人目である、浅生天てん馬まによって、鬼は滅ぼされたのだ」

「浅生……天馬」

　一馬はおうむ返しにつぶやいた。

「そう。美亜の父じゃ」

「美亜の」

　一馬の脳裏に、ほとんど反射的といっていい速度で、浅生家の神棚に飾られていた写真が浮かび上がってきた。幼い赤子を抱いた、二人の若い男女。坊主頭のたくましい若者が浅生天馬。そして、その隣となりで微笑ほほえむ意志の強そうな女性が、浅生美み貴き。抱かれている赤子は一馬だ。八や咫た家に産まれた彼はすぐに浅生家に預けられた。一馬の名づけ親は産みの親である八咫新しん三ざぶ郎ろうの妻だという。我が子を他ほかの家に預けねばならなかった母の苦しみ、悲しみは想像のしようもないが、天馬の名になぞらえて「一馬」と名づけたとき、あるいはそれは母としての決別の瞬しゆん間かんだったのか、それとも、浅生の人間として育つ以上、真実はどうあれ、おまえにとっての両親は間違いなく浅生家の二人なのだ、と言いたかったのか。

　他の家から預かったその子を抱く天馬の手つきはどこか危なっかしい。赤子などはじめて抱いたのだろう。まだ二四、五の若さだ。しかし、妻とともに並んだその笑顔えがおは幸せにあふれているようにも見える。一馬を我が子として受け入れた何よりの証あかしだった。

「天馬は素す晴ばらしい迦具羅だった。歴史上のどんな迦具羅にも劣るまい。彼は仲間たちの犠ぎ牲せいを乗り越え、その鬼をついには斃たおしたのだ。が──」

　深く、暗い谷底で意思の炎が揺らめいている。ともすれば風に煽あおられ、消えてしまいそうなほど小さいのに、ゆらゆら、ゆらゆらと、それはどこか粘っこい光を放ちながらなおも揺らめきつづける。

「鬼もまた、歴史上のどの鬼よりも強大な力の持ち主だった。当然だ、〝箱舟〟が何人もの外げ法ほう士しを犠ぎ牲せいにして呼んだ、最強の鬼なのだから。天てん馬まも無傷では済まなかった。いいや、あるいはそのまま命を落としたほうがまだ救われたのかもしれん。少なくとも彼は健すこやかな霊力イイロとなり、結界に捧ささげられたはずなのだから。だが、天馬は強い迦か具ぐ羅らだった。その強さが仇あだとなった。彼は死んだ。生きたまま死んだのだ」

　小さな炎の揺らめきに重なって、一かず馬まの脳裏に思い浮かんだとある姿があった。

　それもまた揺れていた。

　炎となって揺れていた。




「外法……鬼……」

　みづきがわななく唇からその名を呼んだ。

　三ヶ月前。

　真夜中の学園で、藤とう堂どう姉妹、ならびにそれを操あやつっていた大おお野の手て久く美みの野望を挫くじいたその直後。

『こいつはお笑いだ』

　頭上を漂っていた、青白い人ひと影かげがくっくっと笑った。一六年前、天あま津つ学がく園えんから鬼を解き放った張本人──水蛭子ヒルコである。

『ここにふたたび封じられていたのは鬼などではなかった。反はん魂ごんした迦具羅だったのだ！　あっはっは、一族も業ごうが深い。城主、聞いているか？　おまえは、一族の人間を生きたまま封じた城から力を得ていたのだよ！』

　廊下の向こう。

　暗くら闇やみを、人ひと型がたに割った赤黒い炎。

　それは──、




「浅あそ生う天馬は、反魂したのだ」




　それは近づいてきた。圧倒的な力に打ちのめされ、身動きひとつ取れない一馬のもとへと、炎を孕はらんだ歩みをひとつひとつ運んでいく。

　歩くだけで〝定義〟が薄うすれそうなその力に、一馬の全身が悲鳴をあげていた。




「彼らは失った鬼の代わりに、この天馬をも実じつ験けん材料として利用することに決めたのだ。そう……おぬしの城に封じられていたのは反はん魂ごんした浅あそ生う天てん馬まじゃ。だが、それだけには留とどまらぬ。〝箱舟〟はその直前、さらに恐るべき実じつ験けんを施していた」




　反魂した迦か具ぐ羅ら、つまりは六ム色イロが近づいてくる。

　そこに存在するだけでもたらす外げ法ほうのパワーは、一かず馬まのみならず、その場にいるすべての人間を苦しめていた。

　みづきも片かた膝ひざをついたまま動けず。

　壬み琴こともうずくまったまま苦く悶もんの息を吐き。

　そして──、苦しみのひときわ激はげしかったのが美み亜あだ。

　廊下を転げ回り、身体からだを二重にも三重にも折り曲げながら、酸素を求める魚のように口をぱくぱくと喘あえがせていた。

　なぜ？

　迦具羅として、三人の中でその能力がもっとも秀でているのは他ほかならない彼女だ。全身にまとうという、とても珍しいタイプの迦カ具グ土ヅチを扱うのもそうだし、二つ目の迦具土が与えられた事実が示すとおり、彼女は天あま津つ学がく園えん内のみならず、その他大勢の迦具羅の中でも、秘められた能力という点ではトップクラスに位置していたはずだ。

　それが……なぜ？

「いけないわ」

　不意に、身体をがんじがらめに縛しばっていた見えない鎖くさりが解かれた。頰ほおを刺した青い光とともに。

　六色と一馬との間にあふれたその光は、小さな女の子の姿をしていた。

「よく見なさい、あなたの目の前にいる人を。そして、あの子を」

　あの子。

　浅生美亜。

　なぜ六色の影えい響きようが彼女にもっとも色いろ濃こかったのか？

　父親だったから？

　いいや──。




「浅生美亜は、鬼の子なのだ」




　戦いの数ヶ月後、〝箱舟〟は、反魂しかけていた天馬を捕えた。

　通常、反魂は一いつ瞬しゆんにして起こる。が、天馬はその身体を黄泉よみに蝕むしばまれながらも、恐るべき精神力でもって、その侵入を遅らせていた。一瞬ごとに訪れる、心身を裂くほどの痛みに耐えつづけるという苦しみは、果たしていかばかりのものだったのか。〝箱舟〟はその天馬をとある聖堂に閉じこめ、そしてそこに彼の妻──美み貴きを招いた。

　美貴は〝箱舟〟子飼いの外げ法ほう士しに操あやつられてでもいたのだろうか。

　そこで三日三晩、夫婦はともに過ごした。

　ともに心を失ったままのその時間は、美貴の胎内に新たな命を宿した。

　父は無む論ろん、浅あそ生う天てん馬ま。ただし、彼は反はん魂ごんしかけていた。

〝箱舟〟は、『人』と『鬼』との間に子を設ける実じつ験けんを行ったのである。




「美み亜あは、混沌カオスを招くためのキーとして選ばれたのだ」

　宗主の声が、遠く、無人の荒野を吹き抜けていく風のようになって聞こえてくる。

「そしていま、美亜の力によって結界内の〝定義〟は崩れ去った。おまえが学園で見たという片手片足の男こそ、草くさ薙なぎツルギであろう。彼奴きやつもまた、計画のプログラムを担った男だ。おそらく外法の力を美亜に注いで、計画を早めたのだ」

　このじじいは何を言ってやがるんだろう、と一かず馬まは思っていた。暗い谷は相変わらず目の前に広がりを見せている。ゆらゆらとした火もまだかすかに燃もえている。どこかに摑つかまるようなところはないだろうか。何だか足元がとても不安定だ。このままだとおれ、落っこちちまうよ。

「美亜が最初のきっかけをつくり、結界を内部から崩ほう壊かいさせる。それが成功した以上、奴やつらはすぐに次の段階へと計画を移行させるだろう」

　うるさい、黙だまれ。

「美亜は──無念ながら、助けられん。鬼としての力が芽め生ばえたいまとなってはもう手遅れだ。何とか助ける方法を模索してはいたのだが、〝箱舟〟ではない我々では、外法の方程式ひとつ解読できん我々では、鬼を人に戻す方法など見つけられはしなかった」

　黙れって言ってるんだ。火がおれのほうに近づいてくる。落ちているんだ。

「やがて彼女は自らの……人としての〝定義〟さえも乱すだろう。人の肉体を保ってはいられなくなる。これだけは言うまいと思ってはいたが、一馬よ、すまぬ。産まれたときより、そなたひとりにあらゆる重荷を背負わせてしまった。すまぬ──」

　炎が右に左にと揺れている。

　間近で見て、はじめて一馬は気づいた。

　揺れているのはその炎ではない。自分自身だった。

　ゆらゆら、ゆらゆら。風に揺らめき、波に揉もまれて。

　いつしか一馬は、自分自身がどこにいるのかすらわからなくなっていた。







４──

　お兄ちゃん──。

　幼い、甘えたような声が呼びかける。

　何だ、またかよ、と一かず馬まは思いかけて……、

　お兄ちゃん。

　あ、そうか、と思いなおした。最初は本当に「お兄ちゃん」だったのだ。

　──遊びにいくの？　ね、美み亜あもいっしょでいい？

　やだよ、と一馬。おまえ連れてくと、みんな嫌いやな顔するだろ。男は男同士で遊ぶの。おまえは別んとこいってこいよ。群むら雲くものみっちゃんとか、女の子もいっぱいいたろ。

　周りはみんな大人おとなばっかり。たまにこうして集まる盟主家の人々は、時折難むずかしい顔を突き合わせて難しい話ばかりしていた。子供たちはいつもほっぽりだしだ。

　──やぁだ、やだ、やだ。美亜、ひとりじゃ駄だ目めだもん。あーそーぼー、って、言えないもん。だからお兄ちゃん、連れてってよ。大人しくしてるから。

　駄目駄目。いっつも途中で、自分も入れて、って言うくせに。女の子だとみんな気を遣うんだ。だから嫌なんだよ。大体、おれたちに言えるくせに、何で女の子相手に言えないんだよ。

　──うう、う、う。

　やめてくれよ。うわ、もう、泣くな。おれがじいちゃんに怒られるんだぞ。

　──うえ、ええ、え。

　だから！　ああ、もう……。

　──あーっ、一馬が妹を泣かせてる！

　群雲のみっちゃんが現れた。男の子みたいに真っ黒に日焼けしている。

　──おまえ、美亜を泣かせたら駄目だ、って言ったろ！

　う、うるさい。おれの妹だ。おまえのじゃない。何でおまえにそんなこと言われなきゃいけないんだよ。

　──お、口答えしたな？

　にやと笑うみっちゃん。ぞくりと肌に走る悪お寒かん。

　──よおし、また象さんの刑だ。そのあと、裸で女の子たちの前を歩かせて……あっ、手前てめえ、逃げるな！　美亜、追うぞ！

　そうして一馬を追いかけているうち、美亜も泣きべそを引っこめ、きゃっきゃっと笑うようになって。

　みっちゃんにぶっ飛ばされたあとは、美亜もいっしょに連れて男の子たちのグループと合流する。男の子たちは不平そうな顔をするが、みっちゃんには逆らえず。ぶすっとした顔の一馬は、妹の手を引いていっしょに遊ぶ羽目になる。

　お兄ちゃん──。

　お兄ちゃん。

　そう呼びつづけていた美亜が、いつからか、一馬のことを「兄貴」と呼ぶようになった。

　いっしょに遊ぼうとは言い出さなくなり、逆に、学校でたまにばったり出くわしたりなどすると、全速力で逆方向に逃げ出したりもする。いっしょのところをあまり見られたくないのだ。責任の九割近くはまあ、一かず馬まにある。『能無し』のみならず、『ど変態』の頭とう角かくを露あらわしはじめた頃ころであるからして。

　──兄貴、恥ずかしいからやめてよ、もう。

　不平顔でぶちぶち言うのもいつしか美み亜あの役目になった。

　わかった、やめよう。

　──ほんと？

　その代わり、おまえ、うちのクラスの佐さ織おりちゃんと仲よかったよな？

　──ああ、うん。よく迦か具ぐ羅らの訓練でいっしょの組になるからね。おやつとかつくってきてくれるの。それが？

　そのう、あのだな。ええと。

　──うあ、顔赤らめてる。気持ち悪わりい。

　気持ち悪いとは何だ！

　──あーあ、何かもうわかっちゃった。何？　セッティングでもする？

　い、いや、面と向かって言えるか、恥ずかしい。

　──あたしの家庭訪問できた美み香か先生に、お茶を運ぶなり、転んだ振りして抱きついておっぱい触ってた奴やつが言うかねえ。先生、泣いてたっけか。

　だ、だからな。おれは真人間になるのだ。佐織ちゃんとつき合ったら、他ほかの煩ぼん悩のうなど晴れるに決まっている。

　──ふうん。

　どことなく不ふ機き嫌げんな美亜に、一馬は震ふるえる手で便びん箋せんを渡した。

　こ、これを渡してくれまいか。その、何だ、返事はいきなりでなくていい。だから、おまえは渡してくれるだけでいいんだ。な、な。頼むよ。おまえの欲しがってた、そう、あれだ、ぬいぐるみあげるから。

　──何年前の話だっつうの。

　いやまあ、ともかくだ。

　──わかった、わかりました。いいよ、そんぐらい。結果に関しては責任持てないからね。

　お、おう。恩に着る。

　──着れ着れ、一生着れ。

　そう言った美亜の口の端がにやと笑ったことにどうして気づかなかったのか。あれは、そう、幼い頃、一馬を虐いじめていた壬み琴ことと同じ種類の笑み。

　ちなみに、その後の顚てん末まつについては「殿様気分でＨＡＰＰＹ！　第一巻」に詳しい。熟じゆく読どくすべし。

　お兄ちゃん。

　兄貴。

　呼び方は変われど、それはやっぱり美み亜あ以外の何者でもなく。

　お兄さまだの、兄上だの、兄君だの、兄ィだの、呼び方のバリエーションが増えたここ最近にしたって、それは同じなのだ。

「…………」

　一かず馬まはひとり、家の中庭に面した縁えん側がわにいた。

　何をするでもない。ただじっと縁側に座っている。

　時折ぶらぶら足を揺らしたり、大きく深呼吸してみたり、そうした動きの変化こそあるものの、基本的にはじっと座って、ただうつむいている。

　ふと視し線せんを上向ける。異様な空が広がっていた。薄うすい絵の具をいくつも水に溶かしたような、いっこうに色の定まらない空。いまさらながら、この世のものとも思えない光景だった。

　この家の垣根の向こうでいま何が起こっているのか。一馬には想像を巡らせる気力さえ残されていない。視線を元の位置に下ろした。そこは正常な色の世界だった。彼の知る限り、この民家の内側だけにかつての世界が保たれているのだ。

　さっきからじっと眺めている風景に、しかしちょっとした違和感を覚えて、一馬はその原因を目で探った。垣根のすぐ下辺りに、ピンク色の花が咲いている。花には詳しくない一馬だが、コスモスくらいはわかる。見た目、別に珍しいところはない。勘違いかと思った矢先、慎つつましい色をしたその花弁にじわりと何かが染み出した。

　黒い斑はん点てんのようなものが浮き上がったかと思うと、それが──というより、それも、水に溶け出したように花びらを侵食しはじめる。驚おどろいて目を瞠みはった一馬の前で、しかしコスモスは抵抗していた。黒い斑点があっという間に広がるかと思いきや、今度はピンク色が意外にも勢いを見せてふたたび広がっていったのだ。それはもしかしたらこの家の中に渦巻いている霊力イイロと、外からいまだ吹きつけてくる圧倒的な外げ法ほうのパワーとの拮抗を如によ実じつに表したものかもしれず、また実際そのとおりだったろうが、一馬には、コスモスの花そのものが、自らの存在を、すなわち〝定義〟を乱されまいと、ひとり、果敢に戦いを挑んでいるようにも見えた。

　別の言い方をすれば、この家だってつまりはずっと安心ではないということだ。宗主の霊力があればこそ耐えてもいられるが、それも永遠ではないという意味だろう。

　一馬はコスモスを見つめつづけた。あるイメージが脳裏に浮かび上がる。夜の海──黒く砕けた波頭が高く高く舞まい上がる。こちらは防波堤もないままにそれを受け止める。ピンク色の敗北は時間の問題だった。

「一馬……」

　近くで呼びかける声があった。

　そちらを見ると、立ち尽くした壬み琴ことがいた。顔が引きつっている。のみならず、真まっ青さおになっていた。

「美み亜あが」

　聞くなり、一かず馬まは立ち上がっていた。最後まで言わせたくなかったかのように。が、なぜかそれ以上動けない。最初の一歩目を踏み出せない。

　宗主のところで耳にした数多くの言葉がよみがえった。それは嘲あざ笑わらう何者かの声になっていた。無む駄だだ、無駄だ、無駄だ。笑っているのは一馬自身だ。

「一馬、あたしも聞いた」壬み琴ことは青ざめた顔のまま言った。「いろいろ考えちゃうだろうけど……頼む、いまはいってくれ。おまえを呼んでるんだ」

　このまま動かないでいれば、何も起こることはないのじゃないか、と半ば真剣に一馬は思っていた。横目で庭のコスモスを見やる。八割以上が黒ずんでいた。どこかでかその行為を死ぬほど悔やみつつ、一馬は頷うなずいた。




「よお」

　ドアを開けるなり、一馬は言った。

「よっ……」

　対する美亜は布団の中にいた。ひと目その姿を見た瞬しゆん間かん、一馬は顔に驚おどろきが出てしまわないように苦労した。無む理り矢や理り笑って、傍かたわらに尻しりを落とす。

「何だ？　今度は、病弱妹キャラか」

「んー。それも悪くないかも」

　美亜は薄うすく笑う。本当に薄くなりかけた唇で。

　布団の下で、美亜の身体からだはほとんど透けていた。顔のすぐ向こうにある枕まくらさえ覗のぞけて見える。透明になりつつあるのだ。

「──ね。いま、外で何が起こってるの」

「何でだ？」

「だって、誰だれも教えてくんないしさあ。窓の外も見せてくれないんだもん。凄すごいことになってんだな、くらいには考えるよ、あたしだって」

「気にすんな」

　一馬は天てん井じようを仰いだ。古い家の割に染みのほとんどない、きれいな天井だった。

「え？」

「だって、いつもそうだったろ。何か、わかんねえことに巻きこまれて、戦って。上の連中はほとんど何も教えてくんなくて。だからいいよ、一回くらい気にしなくて。あとは偉い連中が何とかするんだろ」

「ふうん──」

　一馬は特に意味もなく天井をにらみつづけていた。視界の隅に映る窓にはカーテンがかけられている。異常な世界を美み亜あに見せたくなかったのだろうか。彼女自らが招いた混沌カオスを。

「もう知るかよ。城主だ、次期宗主だ、なんて乗せられてきたけどさ。結局おれ、いい思いなんて一度もしてねーし。まだ『能無し』の頃ころがよかった。毎日、楽しかったもんな。みづきさんはいまより怖かったけど、それでも『命を懸かけて戦え』なんてことは言わなかったよ。家じゃ、おまえにこき使われてたけど、ま、それだっていまに比べりゃ悪くない。剣けん三ぞうのじじいは口やかましかったけど、まあ老い先短いからな、孫としてもうちょっとつき合ってやってもいいかな」

　あれ、そういや、じじいはどこいった？──そう思いかけたが、すぐに一かず馬まはその考えを頭の外へと追いやった。どうでもいいじゃないか。何かやってるんだろうさ、おれたちの知らないところで、知らないことを。

「ふうん」もう一度美亜は相あい槌づちを打った。「じゃ、浅あそ生う家けに戻ってくる？」

「うん？　うーん……。それも、悪くないか」頭をひねりながら一馬はちょっと笑った。「もう学校に住んでたってしょうがないもンな。あそこはいまや新しんちゃんの〝城〟なんだし。八や咫た家にいったって、気詰まりするだけだろうし」

「意外に兄貴は繊せん細さいなとこあるからねー」

「意外は余計だ。ふふん、八咫家にはいかなくったって、あっちと血のつながりがあるのは確たしかなんだ。遺産相続とか、そういう話になったら飛んでいってやる。できるだけふんだくって、あとはあばよ、だ」
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「あはは」

「つまるところ、世の中は金と家柄だな。女の子にしたってそうだ。この半年がおれをそう悟らせた。こうとなりゃ、八や咫た家けのおいしいとこは全部利用させてもらうとするよ」

「じゃ、浅あそ生う家も建て増しだね」

「そうそう、立派な門構えにして、盟主家として恥じぬよう……って、何で、おれがそんなことに金を使わなくちゃならんのだ。おまえらにゃびた一文やらん」

「あっ、けち」

「言ってろ。将来は優ゆう雅がに、遺産を食くい潰つぶして生きていくんだ。毎週、デートする女の子もとっかえひっかえだ。金持ちのプレイボーイといったら何が条件かな？　やっぱ、クルーザーのひとつは持ってないと駄だ目めかな。スキー、乗馬はもちろん、人並以上にこなせないとかっこつかないし、あ、となると、馬だって必要になるぞ。冬山のロッジだって所有してなきゃいかんか？　何だ、いろいろ面めん倒どうくさいな。古いタイプのプレイボーイは駄目だ、やっぱり。これからはＩＴだな、ＩＴとべんちゃあ、だ。間違いない」

　わかっているのかいないのか、古いセンスで納得する一かず馬まの耳に、

「……だよ」

　美み亜あの声が聞こえた。「ン？」と何気なくそちらを見やった一馬は、

「噓うそだよ」

　妙にもの静かな微笑ほほえみに迎えられた。

「何。何が噓だ。べんちゃあか？」

「いくんでしょ？　何だかんだ言ったって」

「え？」

　どきりとした一馬を見つめ、美亜は前よりも薄うすくなった微笑を差し向けながら、

「いくんだよ、兄貴は。ふざけんな、馬ば鹿か野や郎ろう、もうやるもんか、って言ったって、兄貴はやるんだよ。女がいなきゃやだ、何もおいしいことなんかないんだ、誰だれがそんな思いをするもんか、って言ったって、兄貴はやめやしないんだよ」

「…………」

「しっかりしろ、お兄ちゃん。頑張れ、兄貴。女だったらここにいるぞ、兄ィ。あなたのお近くにいつまでもおりますわ、兄上」

「…………」

「だって」微笑をつくり変え、美亜はにっと意地悪く笑った。「ダーク・ハンターＫＡＺＵＭＡだもんねえ」

「なに！」

　美亜が布団の下から取り出したノートを見て、一馬の顔色が変わった。彼の所有物だ。

　その中のとあるページを開いて美み亜あは節ふしをつけて朗読する。

「夜に泣いているきみの背中を

　抱いてあげたい　光の翼つばさで

　空を見上げて　その名を呼べよ

　ダーク・ハンターＫＡＺＵＭＡ！

　エビルスレイヤーＫＡＺＵ……わっ」

　一かず馬まが美亜の上に馬乗りになってノートをひったくろうとする。それをひらりと美亜の手がかわす。

「か、返せ！　手前てめえ、いつの間に!?」

「あはははっ、学校の聖堂でさ、兄貴の私物片づけているときに出てきたんだよ。びっしり書いてあるから、何かと思って見てみたら、なになに、ＫＡＺＵＭＡのメインテーマ？　愛のバラード（エンディング候補曲）？　サインの練習までしてやんの、あははははは！」

「こ、このー！」

　一馬と美亜はばたばたと暴あばれた。

　二人の身体からだが自然と密着する。透きとおった美亜の肌が一馬の間近にあった。

「夜の向こうに　朝がくるよに

　きみの近くに必ずいるさ」

「だ、だから！」

「ダーク・ハンターＫＡＺＵＭＡ！

　エビルスレイヤーＫＡＺＵＭＡ！」

「やめてくれー」

「はい、美亜ちゃんデータベースに収しゆう録ろく完了」

　美亜はいきなりノートを一馬の顔面に押しつけた。「ええい」とノートを取り払ったそのとき、二人の顔にあった距きよ離りはほとんどゼロに近くなっていた。

「頑張んな」

「美亜」

「兄貴はひとりじゃないよ。あたしがずっと側そばにいるよ。『夜の向こうに朝がくるよに、きみの近くに必ずいるさ』、だっけ。ね、だから、いっていいんだよ。知らない顔するなんて、そんな無理しないでさ」

「美亜──」

　くり返す一馬の言葉はかすれていた。彼ももう、限界が近かった。かろうじて浅あさ瀬せで喰くい止めていた感情の波が、いま熱あついほとばしりとなってあふれ出そうとしている。

「あたしも連れてってね。もう身体は大丈夫だから。大丈夫、羽衣だってばっちり使えるって。兄貴には傷ひとつつけさせやしないから。だから約束。どこへいくにも、あたしを連れていくこと」

「……」

「子供のときみたいに、置き去りにしないこと」

「ああ……」

「約束だよ。……何か、懐なつかしいねえ」

　美み亜あはくすっと笑った。目め尻じりからひとつ光がこぼれ落ちる。

「また……遊びたいね。昔みたいに──今度は、キャラとか、つくらないからさ。みんなで、普通に、遊ぼうね」

「ああ……」

「壬み琴こと姐ねえも、みづき姐もいて。どこいこっか。考えといてね」

「ああ」

「約束──」

　美亜の表情が目の前でぼやけていく。一かず馬まの目にあふれていたものばかりが原因ではなかった。確たしかに美亜の姿が薄うすれつつあったのだ。

「──だから──ねえ──」

「ああ」

「兄貴。次に会ったらさ、こう呼んで……いい？」

　美亜の唇が動いた。

「か」

「ず」

　最後の言葉が声になるより早く、美亜の姿は薄い光を放ちながら、その輪りん郭かくを溶かしはじめていた。一馬は力いっぱい抱きしめた。消えかけたぬくもりを、しっかりと腕の中に閉じこめてしまおうとするかのように。

　ずっと──ずっと。










五章「ENDLESS・NIGHT」













１──

　ノックをするのは昔からの習しゆう慣かんだった。

　女性の部屋に前触れもなく足を踏み入れるなど、あの老人方のような不ぶ躾しつけな真似まねは彼にはできない。だから今日きようもノックをした。たとえ応じる声がないと知っていても。

「入るよ」

　さらにひと声かけてドアを開ける。踏み入れかけた足を止めた。

　かと思うと、一気に駆け出した。

　中にあるのは闇やみ。ぞろりと何かが蠢うごめいた。他ほかならない、闇そのものだった。室内に満ちていたがため、部屋の輪りん郭かくと質量そのままを引きずって、彼めがけ襲おそいかかってくる。

　青年は失われたはずの右手を振って、身にまとわりつこうとする闇を退けた。ぎええ、という奇怪な叫びが、手の動きとまったく同じ軌跡をなぞって消えていく。

　しかし闇やみは無む尽じん蔵ぞう。上から、下から、右から、左から──考え得る限りのあらゆる角度から降りかかってくる。

　青年は右足で床を蹴けった。

　そこにあるべきはずの天てん井じようは闇となって失われていたから、それをも越えて彼は高く跳んだ。追いすがってくる闇を空中でさらに蹴って、勢いを得るままに空間の中央に着地する。

　いったん、外側に泳いだ闇たちが、それぞれの進路を急反転させて群がりかかってきた。

　そのときにはもう青年は右手を突き出していた。彼はあえて闇の中心部を選んだのだ。

　見る見るうちに闇が濃のう度どを失っていく。猛烈な勢いで青年の右手に吸い寄せられていくのだ。

　数秒後、闇は完全に晴れていた。

　踏ん張っていた右足がよろめく。青年は健在なほうの左手を伸ばして、ベッドの枠に摑つかまって半身を支えた。

　ジャケットの右手部分はやはり萎しぼんでいる。

「──ふう」

　ひと息ついてベッドを見下ろす。そこには誰だれの姿もなかった。が、青年はそこに眠りについている少女の姿を見ることができた。端正な顔立ちもそのままに。

　ずっとそうだったから。ここにくるとき、彼女はいつも眠りにつかされていたから。

　いいや、ある意味では彼女は他ほかのどんなときであれ、常に眠っているのだ。失われた心がある限り。目覚めのときがこない限り。

「黄泉よみの侵攻速度が思ったよりも速いな──宗主め、そろそろくたばりかけているのかな？」

　辺りは白い病室へと戻っていた。あるのはベッドと、『患者』の頭近くに置かれた小さな花か瓶びんのみ。彼はじっとそのベッドを見下ろしていた。

「それはつまり、もうすぐ、ってことだね」

　青年は、しわひとつない白いシーツに手を這はわせていた。ぬくもりはすでにない。

「この世に生まれてきたのかどうか、それさえも定かではないきみ。黄泉と現げん世せの狭はざ間まに心を置き忘れてきたきみ。すべてはあのとき、きみを守れなかったぼくのせいだ。だから……何ひとつ苦しみのない、誰かが誰かの時間を、誰かの『夢』を奪うことのない、そんな世界をつくり出してみせる。そう、もうすぐ。もう、すぐだ」

　うつむいた青年の表情を、長い前髪がばさりと覆おおい隠した。

　やがて彼は少女に背を向けようとした。

　世界が一変したのはまさにその瞬しゆん間かん。

「これは──」

　呆ぼう然ぜんとしたつぶやきが洩もれた。

　向かいかけていた病室のドアが消えている。

　風と太陽の匂においがした。そして実際にそこには光が降り注ぎ、草花が風にそよいでいた。

「──」

　息を吞のんだ青年は、四方二メートルにも満たない空間が、やがてその狭い囲いさえも失って徐々に徐々に広がっていくのを無言で見守っていた。

　右手側に白い靄もやめいたものがゆらっと立ち昇ったかと見えるや、すぐに大きな建物の姿となってそびえ立った。青年には見み慣なれた形をしていた。が、実際のその姿よりずっときれいに見えた。そしてその影かげになっている場所に、いくつかの気配けはいが動いた気がして、青年は反射的に身構えた。

　三人の子供たちの姿だった。

　青年は、何をどうしたらいいかわからない、といった具合にじっと立ち尽くしたまま。風は春の匂いを伝えていた。そよそよと草花が揺れている。子供たちは笑いながら追いかけっこをしていた。

　青年は建物のほうを見上げた。彼が現在、中にいるはずの建物だ。なのにいま、外から見上げているという不条理さがさしもの彼をしばし悩ませた。肩までの髪を手で払いながら、

「この病院の外？　誰だれか、他ほかの患者が見ている『夢』か。いまのこの状況、一族ならば確たしかに〝定義〟を発生させることはできるだろうが、ぼくをも巻きこむとは。しかし、いったい、誰の……」

　子供たちのほうに視し線せんを移す。

　さっきまでは顔かたちがはっきりしていなかったが、これも『夢』を見ている人間が具体的に〝定義〟を固定化させてきたのか、ゆっくりと表情が浮かび上がってきていたのだ。

「！」

　青年はふたたびよろめきかかった。

　今度は摑つかまるものが手近になかったので思わず倒れそうになったが、すぐに『夢』の中だということを思い出し、彼自身も新しい〝定義〟を素早すばやく頭の中で念じた。両足で地面を踏みしめ、何とか姿勢を保つ。

　彼女がいた。それも二人。同じ顔をした女の子二人が確かにそこにはいる。

「馬ば鹿かな」

　青年は呻うめいた。顔色は白い。

「彼女の『夢』……？　いや、違う。彼女はここにはいない。それに、もし彼女ならば、もうひとりの自分など意い識しきもしていないはず……」

　今度は男の子の顔もちらりと見えた。ふと青年の目が細められる──見覚えのある顔だった。

「これは、まさか……」

　はしゃいで跳ね回る三人を、青年は遠巻きに眺めていた。よく顔の似た女の子二人に追いかけ回されて、男の子がいきなり前のめりに倒れた。ふと女の子二人は笑顔えがおを引っこめ、心配そうにおそるおそる近づいていく。と、いきなり立ち上がった男の子が彼女のスカートをぱっとめくった。顔を真まっ赤かにした彼女はふたたび男の子を追いかけていく。

　が、なぜだろう──男の子ともうひとりの女の子、この姿はひどく鮮せん明めいなのに、彼女だけが不鮮明だ。ちらちらとノイズがかかっているようにも見え、ともすれば風に煽あおられた灯ともし火びみたいに消えそうにもなりかける。

　それでも彼女は笑っていた。

　青年のはじめて見る表情だった。

　彼は長いことその場にいた。やがて『夢』が薄うすれいき、陽ひの光も春の匂においも潮しお騒さいのように遠ざかって、むしろ寒々とした薄暗がりと沈ちん黙もくだけの支配する病室の風景に舞まい戻ったその中にあっても、彼はじっと立ち尽くしたまま動かずにいた。

「失われた心とて、『夢』を見る？──」

　つぶやきが洩もれたのはどれくらい経たったあとなのか。

　青年は誰だれもいないベッドを見下ろしつづけていた。




「奴やつらは、次に天てん馬まを利用する気でいるじゃろう──」

　青あお紫むらさき色いろの渦が大小様々な円を描くのを背後に、老人は言った。前方には数人の姿がある。

　宗主が聖堂を離はなれるわけにはいかないので、話があると言われた以上、彼らはここに集まる以外にない。本意だろうが不本意だろうが、いまは宗主がもっともこの状況を把握している人物であることに疑いはなかった。

「柔らかくなった〝定義〟を、いまや黄泉よみでももっとも強い力を持つだろう反はん魂ごん鬼きに喰くわせることにより、新たな〝定義〟を生むにふさわしい土ど壌じようをつくる気でいるのじゃ」

「ふむふむ」

　と誰かが相あい槌づちを打つ。

「いわば破滅の最終段階。『夢』を見させることによって〝定義〟の破は壊かいに役立っていた人々も、この段階で鬼に喰われ、命を落とすじゃろう。何としてでもそれは喰い止めねばならん」

「しかし、宗主さま」

　口を挟んだのは真さな田だ知とも世よ。七しち神しん将しようのひとりだ。

「一族の主だったほとんどの盟めい主しゆ家けは〝箱舟〟の計画に加担しておられるというお話、真まことであれば、我々の味方はどれほど残されているのでしょう？」

「加担しておるというよりも、〝箱舟〟より達しがある以上は傍ぼう観かんせざるを得ん──というのが実情。中には反旗を翻ひるがえすものもあろうが、そこの辺りは〝箱舟〟も抜かりはない。歯向かった際に厄やつ介かいになるだろうものたち──六ろく賢けん人じんや、六つの〝城〟──には前もって動けぬよう、先手を打ってあるだろう。〝城〟にはひっきりなしに〝歪ゆがみ〟を差し向け、六賢人のそれぞれの家は鬼を宿した迦か具ぐ羅らの部隊で包囲する、とかな」

「鬼を宿した迦か具ぐ羅ら──それって、あの、もしかしたら」

　はっとしたように声を出したのは群むら雲くも壬み琴こと。浅黒い肌が青ざめている。霊力イイロの投げかける光のせいばかりではない。

「おう。生身の人間に鬼を宿すという、忌まわしき実じつ験けんをも〝箱舟〟は行っていた。一六年前のあのときからな。十と拳つか組ぐみを利用し、実験材料にしたのも無む論ろん彼ら。ある程度は成功が見えたと確かく信しんしたのだろう、今度は迦具羅に鬼を宿しはじめた。反はん魂ごんさせるより手間はかからんし、何より、人の意思を残したまま鬼の力を得られるので効率がいい」

「あれ、普通の人間でも強かったもんねえ」

　と誰だれかがもっともらしく頷うなずく。

「それにいま霊力が失われているこの世では、迦具羅もほとんど力を使えんはずじゃ。しかし鬼ならば、むしろ外げ法ほうの力渦巻くいまのほうが力を発揮できる。たとえ味方になってくれる勢力があろうとも、勝負は最初から見えておる、というわけじゃ」

「学校でのときと同じだね。壬琴姐ねえ、藤とう堂どう姉妹と戦ったときもそうだったんでしょ？」

「あ、ああ」話を誰かに振られた壬琴は、なぜか応こたえるのに一拍の間を要した。「あたしたちの迦カ具グ土ヅチはすぐに消えたのに、反魂した藤堂たちの迦具土は、むしろ力を増していた。確たしかにすべての戦場がああいう状態になるんじゃ、迦具羅には勝ち目がない」

「宗主さま、いったいいまどれほどの規模で〝定義〟が薄うすれつつあるのでしょう？」

　訊きいたのは草くさ薙なぎなつき。ちょこなんと腰を下ろして小首を傾かしげているその姿は、礼れい儀ぎ正ただしい令れい嬢じようそのものだ。

「先ほど、わたしも自分の霊力を飛ばして探ってみたのですが──数メートルもいかないうちに、外法の渦に巻きこまれそうになりまして」

「まあ、何と無茶むちやな真似まねを」

　知とも世よが驚おどろき、たしなめるような目め線せんをなつきによこす。ちょっと舌を出したなつきは横目で謝あやまるように知世を見てから、

「すべての一族の人間が、同じ局面に立たされているのでしょうか。それとも、天あま津つ学がく園えんを中心とした周囲のみ？」

「おそらく、いまはまだ──な」宗主は、注意深く見てわかる程度に首を縦たてに振った。「さっきも言うたように、〝城〟はひっきりなしの攻こう撃げきに悩まされておるだろうが、逆に言えば、〝城〟の機き能のうが働いている限り、それはまだ結界が守られている証あかしだと〝城〟のものたちは信じておるじゃろう。危険な状態であることは認にん識しきしているだろうが、さすがに世界の一部が溶けはじめているなどとは想像の外。……もっとも、世界規模でそれが広がるのも時間の問題じゃろうがな」

「ううん」誰かが大げさに唸うなった。「でも、広がってない部分ってのは逆にどうなってるんだろ？　たとえば、あたしたちの家が巻きこまれてて、その隣となりの家がそうでなかった場合、隣の家から見たらあたしたちってどう見えてるのかな？」

「さあて。が、そもそも一族でない普通の人間には〝定義〟以外のものは目に見えぬ。肉体的な本能がそれを認にん識しきせぬよう、別のものを勝手に脳内でつくり上げるのではないかな」

「何でもお詳しいこったな、宗主さま」

　誰だれかのすぐ隣となりで、ひとりだけ険しい声を出した人物がいた。

　岩がん窟くつの隅っこに突っ立っているのは、裾すその長い学生服──長ランを着こんだ、ひと昔前の不良に似た格好をした男だ。

「何で一から一〇まで全部知ってて、それで止められなかったのか不ふ思し議ぎなくらいだよ」

「おい、一かず馬ま──」

　振り向いた壬み琴ことが止めようとしたが、

「だってそうだろ！　おれたちが命いのち懸がけてやってきたこと全部、一族が仕組んだことなんだぞ！　宗主のこいつが無関係であるわけがないだろ。いまでこそもっともらしく、干ひからびるくらいまで力使って、辛つらそうな顔してやがるが、元を正せば〝箱舟〟だか何だかの実じつ験けんをこいつが止められなかったのが原因なんだ！」

「落ち着いて。ね？」

　誰かの囁ささやきを無視して一馬はなおも吠ほえる。

「勝ち目がない？　世界が変わる？　どうせそれも一族の計画だっていうんなら、もう放っとけばいいじゃないか！　何やったって、無む駄だなんだしよお、あとはお偉い宗主さまが偉大なる計画とやらを実行させてくださっ……げほ、ごほ、がほっ」

　わかりやすくグレていた一馬は、吸えもしない煙草タバコを口から吐き落とした。ちなみに裾の長い学ランはなぜか民家の簞たん笥すの中にあったからそれを拝借してきた。

「ごめんなさい、うちの兄貴、わかってるくせに心の整理つける時間が必要なんです。ひとしきりグレたら満足して話聞けると思うから。ねえン？」

　と、誰かが一馬の顎あごをさすりさすりする。

「お、おまえなあ……」

「ほらほら、いまとなったらこういうこともできちゃうのよん」

　一馬は手を振り払おうとしたが、その手がするっとすり抜けて、その誰かさんの身体からだもろとも重なり合ってきた。半透明の姿は天あま津つ学がく園えんで出会った水蛭子ヒルコに似ている。人間の身体は突き抜けてしまうのだ。

「こういうふうに密着するのって、普通の男女じゃ無理なのよ、お兄さま。新時代の幕開け！　あたしたちこそ、この荒れ果てた世界で新しいアダムとイブになるのよ！」

「やかましい！」

　ふわあ、と白い顔が煙みたいにまとわりつこうとするのから逃げながら、

「大体！　おまえ、消えたんじゃなかったのか!?」

　震ふるえる指を突きつけた先にいるのは──ふわふわと宙に浮いたその人物とは。

　何と何と、浅あそ生う美み亜あその人である。

　先ほど、涙ながらに兄との別れを演出したばかりだというのに無む節せつ操そうこの上ない。身体からだは半透明だし、自由自在に空を飛んできたりもして、その辺が確たしかに異常ではあるのだが、基本的に顔かたちやスタイルに変化はなかった。「んー？」と眉まゆ根ねを寄せた美亜は、

「確かに〝定義〟は維持できなくなって、身体はなくしちゃったけど。つまりそれって、鬼になるって意味でしょ？　普通、一族は死んだら結界に捧ささげられるけど、鬼だから関係ないし、あたし、特別な鬼みたいだから、霊力イイロのあるここでなら人格も保てるみたい。あははは」

「笑い事か！」

「つれないなあ。涙ぽろぽろ流してたの、誰だれだったっけ？　また、歌っちゃおっかなあ」

「や、やかましい！」

　生前と変わらないやり取りに、見守る壬み琴ことには声もない。あまりといえばあまりな展開だった。

　……美亜はあの瞬しゆん間かん、人としての〝定義〟を失った。それゆえにいまの美亜は、厳げん密みつにいうなら『人』ではない。といって、彼女自身が口にしたようにただの鬼でもないようだ。と、二人のやり取りを落ち窪くぼんだ眼がん窩かの奥からじっと見ていた宗主が、

「一かず馬ま、おまえの力も影えい響きようしておるのだよ」

「…………何？」

　蛇状に胴体を長く引きずりながらこちらに巻きついてこようとした美亜を、必死で遠ざけようとしていた一馬がふとまなじりを吊つり上げる。

「おまえをそもそも浅生家に預けたのも、生まれ落ちたおまえをこの手に抱いたとき、特殊な力を感じたからじゃ」

「何言ってやがる。おれを浅生家の人間にしたのは、おれを餌えさにするためだったんだろ？　いまさら持ち上げようったって……」

「確かに、おまえの霊力イイロは次期宗主候補としては一二番目。ただ力の強さを物差しで計るだけなら、兄の八や咫た新しん之の助すけのほうがはるかに優すぐれておるだろう。が、力というもの、何も数値で判断でき得る種類のものだけではない。霊力が人の魂それぞれを形づくるように、おのおのの力にも個性があるのじゃ」

「眠たくなるような話すんな」

「覚えておるか？　壬琴」

　毒づいた一馬をひょいと無視して、宗主は壬琴に問いかける。いきなり話を振られた壬琴は「ええッ？」と緊きん張ちようした。

「十と拳つか組ぐみ組長の反はん魂ごんしかけていた魂を、おまえは滅ぼさずに元の人間へと戻した。こんなことは一族にも例がない。ゆえに、〝箱舟〟もいろいろと関心を抱いたようだが──さすがにこれは実じつ験けんの範はん囲いではなかったようだな──しかしあれはおまえの力ではない」

「と、いうことは？」

　そう言った知とも世よが、なかなか大人おとなしくしない兄に業ごうを煮やした美み亜あによって、頰ほおをぐにーっと引っぱられていた一かず馬まのほうを見る。宗主は頷うなずいた。

「一馬の力よ。報告によれば、あのとき壬み琴ことに力を送りこんでいたのは十と拳つか征せい司じだが、あの聖堂はもともと一馬に解放されていたもの。つまりは、あのとき聖堂に渦巻いていたのは数日にわたって彼が統括し、練り上げていた霊力イイロに他ほかならない。一馬の力にある個性とは、鬼の〝定義〟のみを弱めるというものなのじゃ」

「ほへとほへとほーいうはんへーははふんはほ」

　それとこれとどういう関係があるんだよ、と言いたかった一馬はまだ美亜と格かく闘とうしていた。

「だからおまえを浅あそ生う家けに預けたのだよ。〝箱舟〟の計画を知ったわしは、おまえの力を見こんで浅生家に送りこんでおいた。いずれ誕たん生じようするだろう人と鬼の合いの子──つまり美亜の鬼としての目覚めを遅くするために」

「目覚め？」

　兄とさらに身体からだを重なり合わせようとしていた美亜が、きょとんとしたように訊きく。

「今回、連中は計画の実施に当たって、おまえの鬼の目覚めをきっかけとして利用した。結界の内側で〝定義〟の崩ほう壊かいを起こす、というな。連中はいまのところその結果で満足したようだ。美亜が人としての命も長くはないことを知っていたのだろう。だから美亜をそのまま放っておいている。そこにこそ突け入る隙すきはあるのだ。おまえを誕生させたわしの目的は、連中の命令に従っている振りをしながらも、実際は、敵の切り札と同じ種類の手て駒ごまを手に入れるためじゃった。すなわち、黄泉よみと現げん世せの架け橋という──」

「ああ、もういい！」突然一馬は大声を出した。「だらだらと、うるせえってんだ。これ以上知るもんか！　そこで一生うんちく語ってろ！」

　叩たたきつけるように言うと、あとは宗主に背を向け、ずかずかと出口めがけて歩いていった。

「あっ、待ってよ！」

　美亜が素早く身体を浮かせて、兄の背に追いすがろうとするが、

「美亜、待て」宗主が鋭するどく呼び止めた。「おまえはここから外へは出んほうがいい。霊力の影えい響きようを逃れれば、ただの鬼となってしまう恐れがあるぞ！」

　うっ、と美亜が自分の身体に急ブレーキをかける。そうしている間にももう一馬は聖堂から姿を消していた。

「……まったく」なつきが仕方なさそうに肩をすくめる。「一族のくせに覚悟がないったら。あんな調ちよう子しで城主をやっていられたのが不ふ思し議ぎなくらい」

「そうだな」

　壬琴が静かに同調した。不満げな視し線せんを向ける美亜をあえて見ないようにしながら、

「あんな馬ば鹿かだから苦労させられてきたんだ。いまも……これからも」

　ため息混じりにそう言うと、一かず馬まの消えた方向を何とはなしに見やった。歩き出すには少々の時間が必要になったが、彼女は決して、ためらっているわけではなかった。







２──

　一馬は中庭に面した縁えん側がわでふたたび腰を下ろしていた。

　苛いら々いらと足を踏み鳴らしたり、頭を抱えたり、その頭をめちゃくちゃに搔かきむしってみたり。

　それでどうなるわけでもないと知りながら、それ以上何かを考えることもできない。といって、何も考えないでいることもできなかった。そんな矛む盾じゆんした苛立ちが彼の貧乏揺すりを加速させる。「あー」だの「うー」だの呻うめいていた一馬は、そのとき背後にそっと近づいてくる気配けはいを感じた。

「壬み琴こと」

「何だよ、隙すきあり、って殴りかかろうとしたのに」

　壬琴は笑いかけた。天あま津つ学がく園えんから抜け出してどれくらい経たつのか、もはや時間の感覚すらない一馬にはわからないが、壬琴はいつしか空手着から制服に着替えていた。

「…………」

　それから何を言うでもなく、一馬はまた自分の足元に視し線せんを這はわせ、壬琴はその傍かたわらに突っ立ったまま。

　中庭から見上げる空は相変わらず不吉な色を混ぜ合わせていた。

「宗主さまはさ」

　壬琴がつぶやいたのは、どれくらいの沈ちん黙もくを味わってからだろう。

「元々は〝箱舟〟の一員だったらしい。特別に霊力イイロ使つかいとしての能力を認められ、日本の宗主を任命された。だから彼らの実じつ験けんの経過や目的を知っていたんだ。その上で、宗主さまはそれを止めようとしている。本当なら、彼らといっしょになって計画を遂行させるのが一番楽なはずなのに」

「──」

「宗主さまは言っていたよ。いまの世界が好きなんだって。気に入らないから、もう飽きたから、自分たちの自由にしたいから──そんな理由で世界をつくり変えられたくない、って。そうすると、本当にいろんなことが無む駄だになってしまうから。あたしたちの戦いだけじゃない。人間すべての営みが……昨日きのうの失敗を悔やんでいること、だから今日きよう頑張ったこと、今日がたとえ駄だ目めでも明日あすにつないでいける希望……そんなもの全部が無駄になってしまうから」

　壬琴は空を見上げていた視線を、一馬の背中に落とした。その肩に手を置く。

「……わかってんだろ」

「…………」

「いこう。宗主さまは最後の戦いを挑まれるおつもりだ。あたしも戦いたい。みづき姐ねえだって、目を覚ませば同じことを言うよ。おまえだってそうなんだろ。もし世界が変わっちゃったら、おまえの好きなこと全部も変わっちゃうってことだぞ。もう隠かくし撮どりだってできない。城主になって好き放題やらかすこともできないぞ。女の子の水上ポカポカドカン、もう一回見たいだろ。何だったら、今度はあたしも予選から参加するぞ」

「ん」

「一かず馬ま」

「わかってんだよ、ああ、ちっくしょう！」

　いきなり一馬が立ち上がったので、壬み琴ことは驚おどろいてややあとずさった。

「美み亜あだってよ、あいつはあんなだから、いつもどおりにやってるけど……だけどもう、もう生きた人間じゃないんだ。戻れやしないんだ。そのことをあいつもわかっているはず。だけど……それなのに……ちっくしょう、みんな強いな。おれは、何だって……ああ、もう！」

　一馬は、今度は立ったまま足を踏み鳴らした。壬琴に向けた背中が震ふるえている。

　強くなんかないさ、と壬琴は言おうとした。みんなきっと同じ思いと悩み、そして恐れを抱いている。あたしと美亜がいつもと同じに見えるのなら、それはきっと──。

　いや、言うまい。壬琴は目を閉じた。口に出してもどうにもならないことだってある。目をふたたび開いた壬琴は、その代わりににやっと意地悪い笑みを浮かべた。

「まったく、おまえはどうしようもないな。やらなきゃいけないことはわかってるくせに、誰だれかに尻しりを蹴けっ飛ばされないと駄だ目めなんだ」

「……そうかもな」

「よっし、気合い入れてやる」

「えっ？」

　びくりと背中を震わせた一馬は、恐る恐る壬琴のほうを振り向いた。ぱきぱきと指の骨を鳴らしている長身のおねーさんの姿があった。何をする気なのかは一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。

「あ、あのう」

「何だ？　言い残すことでもあるのか」

　死刑執行人のごとき言葉に一馬はもはや震え上がることもできない。やる気だ。何があってもやる気だ。死んでも、たとえいまこの瞬しゆん間かん世界が滅びようともやる気だ。こっちが同意しようがしまいがお構いなし。群むら雲くものみっちゃんはいつもそうなのだ。「ううう」としばし動きを固めていた一馬は、ふと、庭のとある一点に目を奪われた。

「…………」

　何を思うのか、目を剝むいていた一馬はやがて、「──よし」と意を決したように頷うなずいた。

「やっちゃってくれ。思いっきり強く」

　そう言って胸を張る。壬み琴ことの目がやや丸くなった。

「ほう？　いい覚悟だな」

「えっと、いや、ちょっと待って。思いっきり、ってのはやっぱ、なし。その、本当、軽く、かるーくでいいから。壬琴さんは加減をご存じないお方ですから、ウソ、本当にこれでいいの!?　ってくらいがちょうどいいんじゃないかしら、ね、ね……」

「問答無用！」

　壬琴は固めた拳こぶしを思いきり後ろに振りかぶった。うわっ、と一かず馬まは反射的に顔を伏せつつ目をぎゅっと閉じる。

　どげしっっっ。

　……と殴られる様さまを想像した一馬は、早くも閉じた瞼まぶたの下でじんわりと涙を浮かせていた。条件反射だ。

　だから、いつになっても拳が降りかかってこようとせず、あれ、おっかしいな、と思った瞬しゆん間かん、肩を両手でそっと抱かれたときにはむしろそれ以上の恐怖を味わって、逃げ出そうとさえした。

　が、手の力がそれを許さない。思わず顔を上げかけた一馬のその唇に。

　柔らかく、熱あついものが触れた。

「んんっ!?」

　目を見開いた一馬の視界はしかし何も映し出さない。感じるのは、そよそよとした髪、押しつけられた身体からだの感触。柔らかいその肉体は熱く、しかし震ふるえていて。

　そして──、そっと唇が離はなれていく。身体をも遠ざけた壬琴は、それから具合の悪い機き械かい仕じ掛かけの人形みたいにぎこちなく数歩あとずさると、視し線せんのやり場に困ってか、あちこち見つめはじめる。正面だけは決して見ようとせずに。

「み、み、みこ、壬琴……」

　一馬はあわあわと声を上下させた。声と同じく、足元もまるで定まらない。頭の中は真っ白、身体からはふわあ、と力が抜け落ちていくようで。と、瞬間、いままさに触れたばかりの壬琴の唇が開いた。

「……き」

「き？」

「気合い！」

　突然の鋭するどい声に、思わず一馬の背がしゃきっとなった。鬼軍曹を前にした新兵のごとく直立不動で固まっていると、

「…………入ったか？」

　壬琴が問いかけた。「へ？」と一馬が見つめ返した壬琴の顔は、びっくりするくらい真まっ赤かに染まっている。瞳ひとみも黒く潤うるんでいたが、

「返事は!?」

「サ、サー、イエス、サー！」

「よろしい！　いけっ！」

　壬み琴ことに尻しりを蹴けっ飛ばされて、一かず馬まは敬礼の姿勢を取ったまま前のめりに数歩泳いだ。

「ぐ、軍曹どの！」

「何だ！」

「や、やっぱり気合いは入っておりません。もう一回お願ねがいします！」

「やかましい！」

「そ、そんな。あんまりだ。ぼくの、は、はじめてを奪っておいて。心の準備もできていなかったのにー！　今度はちゃんとわかった上でやりたいのであります！　それに今度はたった一いつ瞬しゆんじゃなくて、ぶちゅうっと激はげし……ぐあっ！」

　ごっつーん、ときっつい一発。

「いいから、いけったらいけっ！　全部終わったら、いくらでもしてやる！」

「ああっ!?　いま入りました。気合い、いま入りましたああ！」

　ご近所迷惑に騒そう音おんをまき散らしながら、二人がばたばたと中庭を去っていく。

　といっても、近所にもはや通常の人間はいないだろうが──。

　が、二人が去った数秒後、

「……見たか？」

「見たわ」

　どこからか、ひと組の男女の声が聞こえた。

「ぼけーっとしてやがるから、いっちょ遊んでやるか、と思っていたら。何とまあ青春だな」

「そうね」

「ゲテモノ趣しゆ味みっていうのかねえ？　群むら雲くもも地に堕おちたもんだ」

「ふふ。まあ、あたしにだって理解はできないけれど。でもいいんじゃないかしら？　かわいくって」

「そうかあ？」

「あとで、あなたにもやってあげましょうか？」

「ば、馬ば鹿か。ふざけんな。さあ、とっとといくぞ！」

「あらあら、こっちもかわいいこと」

　二人の気配けはいがふたたび途と絶だえた中庭。

　その垣根の下辺りに、先ほど一馬が目を奪われていたものがそよそよと揺れていた。

　ひと目でそれが何かを言い当てられる人間などいないだろう。ほとんどはもう色を失い、形さえ一瞬ごとに崩し変えていくそれを、しかし一馬だけは言い当てることができた。

　なぜなら、ほんの少しだけ──たった一枚の花びらのほんの先端だけがまだピンク色に息づいていたから。

　そうなってもなお、自分の姿を留め置こうと孤独な戦いをつづけていたから。

　人間ほどの意志も心もないそれが、しかしそれがゆえに、生命の本能に従ってこの世のものならぬものから身を守ろうとしつづけている。最後の最後まで。どこかでか必ず勝利を得られるのだと意志なき意志をもって信じながら。

　いまも、きっと、その先も、命ある限り永遠に。




　聖堂に戻る途中、一かず馬まは階段の上からモトコに呼び止められた。

「先、いっててくれ」

　壬み琴ことにそう言い、ひとり階段を上っていくと、モトコはひたむきな顔を向けてきた。

「みづきお嬢じようさまが目を覚ましそうなんです。近くにいてあげて」

「モテる男はしょうがないですな」

「は？」

「いえ、こっちの話」

　眉まゆを上下させたメイドの不ふ審しんそうな視し線せんに見送られて、一馬はドアを開けた。

　室内に入るや、後ろ手にそっと閉める。

「おや」

　と一馬がつぶやいたのは、布団に横たわっているのがもはやみっちゃんではなかったからだ。

　意い識しきを失いながらも、霊力イイロあふれるこの家で〝定義〟を回復させたのだろう。天あま津つ学がく園えんの生徒会長は長い黒髪を枕まくら元もとに散らしつつ、横向けに眠っていた。

「ひっひっひ」

　一馬はいやらしく笑った。

「誰だれもが憧あこがれる、生徒会長どのの寝姿か。こりゃあいい。カメラがないのが残念だが──まあいいや。こんなおいしい場面を前にカメラなど捜していられるか。どれ、ここは王子さまがお目覚めのちゅうをば」

　たった一回、それもついさっき経けい験けんしたくらいで、もはや達人気取りの一馬はみづきの近くに屈かがみこんだ。軽く瞼まぶたを震ふるわせるみづきの白い寝顔に、不ふ穏おんな影かげを落としていく。

　ふうふう、はあはあ。

　荒々しい呼吸音を感じ取ってか、一回、寝苦しそうに眉を寄せたみづきは、その影がぬっと顔中を覆おおい尽くす寸前、

「──ん」

　長い睫まつ毛げをしばたたかせて、うっすらと瞼を開いた。

　視界いっぱいにあるのは、タコみたいに唇を突き出した汗だくの顔。

「む」

　そんな自分の顔が瞳ひとみに映りこんでいるのを見て取った一かず馬まは、すんでのところで身動きを止めた。しばし、紙一枚入るきりの距きよ離りを隔てて硬直する二人。

「か……」

　みづきの唇が間近なところで動いた。想像を絶する雷火が己を打ちのめす姿を想像した一馬が「ひい」と後ろに跳び退のこうとする。が、

「かず……くん？」

　洩もれ出た声にはっとなった。
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「お家うち……きてたの？　ごめんね、寝ちゃって。もう、大丈夫よ──遊びにいこ？」

　薄うすく微笑ほほえもうとしているみづきを前に、一馬は、胸のどこか深いところを誰だれかの手で鷲わし摑づかみにされたような気分になった。みづきはおそらく、まだ『夢』の気分を引きずっているのだろう。自分が七、八歳のみっちゃんだとどこかでか思っている。幼い頃ころの思い出のままに、一馬をかずくんと呼んでいる。

　一馬とて、どれほど彼女を「みっちゃん」と呼びたかっただろう。何のしがらみも使命もなく、身軽だった頃の二人に戻れたなら。また無邪気に遊ぶことができたなら、と。

　だが、

「おはよう、みづきさん」

　一馬は微笑んで言った。

　みづきの寝ぼけ眼まなこがはっと見開かれる。左右を見渡した彼女は、

「一かず馬まさん──ここは？」

「宗主さまんとこの聖堂がある場所。……ひょっとして、覚えてない？」

「ええ……いえ、おぼろげには」

　額ひたいを手で押さえるみづきに、もはや微笑ほほえみはない。いや、もはや、じゃない。いまは──そう、いまはまだ。一馬は歯を喰くいしばりたい思いをかろうじて吞のみこんで、その場を立った。

「いこう。みんな待ってる」

「ええ」

　みづきは頷うなずいて、布団の中から起き上がった。すっくと立って、制服の襟えり元もとを正して身づくろいを済ませた彼女はもうまったくの生徒会長であり、城主のお目つけ役である草くさ薙なぎみづきその人だった。

　そのことに一いち抹まつの寂しさを覚えつつも、

「よし、じゃあ──ひええッ」

　みづきを促そうと歩き出した一馬の鼻先に、ひやりと冷たい感触が走り抜けた。

　刀の切っ先だ。

　いまにも露つゆさえ滴り落ちそうなほどに冴さえた輝かがやきが、一馬の顎あごのすぐ下にある。いつの間に抜刀したのやら、抜き打ちの姿勢でこちらを見据えるみづきは静かに、

「先ほどの不ふ埒らちな振ふる舞まい。一度目はわたしも不覚を取ったゆえ、また、未遂に終わったこともありますので、見逃しましょう。ただし二度目はありません。……いいですね？」

「は、はははは、はい」

　がくがくと足元を震ふるわせながら一馬は何度も首肯する。恐るべし、草薙みづき。やっぱり素直なみっちゃんのほうがかわいかったかなあ──などと性しよう懲こりもないことを思っていた一馬だったが、

「よろしい」

　迦カ具グ土ヅチを収めたみづきがそのとき、ふっ……と。

「え？」

「？　何ですか？」みづきの片かた眉まゆがわずかに持ち上がる。「何かご不満でも」

　すっとその目が冷たさを帯びていくのを見て取ると同時に、一馬は直立姿勢になった。

「いっ、いいえ、何でもありません！」

「そうですか。では、参りましょう」

「イ、イエッサー！」

　ふたたび最敬礼の姿勢を取った一馬は、早速すたすたと歩き出したみづきにつづいて部屋を出た。

　先ほど、みづきの唇に浮かんだ淡い笑みが脳裏に焼きついている。

　それは、数えるくらいしか見てこなかったみづきのいままでの笑みと異なり──どこか、幼い少女の面おも影かげを残したものだった。







３──

　そして、改めて全員が集つどった聖堂内。

「無事であったか、みづき」

　宗主がそう声をかけると同時、「お姉ねえさま！」となつきがみづきに駆け寄っていく。従妹いとこの頭に軽く手を添えつつ、みづきは宗主や、壬み琴こと、知とも世よ、そして堂どう間ま夫妻に軽く一礼した。

「ご迷惑をおかけしました。もう大丈夫です」

「うむ……一かず馬ま。そなたは？」

「あん？」水を向けられた一馬が険悪そうな声を出す。「おれのことはどうでもいいだろ。作戦があるならとっとと話せ。聞いてやらんこともない」

「よかろう」

　宗主はミイラじみた顔ににやっと笑みを浮かばせた。気持ち悪わりいぞ、と突っこもうとしたが、一馬はあえてやめておいた。

　どいつもこいつも背負ったものが大きすぎる。一歩も歩けなくなるくらいに。

　だからこそ、全部投げ捨てるにはうってつけのタイミングだった。

　何もかも終わったあとならば、きっと。

　簡かん単たんなことさ。




「他ほかの〝城〟や〝祠ほこら〟からの霊力イイロ供給が途と絶だえつつある」

　宗主はまず、ほとんど絶望的な言葉を口にした。

「つまりは伝わってくる情報も失われつつある、ということじゃ。が、ともかく、可能な限り集めた情報によれば、いまだ天てん馬まはどこの〝城〟にも現れておらん。天馬は無む論ろん、元は迦か具ぐ羅らといえどいまは黄泉よみの鬼。〝箱舟〟とてそう簡単には使し役えきできんはず。黄泉のすべてを意のままに操あやつれるのならば、そもそもこんな大掛かりな計画はしておらんはずじゃからな」

　一馬はちらっと横目で美み亜あを見た。ふわふわと浮いたまま正座している美亜の横顔に覗のぞく表情は硬い。宗主の話を思い出すに、美亜に父親の記き憶おくなどあるはずもないが、しかしもちろん、だからといって割り切れるというわけでもないだろう。

「しかし、奴やつらには天馬を操る必要はほとんどない。何しろ、このまま〝歪ゆがみ〟が広がっていきさえすれば、いずれ天馬もどこかに現れ、鬼の本能のままに世界の〝定義〟を喰くらおうとするはずだからだ。あとは時間を待てばよい。天馬に抵抗できる迦具羅などほとんどおらん上に、〝箱舟〟側についた一族は最初から戦いもしまい。一族と、そうでない人々の区別なしに〝定義〟を失った人間は霊力イイロとなり、結界崩れ去りかけたいまとなってはそれが何の効果も及ぼすこともなく消えていく。世界はそこでいまの姿を終わらせる。審しん判ぱんの日は神によってもたらされるものでも、核ミサイルによってもたらされるものでもない。ごくごく一部の人間が考え出した計画によって、じゃ」

「ああ、もう、余計な言い回しすんな」一かず馬まが口を挟んだ。「もう破滅的な話はたくさんだ。前向きな話があるんだろ？　それをしてくれ」

「じじいは長話が好きなのだよ。まあよい、確たしかに時間も惜しくなってきた。……天てん馬まを連中が自由にできない以上、ならば、我らのほうから誘い招いてみせよう──という話はどうかね？」

「許可しよう」

　ふんぞり返った一馬は、後ろに座っていた壬み琴ことに頭をぶん殴られた。と、さらにその隣となりにいた知とも世よが口を開いた。

「誘い招く、とは、いかにして？　〝箱舟〟以上に鬼を操あやつれる外げ法ほうが我がほうにあるとは思えませんが」

「ああ、結界をある一ヶ所だけ解くのじゃ」

　襟えり元もとに手を突っこんであっさり答えた宗主に、みづき以外の皆が、一いつ瞬しゆん、ぽかんとしたような顔になった。

「結界を……解く？」

　壬琴が呆ぼう然ぜんと言う。その意味するところは、それこそ世界の崩ほう壊かいだからだ。たった一枚の仕切りを失った現げん世せと黄泉よみとはひとつに溶け合い、鬼があふれて、この世を形づくるために追放されたあらゆる種類の、いわば黄泉の〝定義〟がこの世を侵食する。天馬の到来を待たずして、世界は原始の混沌カオスに帰するだろう。

「天馬ほどの鬼ならば、なまじの綻ほころびでは現れん。だからこそ、わざと大きな綻びを生じさせるのじゃ。他ほかの鬼どももあふれよう。〝歪ゆがみ〟が一気に押し寄せてもこよう。が、天馬もまた、必ずやその場に現れるはず。そこで、残された全戦力を使って天馬を斃たおすのじゃ」

「のじゃ……って、おい」

　しん、となりかけたその場に、一馬の怒ど声せいが鳴なり響ひびいた。

「その戦力ってのはいったいどこにあるんだ？　さっき手前てめえが言ったじゃねえか。天馬を斃せるほどの迦か具ぐ羅らはほとんどいない、って。大体──」

「やっぱ、アホだな、おめーは」

　立ち上がって怒鳴ろうとしかけた一馬の背後で意外な声が聞こえた。「なっ」と声を詰まらせて振り向いた一馬は、岩がん窟くつの入り口に二人の人ひと影かげを認めた。

　瞬間、何かが一馬めがけて飛来してくる。反射的に頭を伏せかけた一馬の前にすたりと舞まい降りたのはみづき。猛烈な勢いを得て回転してきたそれは、みづきの光剣によってあっという間に両断、きれいに真っ二つとなったが、勢いを失わずにふたたび回転して今度は岩がん窟くつの入り口へと舞まい戻っていく。ひゅんひゅんっ──と宙を裂いた二つの影かげを、入り口に突っ立った男のほうが無造作に両手で摑つかみ取った。

「少しも成長してやがらねえ。『能無し』の頃ころのほうがまだ頭が冴さえてた気がするぜ」

　二つの斧おのを手に取った、背の低い、しかしたくましい身体からだつきをした長ラン姿の男が獰どう猛もうそうな笑みを浮かべると、

「主に、Ｈな悪戯いたずら目的だったけどね。少しは冷静になったら？」

　その隣となりに立った、こちらは優ゆう美びなプロポーションをした女が、高校生とはとても思えないほどに妖よう艶えんな笑みを投げかけてくる。

「お、お、おまえら」

　壬み琴ことが呻うめいた。斧が飛来した瞬しゆん間かん、壬琴もみづきと並んで身構えていたのだが、目からあふれかけていた闘とう争そう心しんはあっさり消きえ失うせている。

「土ど留どめ──に、纏まとい!?」

「おう」

「久しぶりね」

　聖堂の入り口に並んだその二つの影は、土留光こう二じと、纏静しず香か。ともに八や咫た新しん之の助すけに仕えていた迦か具ぐ羅らであり、天あま津つ学がく園えんでも最高レベルに位置する実力の持ち主だ。

「お、おまえら、確たしか、新しんちゃんといっしょに転校していったはずじゃ……」

　予想外といえばこれほど予想外もない顔ぶれに、一かず馬まも呆あつ気けに取られていた。それからはっと顔つきを緊きん張ちようさせて、

「そ、そうか。ほとんどの一族はいまやおれたちにとっては裏切り者。このおれを脅威と見て、またも暗殺しにきたというわけだな。その慧けい眼がん、敵ながら天晴あつぱれ！　ええい、ものども、出会えい、出会えー！」

　と叫んだところでこれ以上誰だれがくるはずもなく。

　ふう、と土留が幅広の肩をすくめた。

「……たとえおれたちが暗殺者だったとしても、まず狙ねらうは宗主さまだわな。てめーなんぞ知るか」

「とも言ってられないわよ。宗主さま、本当に彼でよろしいので？」

　静香も偏頭痛がするみたいにこめかみを手で押さえつつ訊きいてくる。宗主はからからと笑った。

「彼ならばこそ、じゃ。おまえたちも身に染みて知っておろう」

「こら、だからわかんねー話をすんなって言うのに」

「だからおまえは馬ば鹿かなんだ。わかんねーんだったら、なおさら黙だまってろ。話を雑まぜっ返すからややこしくなるんだろが」

「んだとぉ？　この筋肉ゴリラ」

「やかましい、覗のぞき魔ま」

　がるるる、と両者互いに歯を剝むいて威い嚇かくし合う中、

「もしや──残された全戦力とは」

　みづきの声がぽつんと流れ落ちた。どこか無視できない響ひびきに押されるように、全員の顔がそちらを向く。静かにたたずむその姿は後光を背負っているようでも、あるいはまったく逆に底知れぬ闇やみを孕はらんでいるふうでもある。すっきりとした鼻び梁りようを中ちゆう心しん線せんに、白い美び貌ぼうがかすかに持ち上がった。

「我ら、天あま津つ学がく園えんのことですか、宗主さま？」

「そのとおりじゃ」

　ミイラにも似た、干ひからびた猿のごとき容よう貌ぼうが破顔する。

「我らにとって最後の砦とりでこそ、私立天津学園。そして頂点に立つべき城主は──」

　宗主のほとんど見た目では元の形をなしていないようにも見える白く濁にごった目が、じろりと動いた。

「浅あそ生う一かず馬ま。おまえじゃ」




　まず、世界崩ほう壊かいの最初のきっかけが起こるであろう天津学園に、宗主は前もって八や咫た新しん之の助すけを戻していた。

　いや──言い方を換えるなら、〝箱舟〟に戻させたのだ。

　反乱騒さわぎののち、八咫新之助を転校させたのは宗主の意向によるものだ。あえて新之助を〝箱舟〟の側に派遣することにより、新之助を彼らと理想を同じくする霊力イイロ使つかいだと信じこませたのである。新之助が反乱騒ぎの際に行った〝結界の儀ぎ〟にひどく興きよう味みを抱いていた〝箱舟〟は、もともと優ゆう秀しゆうな人材として彼を求めていたのだ。

　そして〝箱舟〟は計画発動の寸前、念には念を押してその八咫新之助を天津学園の城主へと新たに任命した。

　実際、八咫新之助の治めるその城下において外げ法ほうは発動している。

〝箱舟〟はもたらされた結果に満足したのか、私立天津学園はその場において存在を抹消された。もとより、臣下のほとんど全員が素人しろうとの集団ともいえる上、天てん馬まも一馬の母も失ったために並以下の〝城〟になった天津学園を、彼らは危険視などしていなかったのだ。そしてさらには、〝定義〟を喰くわれていく外法の中心地ともなった学園は、あっという間にこの世から消え去るだろうとも考えていた。

「だが、そうはならなかった。いや、そうはさせなかった。わしは新之助に命じ、もし異変あらば、聖堂にこもって霊力を統括、学園に残った生徒たちを荒れ狂った〝定義〟より守るように言い含めておいた。〝箱舟〟の目から逸それ、そしておそらく〝箱舟〟の目的なぞには加担しないだろう若人わこうどたちのいる場所──それが、天あま津つ学がく園えんを最後の砦とりでとして選んだ理由じゃ」

〝箱舟〟にとっての計算外はもうひとつあった。

「先ほども言うた。浅あそ生う美み亜あの存在じゃ。黄泉よみと現げん世せの架け橋となるべき力を秘めた、もうひとりの存在。おそらく連中が黄泉に宿らせた、美亜と同じ能力を持つ何者かは、天てん馬まによって〝定義〟を喰くらい尽くした瞬しゆん間かん、〝箱舟〟好みの〝定義〟を生もうとするはずじゃ」

〝箱舟〟が黄泉に宿した人物が何者かはわからない。しかし、実際に計画を実行に移した以上、〝箱舟〟が欲していた、黄泉と現世の架け橋となる力の持ち主は必ず実在し、また確たしかに黄泉の〝定義〟をある程度は掌しよう握あくしているはずなのだ。

　だから、まずは天津学園に巨大な〝歪ゆがみ〟をあえて出現させ、天馬を呼ぶ。

　その天馬の侵攻を天津学園で喰い止めつつ、宗主が操あやつる霊力イイロの補助を得た草くさ薙なぎなつきが、祈き魂こん師しとしての力を使って、美亜をサポートする。

　美亜は人と鬼の、つまり、霊力と外げ法ほうという相反するパワーをもって、この聖堂において敵の切り札が放つ同じ種類のパワーを迎むかえ撃うち、相そう殺さいさせる。

　ともに勝利を収めたそのときにこそ、世界はいまの姿で守られる。

　どちらかが敗れ去ったそのときは──

「黄泉が世界を喰らうか、あるいは〝箱舟〟がいかなる形でか、新しい世界を生み出すか。いずれにせよ、我らの世界は壊かい滅めつする」




「全戦力……ったって、何人、あの学園に残ってるんだよ？」

　一かず馬まのどこか疲れたような問いに、

「文化祭の準備で居残っていた生徒たちはおそらく高等部で二〇〇人、中等部で三クラス分──一〇〇人ほど」

　即答したのはみづきだ。一馬はぎょっとしたものの、放ほう課か後ごまで居残って準備をするクラスは、確か生徒会への報告が前もって義務づけられていたのを思い出した。そういうことをいちいち把握しているのがいかにもみづきらしい。が、

「うち、迦か具ぐ羅らが三四人、防人さきもりが四七人。以前、〝船〟の動力となる霊力供給に参加した生徒たちが七人。心しん霊れい治ち癒ゆ師しが二人、見けん鬼き員いんが九人。特筆すべきところを挙げるとするなら、こういうところでしょうか。迦具羅ひとりひとりの迦カ具グ土ヅチなどをお聞きになりたいのであれば……」

「いいえ、お聞きになりたくありません、はい」

　放っておけばいくらもつづきそうなみづきの言葉を、一馬は中途で遮った。「そうですか」と答えるみづきは若じやつ干かん不服そうだ。さらに宗主が言った。

「土ど留どめと纏まといもおまえの傘さん下かにつく。新しん之の助すけも部下として、霊力統括の補助をしてくれるだろう」

「おれの？」

「実際に力を統括する能力は新しん之の助すけのほうが優すぐれておるだろうが、戦いとあってはお前のほうが適任だ。霊力イイロに秘められた個性や経けい験けんを考こう慮りよするに、おまえのほうが戦いに向いておる」

「ひゃあ、一大決戦の指揮官に選ばれるなんて、おれってば大人物。だのに、なぜ、おれは能無しなんて呼ばれてたんだろうねえ」

　恨みがましく一かず馬まが言うと、宗主は相そう好ごうを崩した。

「能無しにしておいたのは、おまえを〝箱舟〟の目から逸そらす意味合いもあったのだよ。おまえの力に秘められたものを〝箱舟〟に気け取どられれば、美み亜あから引ひき離はなされかねなかったからな。それに、わざと能無しにさせていたのは一族の餌えさとなるためだった、と説明を添えれば、たとえ城主となってお前が活かつ躍やくしようが、〝箱舟〟とて気にもしまい」

「はん！」一馬は鼻で笑った。「何から何まであんたの手の中、か。こういうことになったら、おれがどうすべきかまで考えてたってわけだ。人の運命を何から何まで握ってるって感じだな、ええ、おい？」

「おい、一馬。子供じみたことを言うのはいい加減よせ」

「うるせー！　おれは孫そん悟ご空くうじゃねえんだ。結局どこまでいってもお釈しや迦かさまの手の上だ、って気づかされたって、それで殊勝になるほど人間はできちゃいねえんだよ」

「手前てめえって奴やつは、どこまでもどこまでも自分本位だな、ええ！　そんなこと言ってる場合じゃねえっつってんだろ！」

　土ど留どめとそれこそ子供じみた言い争いをしながらも、

　──まったく。

　もちろん、一馬とて何も考えていなかったわけではない。

　──どいつもこいつも。

　むしろ脳内に渦巻く言葉は止とめ処どがなく。

　──普通どおりに振ふる舞まいやがって。

　──勝ち目があるとでも思ってやがんのか？

　ぐるぐるぐるぐる、と思考が回っていく。時折はもどかしいほどに緩かん慢まんに、しかし時には恐ろしくなるくらいのスピードで勢いよく。

　──結界を解くんだぞ。それを、新しん米まいの城主と、素人しろうとしかいない〝城〟で、どれほど耐えられると思っているんだ？

　──しかも漏もれなく最強の鬼までプレゼント。

　──神しん将しようレベルの迦か具ぐ羅らが反はん魂ごんしやがったといういわくつき。

　同時に脳内で流れるは、『ＫＡＺＵＭＡ愛のテーマ』イントロ部分。

　──そうか。

　──そうかよ。

　一かず馬まはぐるりと聖堂内を見渡した。

　仲間たちの顔があった。

　草くさ薙なぎみづきは静かに、

　群むら雲くも壬み琴ことはその奥に激げき情じようをたたえた瞳ひとみで、

　浅あそ生う美み亜あはにこやかに、そしてひたむきに、

　こちらを見つめている。

「もう一度確かく認にんするぞ」

　どれだけくり返してきたのだろう。

　人は、人であるがための戦いを。

　時にはその人であることを捨てながらも、愛いとしい人たちを守ったものもいる。浅生天てん馬まのように。

「おれが城主なんだな？　殿さまなんだな？」

　それらを無む駄だにして、新しい世界を勝手につくり上げようとするものたち。

　明日あすへの道筋をねじ曲げるものたち。

「ああ。おまえが、この戦いの指揮を執とる」

「そうか」

　無む論ろん、彼とて、許せるわけではない。

　一かず馬まはにっと笑った。

　応こたえる笑みは三つ。

「殿さま気分をもうちっと味わえるんなら──」

　彼は立ち上がった。

　その三人の笑みの彼方かなた、もうひとりの女性が陽ひだまりの中で微笑ほほえんでいる気がした。

　穏おだやかに、そして優やさしげに。

（あなたは強いのよ）

　そう言った声をいまも覚えている。

（みっちゃんたちと仲よくね）

　──ああ。

　──とっても、とっても仲よくね。

「やってやらんでもない」










六章「お殿さま、ご乱心」













１──

「お兄さま、ご武運を」

　和服姿で三つ指ついて一礼する少女。

　ご武運を、と言いはしたが、本音はもちろんまったく違うところにある。いってほしくなどない。命を懸かけた戦いの場へと、誰だれがみすみす家族を送り出したいなどと思うものか。

　が、少女はあえて気持ちとは逆のことを言う。騒さわいでも何もならないと知っているから。いかないで、と泣いても男を惑わすだけ、悲しませるだけだと知っているから。だから彼女は伏せた顔の下で瞼まぶたを震ふるわせながら、それでも健けな気げに言うのだ。

「いってらっしゃいませ」

「いってまいります」

　そう応こたえて、一かず馬まが手を握りしめているのは美み亜あ──ではなく、その後ろにいた真さな田だ知とも世よだ。「え？　ええ……」とほとんど面めん識しきもない知世は面めん喰くらったように頷うなずいている。

「何でよ！」

　地を剝むき出した美亜が振り向いて、んがーっと怒ど鳴なった。が、そそくさと移動した一馬はその隣となりにいたメイドとの挨あい拶さつに忙しい。

「モトコさんも気をつけて。旦だん那なさんにもしものことがあったそのときは、わたくしが責任を持ちますれば」

「頼もしいですね」

　モトコは笑い、背後にそびえ立っていた人造人間──もとい、旦那さまをぎょっとさせる。

　そして、彼女たちから少し離はなれた場所では、

「お姉ねえさま……」

「いってきます、なつき。しっかりやるのですよ」

　なつきとみづきの従姉妹いとこ同士が向かい合っている。自分のスカートの裾すそを力いっぱい握りしめているなつきはいまにも張り裂けそうな顔をしていたが、ぎりぎりのところで堪こらえてうつむいていた。

「何ですか、その顔は。さ、笑ってみせて。大事な役目を任されたあなたですもの。笑って、わたしたちを安心させてごらんなさい」

「う──うん」

　なつきは頷き、それから顔を上げて微笑ほほえんだ。眉まゆは八の字に寄ったまま、唇も震ふるえていて、とてもかわいいとは言い難がたい笑顔えがおだった。が、みづきはそれに応えて同じく微笑んで、従妹いとこの頭を胸に抱き寄せる。

「強いのね、なつき。わたしよりずっと強いかも。さっきの言い方は生意気だったかもしれません。あなたのほうが、わたしを心配しているかもしれないのにね」

「う……うん」

「まあ、そうなの？」

　顔を離して、めっと怒ったような顔をする。なつきはやや呆あつ気けに取られたようにみづきを見上げていたが、それからぷっと噴ふき出した。

「そうよ、弱いおねーさまがとっても心配。だから、あたしを安心させて。あたしをもっと抱きしめて」

　みづきの腰に手を回し、さらにきつく抱きしめる。「まあ、甘えて」とみづきは言いつつも、なつきの背に自分も手を回していた。

「──いいなあ」

　と一馬が評したのは、なつきが、制服の豊かな胸に顔を埋めていたからだ。

「うっふん、じゃあ、これならどう？」

　不ふ遜そんな声が近くでした。ちらりと横目で見ると、これでもか、と前方へ迫り出したたわわな果実があった。ぎゅうっと小さ目の服に無む理り矢や理り押しこめられた乳房が、中央でくっきりとした谷間を形づくっている。

　ポーズを取っているのはしかし浅あそ生う美み亜あ。もちろん、どう寄せて上げたところでそんなに大きくなるはずはないのだが、胸どころか、いまの美亜は身体からだ全体が五、六歳増しに成長していて、顔も普段ふだんよりずっと大人おとなっぽい。兄へとくれる流し目も、常にはない色っぽさがある。

「さて、そろそろいくか」

「こらあ！」

　無視した兄の背後で、美亜が元の姿へ戻っていく。いまや実体のない美亜は、自分の姿を好き勝手に変えられるのだ。

「おまえね……」一かず馬まはようやく振り向いて、仕方なさそうに言った。「普通にできないのか、普通に」

「じゃ、どういうのがお好み？　いろいろできるよ、いろいろ」

　美亜は喜色満面に、様々な姿に変身する。セーラー服からナース姿、キャビンアテンダント、ウェイトレス、大たい正しよう浪ろう漫まん、変わったところでは尼あまさんだとか、ミリタリールックだとか、その他諸々。

　一馬でなくともため息のひとつくらいつきたくなる。

　何せ、これから決戦に赴おもむこうとする、とてもいい場面なのだ。

　赴くは、浅生一馬、草くさ薙なぎみづき、群むら雲くも壬み琴こと。ちなみに土ど留どめと静しず香かは三人より早くに出しゆつ立たつしている。

　知とも世よと堂どう間ま夫妻は迦か具ぐ羅らとして宗主を守るためにここに残ることになる。何と堂間夫妻は一時引退した身とはいえ、かつては神しん将しよう候補クラスの迦具羅だったという。引退する際、二人は子供が産まれるまでの間、宗主に迦カ具グ土ヅチを預けていたのだが、今回、ふたたび手に取ることとあいなった。

　そして、今回の作戦の要かなめとなるだろう浅生美亜もここに残らねばならない。なつきも同様だ。他人の霊力イイロを操あやつる技によって、美亜の魂をサポートする役目がある。

「だから普通でいろっての、普通で」

「ありのままのあたしが一番いいってことね。納得！」

　美亜は都合のいい解釈をして、また元の姿に戻った。天あま津つ学がく園えんの制服姿。それから、「んー」と目を閉じ、顔を近づける。

「何の真似まねだ」

「もおっ。わかってるくせに。いまだけは我慢しなくていいんだよ。兄と妹なんて、そんな下らない俗世間の壁かべはこのときだけは取り払って構わないの」

「何でだよ」

「そういう場面だからよ。ほら、ほら、ほら」

「そうか、わかった。ちゅっ」

　と、ぐいぐい顔を近づけてきていた美み亜あの顔に、一かず馬まの顔が重なった。

「!?」

　驚おどろいたのは美亜だ。目をぱちくりさせる。一拍の間ののち、あわてたように後ろへと跳とび離はなれた。

「な、な、な……」

「何だよ」

「あ……あ……キ……キスした……！」

「そういう場面なんだろ？」

　一馬はにっと笑った。

　無む論ろん、美亜には肉体がないため、実際には顔が突き抜けただけだ。が、美亜には充分衝しよう撃げき的てきだったらしい。半透明のはずの姿を赤々と染めて、ぷるぷる震ふるえてさえいる。

「最後の最後に技あり──だな。じゃあ、いってくるよ」

　いままでずっと妹のペースに翻ほん弄ろうされてきた兄はそう言うと、手を振って皆に挨あい拶さつした。

　美亜に背を向け、歩き出す。みづきが右に、壬み琴ことが左に並んだ。

　岩がん窟くつの聖堂内に残された人々が、遠ざかっていく三人の背中を見送る。宗主はもはや言葉を発する余裕とてなく、三人とは逆の方向に背を向けて霊力イイロの統括中だった。

「お気をつけて！」

「いってらっしゃいませ」

「一馬、あんたはともかく、お姉ねえさまをしっかりお守りするのよ！」

　口々に三人を送り出す人々の中、美亜だけがまだ震えて、何も言えずにいた。口づけもどきの衝撃がずっと尾を引いていたわけではない。真面目まじめに見送りもできない理由が彼女にはあった。

　だから、三人が見えなくなるまではずっと堪こらえていた。




　聖堂を出た一馬は、一度だけ立ち止まった。下げた視し線せんをしばし足元の辺りに漂わせる。

　息遣いが奇妙に荒かった。

　並んで足を止めたみづきと壬琴は、あえて何も言わなかった。どちらも左右を向いていて、一馬を見ようとしない。

　が、胸の中で三〇まで時を数えたとき、壬琴は我慢ならなくなって、

「……いいのか？」

　訊きいてしまった。

　答えは長い沈ちん黙もくだった。

　壬み琴ことはその間、一〇〇回ほど自分の口を呪のろった。いいはずがない。どうあれ──戦いの結果がどうなるにせよ──美み亜あは、もう……。

「いこう」

　一かず馬まはそう言い、ふたたび歩き出した。

　いまさっき、美亜がふざけた乗りで見せたいろいろな姿を思い出す。その中に、五、六年後の美亜の姿もあった。写真で見る美み貴きさんに似てたかな──と思った一馬は、ふと、美亜が、母親のイメージを重ね合わせていたのだと気づいた。心に思うだけでも複雑なそんなイメージを、美亜は苦心して鮮せん明めいに描き出したのだ。

「…………」

　突然、何事かを大声で叫び出したい気持ちに駆られながらも、一馬は歩いていく。一歩一歩、彼女から遠ざかるたび、振り向いて走り出したい誘惑に駆られながらも、それでも拳こぶしを握りしめ、歯を喰くいしばって歩いていく。

　家の外に出ると、もうそこはすっかり混こん沌とんとした、この世でないどこかだった。

　常人ならば歩くことすらかなわないだろう。道はなく、ただただ不吉な色がいくつも混ざり合ってうねっているだけ。

　が、そのとき一馬を追い抜いたみづきの足元に、ぽっ、と白い光が灯ともった。

「ついてきてください」

　言われるまでもなかった。みづきが歩くたびに切り拓ひらかれていく白い道筋を、一馬と壬琴は素直に辿たどっていく。混沌とした〝定義〟を強いイメージの力で揺るがし、新たな〝定義〟をその足元に生み出しているのだ。

　生徒会長の足取りに迷いはなかった。こうして、みづきの背中について歩くことの多かった一馬は、その歩き方がいつもと寸すん分ぶん違たがわぬことに気がつかされた。足の運び方、一歩一歩の距きよ離り、軽い手の振り、ハイソックスに包まれたふくらはぎの躍やく動どう、髪の毛一本一本のなびき方に至るまで。ぴしっと一本筋が通ったようにまっすぐに、必要以上に肩を揺らさず、胸を張り、それでいて柔軟さをも感じさせる動きで足を運んでいく。

「──」

　沈ちん黙もくの占める、異世界のごとき風景。

　あまりに現実離ばなれしているため、いっそ目を閉じたらもうそこは夢の中で、ふたたび目を開けたらいつもの教室に戻れるんじゃないかと一馬は考えた。

　ただ居眠りしているだけ。

　おれは机に突っ伏して、間抜けにいびきなんて搔かいて眠っている。つかつかと歩み寄ってくる教師は誰だれだろう。ムキムキ筋肉の数学教師じゃなきゃいいな。あいつ、前はおれにおべっかを遣ってたくせに、次期宗主候補の筆頭でないとわかった途端とたん、容赦のない鬼教師へと舞まい戻りやがった。きつい一発が見舞われる直前まで、生徒たちはくすくす笑って──。

「…………」

　一かず馬まはそっと首を振った。ふん──夢なんかなわけはない。だからおれたちはいくんじゃないか。他ほかでもない、その天あま津つ学がく園えんに。

「見えてきたな」

　壬み琴ことが言った。紫むらさき色いろのうねりが黒いうねりとぶつかり合う、そのちょうど真ん中に、巨大な影かげが白く浮かび上がっている。

　天津学園そのものだった。

　そこだけは依然、現げん世せの姿のままに保たれている。おそらく聖堂からもたらされる強い霊力イイロによって。一馬は目をくりっと回した。

「天空の城みたいだな、ああして見ると」

　洒落しやれた表現のつもりでそう言ったのだが、隣となりを歩く壬琴は「見たことがないから知らん」とにべもない。

「おれだってねえよ。ノリ悪いなー、おまえ」

「おまえのノリにつき合える人間になりたいだなんて夢にだって思わない」

「じゃあおれの童貞を返せ」

「い……いつ、誰だれが、そんな汚らわしいものを奪った!?」

　怒ど鳴なりながらも、どこか気の引ける部分のある壬琴はいまにも顔から火を吹かんばかりだ。

　そんなやり取りを交わしながら、みづきを先頭に一馬たちは校門をくぐり抜ける。

　内部もやはり、空の色を除きさえすればいつもとまったく同じ姿だった。秋の気配けはいが濃のう厚こうに色づいているそこかしこに、何人かで固まっている生徒たちの姿がある。彼らもひととおりの事情は知らされているのか、表情は暗い。膝ひざを抱えこんでいたり、ただ何をするでもなく突っ立っていたり。会話さえほとんど交わされていなかった。顔にこびりついた疲れは極度の緊きん張ちようによってもたらされたものだろうか、活気にあふれているいつもの姿などいまの表情からでは想像もつかないほどだ。

　力のない視し線せんが、それでも揃そろって一馬の姿を追っている。

　あいつだ。

　あいつがきた。

「浅あそ生うだ」

「浅生一馬」

「帰ってきたんだ」

　ぽつりぽつりと洩もれ出る囁ささやき声を左右に従えながら、いつしかみづきを追い抜いて先頭に立った一馬は、落ち葉をかさかさと鳴らして校庭のほぼ中央を突っ切っていく。

　……ぴたりとその歩みが止まった。

　校舎のほうから、同じくまっすぐに歩いてくる人物の姿があったからだ。早くに到着していた土ど留どめと静しず香かを引き連れているその男は、凜りんとした視し線せんで、一かず馬まのそれと直線を結ばせながら近づいてくる。

　二、三メートルの距きよ離りを隔てて、彼──八や咫た新しん之の助すけも立ち止まる。

　見つめ合うこと数秒。

　一馬が何か言いかけるより早く、

「お待ちしておりました」

　新之助は言うなり、その場に膝ひざをついた。







２──

　八咫新之助にも無む論ろん、いくばくかの葛かつ藤とうは残っていた。

　あの反乱騒さわぎの際、六ろく賢けん人じんや宗主──そして何より一馬──に許されたときから、おのが心はもはやないものとし、ただただ一族に尽くすことのみを念頭に時を過ごしてきた。そうすることで、罪と後悔の意い識しきを遠ざけようとしていた。

　だから宗主に言われるがままに行動してきたのだ。

　天あま津つ学がく園えんを去り、一族の実じつ験けん機き関かんとして聞かされていた〝箱舟〟が管かん轄かつする学校へと転校した。そこにいたのは、彼と同じく、〝箱舟〟が希望して招き寄せたか、あるいは〝箱舟〟そのものが育て上げた、ある種類の生徒たちだった。つまりはもっとも実験に適した素材たち。聞いたところによると、草くさ薙なぎみづきもある一定期間、この学校に通わされていたことがあったらしい。

〝箱舟〟の掲げる理想と目的を知ったのもこのときだ。新之助はこれも宗主に言われるがまま、彼らに感銘を受けた振りをしながら、内部の情報を集めた。実際は、〝箱舟〟の目的など最初から忌み嫌っていた。

　他ほかならない、自分自身の浅はかさと同じ匂においを感じ取ったからだ。思いどおりにならないのなら、変えてしまえ──自分の思うがままの世界にしてしまえ──あまりに子供じみている。しかし、そんな子供じみた理想を実現でき得るだけの力と計画を〝箱舟〟はすでに手に入れていた。

　そして新之助はふたたび天津学園へとやってきた。表向きは〝箱舟〟の命令どおりに、そして真の目的は宗主と心同じくし、自らの意志でもってこれを喰くい止めるため。

　彼は自分を取り戻した。生きがいを──ある意味では、死に場所を──見つけた。だからもう、過去にこだわるつもりもない。必要以上に自分を嫌悪したり、悔やんだりもしない。それと同時に、つまらない軋あつ轢れきをも彼は捨て去ることができた。

　だから、迷わない。

　たとえ実の弟の下につくことになろうとも。それがかつてこれ以上ないほど嫌悪し、憎んだ男だとしても。

　だがもちろん、彼とて人形ではない。自分を取り戻したということは人間である自分にふたたび向き合ったということでもある。感情もある。心の底から喜んで一かず馬まに従えるわけではない。

　だからこそ……そう、だからこそ、彼は率先して、一馬の前でひざまずくことに決めた。

　学園の生徒たちに覚悟を示すため。そして何より、自分自身の葛かつ藤とうを断ち切らんがため。

　いま、生徒たちの動揺の気配けはいが波となって伝わってくる。新しん之の助すけはしかし微動だにせず、ひざまずいて臣下の礼を取っていた。伏せた視界に映るのは一馬とみづき、壬み琴ことの足だけ。ややあってから、静しず香かと土ど留どめも覚悟を決めたらしく、新之助の左右に並んで同じく膝ひざをついた。

「おい、顔を上げろよ」

　一馬の声だ。やはり動揺しているのか、平坦な声にはいつもの調ちよう子しが窺うかがえない。新之助は顔を伏せたまま言った。

「あなたは我が城主。八や咫た新之助、一命を懸かけてあなたに仕え、お守りし、そして従いましょう。ここにいる天あま津つ学がく園えん生徒二八三名、すべての胸を代弁し、そう誓いますれば」

「顔を上げてくれ」

「いいえ」新之助は頑かたくなにうつむいていた。「こうとなった以上、あなたにも覚悟が必要なのです。我ら全員の命を預かる身として、どうぞ、わたしどもを手足としてお使いください。時には冷酷な判断をせねばならないときもあるでしょう。もっと大きな何かを守るため、小さな何かを切り捨てねばならないことだってある。そういうときにためらってはなりません。我々は自分たちの命よりもはるかに大きく、重いものを背負っている。もし必要とあらば、死ね、と命じてください。喜んで命を投げ出しましょう。ただ、そのためにはあなたご自身がまずお変わりにならねばならない。わたしはもうあなたの先せん輩ぱいでも、兄でも、同じ学校の生徒でもない。そう思うことからはじめてください。いいや、あるいは人間ですらない。そう、たかだかコマのひとつと考えるのです。将しよう棋ぎをご存知でしょう？　コマのひとつをなくすことを恐れていては勝利などできません。必ず犠ぎ牲せいが必要になるのです。逆に言うならば、どれだけ犠牲が出ようとも、あなたがいる限りは敗北もいたしません。そしてたとえ最後のひとりになるまで犠牲の山が築かれようとも、最後の最後に相手の王将さえ斃たおせば勝利できるのです。ですから……」

「顔を──」

「ですから何とぞ、第一に勝つことのみを念頭に──」

「上げろって言ってんだ、うっとうしい」

　げしいっ。

　見事な音とともに新之助の顎あごが跳ね上がった。一馬が下から蹴けったのだ。「ぶへっ」と口から多量の唾つばと血を吐いた新之助は、

「な……何をするか!?」

　涙目でわめいた。と、その顔にぬっと一かず馬まは首を突きつけて、

「いまさらだよ、兄貴」

「ぬ──？」

　たやすく動転した新しん之の助すけに、一馬は歯を見せて笑いかける。

「兄貴なんて、いまさら言われたくないだろ。それと同じだよ。いまさら、軍人みたいな真似まねしたってしょうがないだろ。昔っからそういう関係だったんならともかくさ」

「おまえ、まだ一族としての覚悟が──」

「だから、それとこれとは違うって。おれらっぽいやり方でいいんじゃないの？　いまさら違うやり方したって、しっくりこないし、第一、やりにくい」

「き、貴様……」

「八や咫たさん」

　怒りに目をたぎらせていた新之助に、みづきの柔らかな声が届いた。見ると、地面に屈かがみこんでこちらに手を差し伸べている。

「わたしたちの城主がこう申しております。どうぞ、顔をお上げください」

「み、みづきくん……」

「城主に覚悟がないわけではありません。わたしが一番よく知っています。ただ、不器用な方ですのでああいう言い方しかできないだけなのです。八咫さんも、よくご存知……のはずでしょう？」

　何か突かれるものでもあったのか、新之助は自分自身、はっとしたようにそっぽを向いた。

「ですから、いままでと同じつき合い方でよろしいのではないかと。八咫さんも、城主の兄上として、人生の先せん輩ぱいとして、アドバイスできることも……ああっ！」

「ぬお！」

　突然、みづきと新之助の顔色が変わった──のみならず、一部始終、固唾かたずを吞のんで見守っていた生徒たちまでもが「ああっ！」と叫んだのは、突然その場に稲妻が走り、上空に黒い〝歪ゆがみ〟が出現──

　したからではない。

　いつの間にやらみづきの背後に忍び寄っていた一馬が、突然抱きつきにかかったのだ。それも、あろうことか両手でみづきの胸をわっしと丸ごと摑つかみ取って。

「か……かか、一馬さん!?」

　さしものみづきも、怒りよりも恥ち辱じよくよりも驚おどろきのほうが勝ったのか、呆あつ気けに取られてなすがままにされている。

「おれのいい場面なのに、何だかおれを除のけ者にストーリーが展開している。気に喰くわん」

「そ、そんなこと……ああっ」

「き、貴様、みづきくんから手を放さんか！」

「うるさい。部下になりたいんだろうが。おまえのことをこれから臣下Ａと呼んでやる。城主として命じる。おい、臣下Ａ、いまから購こう買ばい部ぶいって、牛乳とパンを買ってこい」

「ふ、ふざけるな！」

　そうこう言っている間にも、一かず馬まの手はもみもみもみ。指の間からはみ出さんばかりのボリュームを存分に両手で味わっている。

「おやあ？　前ぜん言げん撤てつ回かいか。案外、覚悟ってものが足りないんじゃねーの」

「それとこれとは話が違う！」

　もみもみ。衣服と下着越しだから天然の柔らかさにはほど遠いはずだが、傍はた目めにする限り、そんなハンデも何のその、豊かな隆起はたっぷりと溶けるように、それでいて確たしかな弾力で一馬の指を押し返しつつ、手の中で自在に形を変えて弾んでいる。

　当のみづきは何だか、最初に受けた衝しよう撃げきを引きずっているような感じで、身体からだをずっと硬直させたままだ。

「見ろ、みづきさんを。もみもみもみ。口先だけのおまえと異なり……もみ、ちゃんと城主のお目つけ役としての義務を、もみもみ、つねっ、もみ、果たしておられる。誰だれが好き好んで衆目にさらされながらこの巨乳を他人に揉もみしだかれたいなどと、もみん、思う、もみ、ものか」

「し、しゃべるか、揉むか、どっちかにせんか！」

「………………………………………………」

　もみもみもみもみもみもみもみもみもみもみもみもみもみもみもみもみもみもみもみもみ。

　もみもみもみもみもみもみもみもみもみもみもみもみもみもみもみもみもみもみもみもみ。

　もみもみもみもみもみもみもみもみもみもみもみもみもみもみもみもみもみもみもみもみ。

「揉むな！　しゃべれ！」

　それを見守る壬み琴ことは、顎あごを地の底にまでかくんと落としていた。あんまりな展開を前に、こちらも怒るタイミングを失ってしまっているのだ。

「やめて……ください……」

　みづきの桜さくら色いろをした唇から、か細い声が漏もれた。と同時につかれる荒々しい吐息はほんのり甘く匂におうようで。目元をピンク色に上気させ、いつもは凜りんとした眼まな差ざしを黒々潤うるませて懇こん願がんするようなその表情に、事態を見守っていた男子生徒のうち数十人が、うっ、と前のめりになって動けなくなった。

「おまえらも同じだぞ！」叫びつつ、もちろんもみもみ、時にはわしわしと。「おれはな、城主としてのこの立場が楽しくってたまらない。だから手放す気はねえ。新しんちゃんにも、誰にも渡さない。セクハラもやめない。おれに色仕掛けで迫ってこようなどと不ふ埒らちな考えを持った女子生徒はどんどんこい。望みどおり、高い身分に徴用してやる！　おれは籠ろう絡らくされやすいぞ！」

「一かず馬まさん、いい加減手を……あっ、いやっ……」

　ぴくんと白い喉のどを反そらしてみづきが身み悶もだえる。長い髪が黒い光こう沢たくを放ちながら波打った。一馬の両手はいまなお柔らかな重みを堪たん能のう中ちゆう。瞬しゆん間かん、一馬の目がくわっと大きく見開かれる。
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「こんな世界を誰だれかに変えられてたまるかってんだ。まだまだまだまだ、おれはやりたいことがいっぱいあるんだ。途中で誰かに取り上げられるってんなら、命張ってでも取り戻してやる。だからついてこい。いいか、いま、いまこの瞬間、間違いなく、この世を一番愛しているのはこのおれだ！」

　このおれだ、このおれだ、このおれだ……（エコー）。

　汗と鼻水と涎よだれとを大量にぶちまけながら、一馬は甲かん高だかく叫んでいた。

　声は強風となって、その場にいる全員の髪をごうっ、と後ろになびかせた。

　男子の本ほん懐かい、ここに極まれり。

　きらきらきらー、と一馬の体液が何となく虹にじになってきらめいたように壬み琴ことの目には見えた。このとき、彼女は半ば本気で感動していたのだ。

　──ああ、馬ば鹿かだ馬鹿だとは思っちゃいたが、本当に、本当に、凄すげえ馬鹿なんだなあ……。

　と。

　だから次の瞬間、みづきの白い手がすっと一馬の腕に絡まって胸からその手をもぎ放させつつ、見事に身体からだを入れ替えたときも、あえて止めようとは思わなかった。

　放たれた白い光こう刃じんが、みづきに背を向ける格好となった一かず馬まの首筋にあてがわれる。迦カ具グ土ヅチの真剣だ。しゅおおお、とみづきの黒い髪が広こう範はん囲いにわたって逆さかしまになびいていた。

「一馬さん──二度目はない、と言ったはずですね」

　そう告げる声は妙に物静かで。

　漆しつ黒こくのオーラさえ立ち昇って見えるみづきの、その両目はむしろ白々と輝かがやき。

　さすがに本気で命にかかわりかねない、と考えた壬み琴ことは、仕方なく、止めに入ろうとした。が、

「ま、待って、待ってくれえ。あ、あれはキスの話でしょ？　だから、まだ二度目じゃないはずですよお。巨乳揉もみはまだ初回じゃないですかあ」

　情けなく懇こん願がんする一馬の声が耳に入った途端とたん、壬琴は走りかけていた足をストップさせた。

「おまえ、みづき姐ねえにもキスしたのか」

「えっ？　いや、あの、未遂ですよ？」

　違う方向に脅威を感じた一馬は、顔面を蒼そう白はくにさせながら、たじたじになって弁解する。

「にも、とは、どういうことです？」

　今度は後ろから放たれていた殺気が三倍増しに。前ぜん門もんの虎とら、後こう門もんの狼おおかみ。いいや、そんななまぬるいものではない。前門の鬼、後門の竜。

「一馬ァ──」

　呆ぼう然ぜんとしていた生徒たちの間からも、ようやくまっとうな怒りが声となって湧わいて出てきた。

「貴様、覚悟はできてるんだろうな」

「よ、よよ、よくも、生徒会長の、巨、きょきょきょ、巨乳を」

　拳こぶしをぱきぱきと鳴らせるものもあれば、よよ、と泣き崩れる男子生徒もあり。「きょにゅうはやめてください」とみづきが平坦に言ったが、もはや彼女自身の声すら耳に入っている様よう子すのものもなく。

「もうダメ。我慢できない」

「どうしたの、弓ゆみ子こ？」

「あいつを殺す。一〇年前、あいつの家で誰だれかの成人の儀ぎをやったとき、お風ふ呂ろを覗のぞかれたときからそう思っていたの」

「奇遇ね。わたしもよ」

「あら、みゆき、あなたも？　意外なところに親友っていたのね」

「そうね。じゃ、やっちゃう？」

「ええ、さくっとね。さくっと」

　ふふふ、と笑い合う女子生徒のほうがむしろ恐ろしい。

「待て！」

「殺してやる！」

　どどど、と堰せきが切られたように押し寄せてくる人の波から、猛スピードで逃げていく一かず馬ま。

　土煙の立った校庭を、半ば魂を抜かれたように見守っていた八や咫た新しん之の助すけは、

「──ふう」

　両肩の力をぐったりと抜いていた。

　さっそく取り押さえられた一馬が、檜ひのきの木の下で集団リンチに遭っている。それがひとしきり済んだのち、つかつかと歩み寄ったみづきは生き真面目まじめに「大体、あなたという人は……」と説教をはじめた。

　新之助はそのとき、何となく空が青くなったのではないかと思い、頭上を見上げた。

「──」

「本気で、どうしようもない野郎ですね。まったく、宗主さまも何をお考えなのか……」

「なぜかな」

「え？」

　一馬への恨み言をつらつら並べ立てようとしかけていた土ど留どめが、驚おどろいて口ごもる。新之助はまだ空を見上げていた。混こん沌とんとした色はなおもまがまがしいうねりをもって広がっている。

「さっきまで、ぼくは悲壮な決意を胸に抱いていた。生きて帰ることもあるまいと覚悟し、皆に覚悟を示すためならば真っ先に命を投げ出しても構わない、とすら思っていた」

「──ええ」

　頷うなずいたのは静しず香か。

「だが、なぜかな。いま、勝てる気がした。勝ったあと、あいつを今度こそ教育しなおしてやろう、と思うぼくがいた。まったくいつもの学園生活がこのあとで待っているみたいに」

　土留と静香の仰ぎ見るかつての主君の顔は、いままでの彼らが知るどんな表情も浮かべていなかった。

「もちろん、命を懸かけて戦う覚悟に変わりはない。死ぬときがきたと判断したならためらわずに命を投げ出そう。だけど……ふふ、それと同じくらいの決意で、生きるべきだと判断したならば、最後の最後まであがいてあがいて、あがきまくってでも生き残ってやろうとも思った。彼らもそうではないかな？」

　新之助が顎あごで指し示した先、一馬への暴ぼう行こうを終えて引き上げてくる生徒たちの姿があった。口々に何か罵ののしりながらも、先ほどまで、静寂に吞のまれ、沈痛に顔を歪ゆがめていた人々とは同一人物とは思えないほど、その顔は晴れやかだった。

「ま、まさか、一馬は、そのためにわざと？」

　土留が目をひん剝むくと、新之助はしかつめらしく顎を引いた。

「うむ。みづきくんも、それがわかっているからこそつき合ったのだろう」

　土留と静香は何となく生き真面目まじめな顔になって、ぼろ雑ぞう巾きんのような一馬にまだこんこんと説教をつづけている生徒会長の姿を見やる。

「……な、わけもないか」

「え？」

　さっきより驚おどろいて、土ど留どめ、静しず香か両名が振り返る。新しん之の助すけは笑っていた。

　異世界の中でふと感じた、日常の匂におい。空さえも青く錯さつ覚かくさせるほどに、それは、くり返しくり返し、飽あきるほどに過ごしてきた時間の流れのごく一部。今日きように疲れ、ほんの少しの倦けん怠たいを覚えながら、明日あしたもそうなのだとなぜか確かく信しんしていた昨日きのう。

　取り戻さねばならない。必ず。

　新之助の笑みに釣られ、土留と静香も顔を見合わせて笑う。

「一かず馬まさん、聞いていますか？　三度目はありませんよ──」







３──

「さあて」

　一馬は大きく息を吸いこんでから、ふんッ、と鼻に詰めていた血止めのティッシュを噴ふん出しゆつさせた。

「いつまでも馬ば鹿かやってらんねえな」

　おまえが言うなよ、という突っこみを壬み琴ことは無言のままに送る。さっきまで彼は歩けもしない状態だったので、壬琴が聖堂まで引きずってきたのだ。リンチで受けた傷が原因ではない。みづきの胸を鷲わしづかみにしたことで、自ら陶酔の極みに陥ったものか、いつぞやのように真っ白な灰にまで燃もえ尽きかかっていたのだ。

　その一馬は何とか復活し、いまはこちらに背を向けてあぐらを搔かいていた。それから足の裏を両方とも上へ向ける要領で足を組み変える。いわゆる結けつ跏か趺ふ坐ざの姿勢だ。

　久しぶりに一馬が足を踏み入れた、学園の聖堂内。

　青あお紫むらさき色いろの霊力イイロが空間中を埋め尽くしている。

　すでに配置は完成していた。

　一馬は聖堂に、そしてもうひとりの霊力使いである八や咫た新之助は屋上にいる。一馬はこの聖堂で統括した霊力のおよそ九割を新之助に送る。新之助は貰もらい受けたその力を、学園中にいるすべての生徒たちに与えて戦いの補助とし、また、生徒たちが無む意い識しきのうちに放つ霊力はふたたび一馬へと循じゆん環かんされていく──という仕組みだ。一馬自身は〝船〟で戦わねばならないため、他ほかの生徒たちにまで手が回りにくい。だから生徒たちのサポートは新之助に任せることにしたのだ。

　学園内にあふれるであろう〝歪ゆがみ〟も、それぞれが負担することになる。いくつかのポイントに迦か具ぐ羅らと防人さきもりを配置し、学園の機き能のうによって分散された〝歪み〟の数パーセントを担当してもらうのだ。といっても、ほとんどの〝歪ゆがみ〟はグラウンドに集中する。一かず馬またち前ぜん線せん部隊は、黄泉よみから怒ど濤とうのごとく押し寄せてくるだろう〝歪み〟の七〇パーセント以上を受け持つ計算となる。

　カウントダウンはすでに開始されていた。

　一馬は聖堂を介して宗主と連絡を取り合っている。声なき意思の交流によって、作戦開始のタイミングを計っていた。

　さしもの一馬も、ここに至っては真剣そのものの様よう子すで霊力イイロの統括に集中していた。宗主の聖堂から送られる膨ぼう大だいな力を体内にいったん取り入れ、それを外へ細く、強く、鋭するどく放射していくイメージを抱く。

　それだけではなく、一馬は時折目を閉じては何事かを真剣に考えこんでいる様子でもあった。無む論ろん、この戦いに挑むにあたってまったくの平常心でいられるはずもない。壬み琴こととて、ふと気を抜いてしまえば、目もくらみ、足元がおぼつかなくなるほどの絶望感に襲おそわれそうにもなる。おそらくみづきだってそうだろう。左右に並んだ無言の土ど留どめも静しず香かも、そしてここにはいない八や咫た新しん之の助すけだっておそらく。ポイントそれぞれに配された迦か具ぐ羅らたち、防人さきもり、そして名前も知らない生徒たち。

　──にしても、さっきの「あれ」はどういう意味だったんだ？

　壬琴は緊きん張ちようをほぐすため、生徒たちが配置につくちょっと前のことを思い出していた。やはり決戦前とあって、壬琴たちにも声をかけてくるものたちが大勢いたのだが、そんな生徒たち以外に、何とひとりの老人──浅あそ生う剣けん三ぞうの姿もあったのだ。

（生きてやがったか、じじい）

　一馬はそう毒づいた。剣三は天あま津つ学がく園えんに残って、新之助とともに生徒たちを守る任についていたらしい。

（わしを恨むか、一馬）

　剣三は開口一番にそう言った。彼もまた、事実のすべてを知っていた人物のひとりなのだろう。つとめて保っているらしい無表情がむしろ、ひとつひとつ顔に刻みこまれたしわを苦悩に変えて浮き上がらせている感じがした。一馬はしばらくの間無言だった。「ああ」とそれからひとつ頷うなずいた一馬は、

（つうか、恨み言が多すぎるんだよ。貴重な脳みその記き憶おく容量に、じじいへの恨み言を保存しておく趣しゆ味みはおれにはないから、古い奴やつから順番に忘れてやる）

　顔を合わそうともせずにそう言った。剣三は少し笑ったようだった。

　何かいいな、とは思ったが、壬琴が不ふ思し議ぎに思った「あれ」とはこのことではない。剣三が一馬のもとを去った直後、とある男子生徒が、何だかもじもじしながら近づいてきたのだ。

（あ、あのう。城主さま？）

（ほほう。これはこれは……どなたさまかな？）

（ぼ、ぼくは阪さか上がみ……いっ、いえ、Ｂです、Ｂで結構です！）

（ふううううん。変わった名前なんだねえ）

（あ、あの！　ぼ、ぼく何でもします。城主さまのためならば、この命も……身も、心も……）

　ぽっと顔を赤らめていたのはなぜだ。が、一かず馬まは絶対零度の眼まな差ざしで彼の顔を一いち瞥べつするや、

（いらんよ。きみなどよりよっぽどやおるにふさわしい相手を見つけたのだ。どこへなりと、とっとといってしまいなさい）

（じょ、城主さまの浮気者！）

「うーん……」

　緊きん張ちようをほぐすどころか、全身からぐったり力が抜け落ちそうな気がしたので、壬み琴ことはあわてて回想を断ち切った。あの一馬でさえ、いまはおふざけもなしに頭を悩ませている。先陣を切る役目を負わされた迦か具ぐ羅らがこんなときに馬ば鹿かな思いにふけっている場合ではない。

　すう、とさっき一馬がやったように深く息を吸いこむ。肺いっぱいに息を溜ためたあと、今度はお腹なかからゆっくり力を抜いていく感じで、息を小さく、長く吐き出していく。

　ふたたび体内に熱ねつと力がこもるのを感じた。

　ぱんっとひとつ頰ほおを叩たたく。

「気合いが入ってやがるな」

　土ど留どめが急に声をかけてきた。古い時代から、土留家と群むら雲くも家けとは仲がよくない。彼が一方的に壬琴に向ける敵意にもその辺の事情があったが、

「ああ。ここで入れなきゃ、あとがないからな」

　壬琴自身は屈託がない。ふん、と土留は笑い、何かからかいたそうな顔をしたが、不意に顔つきを改めて、とんでもないことを口にした。

「おれは、おまえを好きだったかもしれねえな」

「は、はあ？」

「何となくだ。気にすんな」

「あ、アホか、おまえ。何となく、も、気にするな、もあるか。そんなこと言っておいて」

「安心しな。城主さまと張り合おうとは思わんよ」

　むしろとんでもない告白をした土留のほうが怒っているみたいに、そっぽを向いたままそう言った。壬琴の顔にふたたび血の気が刺したが、それ以上口こう論ろんになっても自分がどツボにはまるだけだと気づいて口を閉ざした。

　そして、沈ちん黙もく。

　一馬はそんな会話を背にしながらも無言のまま。思いにふけっているその背中を、壬琴は見つめていた。

　胸に去来することはいくらもあるだろう。どれもが未来を暗く閉ざしてしまうものばかり。そのひとつひとつをこの手で取り払ってやれたらどんなに楽かしれない。

「どうしました？」

　気がつけば、壬み琴ことはじっとみづきの横顔を眺めていた。端正な鼻筋から、ややふっくらした唇までにかけてのラインは女性の壬琴でも惚ほれ惚ぼれするくらいだが、そのとき黒々と濡ぬれたような瞳ひとみがこちらを向いた。

「ううん。みづき姐ねえ、作戦は？　何か、考えてたりするんじゃないの。天あま津つ学がく園えん切っての才さい媛えんにして、盟めい主しゆ家け名門、草くさ薙なぎ家の迦か具ぐ羅らともなれば……」

「ありません」きっぱりとみづきは言った。「〝歪ゆがみ〟の規模──すなわち、鬼の強さ、内包されている鬼の数、空間の広さ──が未知数な以上、作戦を立てても無む駄だでしょう。前もって与えられた情報は皆かい無むに等しいのですから、実物を前にして『話が違う』となった際、むしろ作戦が足かせになって、自由に動けなくなる恐れのほうが強いと思われます。ですから、いつもどおりにやりましょう」

「いつもどおり」

「ええ。美み亜あさんがいらっしゃらないため、防御をくれぐれもおろそかにしないよう、それだけを気をつけてください」

「それだけを」

「ええ」

　壬琴はくすっと笑った。こんなに楽になる言葉もない。

「そうだね。いろいろ気にしてもしょうがないか。うっし！」壬琴は両の拳こぶしを上げて身構えた。「がんがんやるか！」

「…………」

　みづきはふたたび前方を見据えている。吹っ切れた壬琴と裏腹に、なぜか前より憂ゆう慮りよに沈んだような目をしていた。

「みづき姐？」

「わたしは、才媛などではありませんよ」そっと睫まつ毛げを伏せてみづきは言う。「結局、何をもなし得ませんでした。わたしは、今回のことについてもある程度の情報を知らされていたのに……。宗主さまに言われるがままに動くばかりで、わたし自身は何もしなかった、何もできなかったのです」

「みづき姐、それは」

「申し訳ありません。わたしは……美亜さんのことについても、知っていたのです」

　それは仕方ないよ、と言いかけた壬琴を制す勢いでみづきはそう打ち明けた。やや早口だったのは──恐れていたのだろうか。

「もし万一のことあらば、わたしは美亜さんを聖堂に封じこめる役目をも担っていました。ごめんなさい、一かず馬まさん。あなたが苦しむだろうと知っていて、わたしは」

「いつまでおしゃべりしてるの？」

　次はみづきが言葉を遮られる番だった。静しず香かがどうでもよさそうな調ちよう子しで肩をすくめている。

「そろそろ時間でしょ。本当、緊きん張ちよう感かんのないこと」

「わたしは──」

　みづきは息苦しそうに喘あえいだ。壬み琴ことは胸に抱いていたいつかの危き惧ぐがいままさによみがえるのを感じていた。みづきが自分たちと違う立ち位置にいるのは何となく気づいていた。事件が起こるたび、実は知っているのではないか、と考えたことだって一度や二度じゃない。

　結局みづき自身がそのことについて話すことはなかったのだが、それでみづきを恨めしく思ったことなど壬琴には一度もない。というよりも、壬琴はみづきをこそ案じていたのだ。誰だれからも期待され、誰からも何かを託されようとするみづきだから、何もかもをも抱えこもうとするあまりに、いつか破裂してしまうのではないか、と。

　一方からの期待は、別の一方への裏切りにつながりかねない。

「わたしは」とみづきがもう一度くり返そうとしたとき、

「いま言うことじゃない」

　誰かの声がそれを遮った。

　誰か──などではなかった。前に、壬琴は考えたことがある。そんなみづきの重荷を払えるのは、同じくらい何かを背負った人間か、あるいは、そんなことをお構いなしに声をかけられる馬ば鹿かくらいのものだ、と。壬琴は知っていたのだ。

「あとでいくらでも聞いてあげる。あとでね」

「あ……」

　それでも何かを言いかけたみづきに、

「もういいよ」

　壬琴はようやく自分でもそう言うことができた。みづきの細い、しかし見た目以上にはずっとしっかりした両肩を抱く。

「壬琴さん──」

「ごめんね。いろいろ、気づいてあげられなくて。でも、みづき姐ねえがあたしたちに隠し事をしていたのがつらくないなんて思わないから。誰にも、決して、思わせないから。それでいいよ。もう、それでいいよ」

　そんな言葉でどれほどの慰なぐさめになるだろう。自分にはみづきの味わってきた重責やつらさなどわからない。前に感じたように、それ以上のものを抱えこんできた人間でなければ、みづきの胸を癒いやすことなどできないのかもしれない。だが、それでも友達のみづきがひとりで苦しんでいるのをこれ以上見ていたくなどない。理由なんてそれで充分だった。あたしだって、きっと馬鹿になれるさ。

「……きた」

　一かず馬まがそのとき、言った。

　ぴんっと聖堂内の空気が糸を引いたように張り詰める。みづきの白い手が壬み琴ことの手に重なり合った。「姐ねえ」と呼びかけた壬琴のその手をそっと肩から外させながら、みづきは頷うなずく。横顔は迦か具ぐ羅らのものになっていた。

　壬琴も頷き返し、改めて正面に向き直る。

　張り詰めた空気はそのまま霊力イイロの渦となって、目の前を乱らん舞ぶするかに見えた。ならばこの身も吞のまれるのみ。壬琴は腹の底に息を溜ためた。腰のあたりで握りしめた両りよう拳こぶしを軽く開閉させる。

「いくぞ」

　一馬は言った。声もなく四人の迦具羅は応じた。

　はじまりを告げる銅鑼の音サイレンもなく。

　天あま津つ学がく園えんはいま最後の戦いを迎えた。










七章「ＨＥＲＯ」













１──

「よし！」

　新たに気持ちを入れ替えた壬み琴ことは、真っ先に〝船〟の外へと躍おどり出ていた。

〝歪ゆがみ〟の只ただ中なか。

　うねり狂う闇やみの規模はいままでの比ではない。甲かん板ぱんに降り立っただけで、頭上から押しつぶされそうなほどの圧力を感じる。

　壬琴につづいて、土ど留どめ、静しず香かが現れ、そして最後にみづきが姿を見せた。聖堂内で覗のぞかせていた葛かつ藤とうはいまや消え去り、頭上を仰ぎ見るその顔にはむしろ感情の色が欠落している。

「かはっ、こりゃ凄すげえ」土留が歯を剝むいて笑う。「びりびりきやがる。並の人間なら一発でお陀だ仏ぶつだな、コリャ」

「あたしたちも余裕を見せている場合なんかじゃないわ」静しず香かは不快そうに眉まゆをしかめていた。「早いところ、本格的に城主さまが力を届けてくれないと」

　多重に広がる闇やみは見ているだけで気の狂いそうな色で混ざり合いながら、やがてその合間から無数の影かげを吐き出していく。

　鬼だ。

　異次元の法則を有したモノたちが、様々な形状を見るものそれぞれの脳裏に焼きつかせながら、〝船〟めがけて舞まい降りてくる。その数はもはや目では追いつかない。たとえるなら青い空一面を覆おおい尽くした黒雲のよう。

「獲え物ものを奪い合わないで済みそうだぜ」

「まったくだ」

　同どう調ちようしながらも、壬み琴ことの顔にはうっすら汗が浮かび上がりつつある。耳元近くで、数千枚のガラスを絶え間なく引っかかれているような不快感がこめかみを激はげしく叩たたいていた。

　すべてが忌まわしい。

　すべてが汚らしい。

　すべてが厭いとわしい。

　気持ちが悪い、吐きそう、気を失いそう、いいえ、気が狂いそう。

　耳を塞ふさぎたい、目を閉じたい、しゃがみこみたい、口を押さえたい、逃げ出したい。

　ありとあらゆる種類の不快感が押し寄せてきては、互いに相そう殺さいし合うどころか、相乗効果をあげて人の存在そのものを闇の彼方かなたにさらっていこうとする。いってはもう戻れない……そこに待つのはきっと、人が想像し得る限りもっとも恐ろしい悪夢……。壬琴はなぜか、子供のときに見た影絵のお芝居を思い出していた。あれが嫌いだったのだ。映し出された影や、背景の色彩、ラジカセから流れてくる音楽がこの世でないどこかを示唆しているようで、見ているだけで鳥肌が立ってきた。

「一かず馬ま！」気を抜けばいくらもマイナスの方向に働きそうな思考を打ち切って、壬琴は叫んだ。「霊力イイロを！」

　瞬しゆん間かん、〝船〟が青白く発光した。

　カメラのストロボ並みに小さな光だったそれが見る間に輝かがやきを増していき、やがては目もくらむほどに膨ぼう張ちようしていく。壬琴は内側から渾こん々こんとあふれてくる力を感じた。生命の泉だ。体内を駆け巡る血管の一本一本に熱あつい脈動を感じる。光に全身を吞のまれながら、壬琴は誰だれにも負けない気がした。何か、とてつもなく大きな、頼もしいものに抱かれている気がした。それがひとりの男の姿に重なっていくイメージはごくごく自然だったが、さすがに一六歳の彼女には羞しゆう恥ちを禁じ得なかった。が、いまはそれすらも受け止めて、自分の力へと転換させることができた。

　やがて光が晴れていく。

　目を開けた壬み琴ことの足元には純白の翼つばさが生はえていた。いまならば世界の果てまでも一いつ瞬しゆんで飛んでいける気がした。

「まずはあたしが敵を引きつける。みづき姐ねえは援えん護ごをお願ねがい。土ど留どめ、纏まといは甲かん板ぱんで応戦、いいな!?」

「──」

　返事がない。振り向き、「どうした」と怒ど鳴なりかけて壬琴はきょとんとなった。こちらを見つめる土留の目が丸い。頰ほおを赤らめてもいる。嫌いやな予感がした。なぜだか直感的にその予感が一かず馬ま絡みだと壬琴は感じた。そして一馬絡みの嫌な予感は外れた試しがないのだ。

　壬琴は、土留の視し線せんを追って、そろっと自分の視線も落としてみた。

「うげ」

　と乙女おとめにあるまじき呻うめき声が洩もれる。コスチュームが一変されていた。金属製のグローブとロングブーツには角つのらしきものが生えていて、前よりもいかつい。そっと手で触れてみた額ひたいの辺りには額飾りサークレツトらしきものが嵌はめられていた。壬琴の迦カ具グ土ヅチにあわせてか、左右一対となった翼がデザインにあしらわれている。

　それだけならまだしも、それ以外の壬琴は裸だった。いや、裸に近い格好をしていた。以前はスクール水着を基本としたコスチュームだったが、今回はビキニだ。褐かつ色しよくの肌はほとんどの面めん積せきが露あらわになっている。これも金属製に似たブラとパンティは、きわどいところを隠す以外の役割は何も果たしておらず、包みこむ、というより、胸と尻しりの肉をそれぞれ押しこめる、といった具合に喰くいこんでいた。

「……………………」

　壬琴は一瞬、ばたばたと動き回って、胸やら尻やらを隠そうとした。が、すぐに無む駄だな努力だと思い知った。これは一馬のイメージが霊力イイロとなって投とう影えいされているのだ。実際の服ではないから、着替えることもできない。壬琴はそれでも、ほとんどの部分が露わになったヒップを両手で覆おおい隠そうとして──しかしそうなると、今度は前のほうが無防備になった気がして、片手で胸辺りを隠そうとして──最後には、ええい、と開き直った。

　代わりに、みづきのほうを見る。巫女みこ装しよう束ぞくに似たそのコスチュームもいくらか露ろ出しゆつ度どが増している。特に今回は襟えり元もとが菱ひし形がたに開かれていて、これも内部にぎゅっと押しこめられた白い柔やわ肉にくの谷間がばっちりだ。裾すそは前回より一〇センチほども短くなっており、きわどい部分が見えるか見えないかのぎりぎりのラインで剝むき出された太ふと腿ももが妙に扇せん情じよう的てき。

　今度は静しず香かのほうを窺うかがった。全身に宝石をちりばめた、黒い、典雅だがどこか退廃的な匂においのするドレスは前回同様だが──あれはおそらく、新しん之の助すけのイメージなのだろう──もはや言うまでもなく肌はこれでもかと外気に触れているし、顔にはなぜか目元だけを覆うタイプの仮面がつけられている。本人の妖よう艶えんな雰囲気とあいまって、ヨーロッパの時じ代だい劇げきにでも出てきそうな悪女スタイルだ。

「──何なの、これは」

「訊きくな」

　苦々しそうに言った壬み琴ことは、それから、聖堂で思い悩んでいた一かず馬まの背中を思い出した。原因はおそらくこれだ。「おれは……？」と言った、長ラン姿のままの土ど留どめを無視して、

「あの馬ば鹿か野や郎ろうがぁぁぁ……」

　ぎりぎりと歯を嚙かみ合わせた壬琴の耳に、一馬の高笑いが聞こえてきた。

「これだ、これこれ！　最終決戦は、真の力に目覚めたヒロインたちがパワーアップした新コスチュームで挑む！　お約束的にそう決まっておるのだ！　わは、わは、はははは……はぁおうっ!?」

　高笑いが悲鳴とともに途と切ぎれる。壬琴が、振りかぶった拳こぶしを見事なモーションで甲かん板ぱんに突き落としたのだ。船体を自分の肉体としてイメージしている一馬にはそのまま痛打になり得る。

　土留がふたたび「お、おれは……？」と囁ささやいたが、

「とことん、人の闘とう志しを萎なえさせてくれやがって。ええい、もういい。とにかくいくぞ！」

　意を決するや、壬琴は翼つばさをはためかせて飛び上がった。頭上からは無数の黒い影かげたちが迫りつつある。

「あとで全裸にひん剝むいて、校庭の木に縛しばりつけてやる！」

　最初の重力弾を敵の群れめがけて放ちながら、さらに高度を取っていく。黒雲の中央にぽっかりと開いた穴はしかし、次から次へとあふれてくる鬼の影によってまた埋められる。

　風を切って飛んでいく壬琴は肌にぞくぞくするようなスリルを味わっていた。コスチューム云うん々ぬんはともかく、一馬から与えられるパワーは確たしかにいままでよりもはるかに強い。宗主自身が聖堂から届けてくれる霊力イイロのおかげもあるだろうが、何より、一馬がそれらをすべて己の力として練り上げることができているからだろう。

　とにかく目に入るものすべてが敵。ならば、片っ端からつぶしてやればいい。最終決戦だって？　そうか、なら、あたしも乗ってやるよ。

「必殺！」

　振り上げた両腕に重力弾を集め、まとわりつかせる。一見、無防備な姿となった壬琴に鬼どもの第一陣が群がりかかった。どぶ色をした巨人たちに壬琴の姿が覆おおい隠されたその瞬しゆん間かん、

「群むら雲くも流りゆう、鬼殺し大だい車しや輪りん！」

　その塊が四方へ砕け散った。

　回転しながら雨あられと撃うち出された重力弾に巻きこまれ、さらに襲おそいかかろうとしていた第二波、第三波までもがその霊れい体たいを砕かれて消えていく。

「は、やるねえ」

　感嘆の声を洩もらしながら、土留は下から〝船〟に迫りきつつあった〈狩人〉めがけて斧おののブーメランを投げつけた。隣となりでは静しず香かが一次元の影と化した両腕を鞭むちのように振るって、同じく船体に取りつこうとしていた〈軍勢イクサ〉を薙なぎ払っている。

「群むら雲くもさんはまだましなほうだと思っていたのに」静しず香かは口角を吊つり上げて言った。「必殺ですって？」

　そのとき、二人の頭上を光の帯が薙いだ。

　分厚い光こう刃じんが、壬み琴ことに降りかかろうとしていた第四波を吹き散らす。放ったのは無む論ろん、草くさ薙なぎみづき。

　迦か具ぐ羅らそれぞれの攻こう撃げきが確かく実じつに成果をあげる中、それでも鬼たちはさらにさらに空間のあちこちのひずみから湧わいて出てくる。

　それらを迎え撃うつ迦具羅四人に与える力のみならず、あまりに〝歪ゆがみ〟の規模が広いために一かず馬まはその拡大を抑えるためにも霊力イイロを回さねばならず、常に最大限の力を放出しつづけねばならない。いまや〝船〟の中央部と化した聖堂内で歯を喰くいしばりながら、一馬はあとこれがどれだけ保てるのだろう、とちらりと思っていた。

　いつもならば数分と保もたない。すでに平均的な〝歪み〟との戦せん闘とう時間は過ぎた。一〇〇メートルダッシュを死ぬ思いでやり終えた直後、「はい、もう一回」と絶え間なく言われているようなものだ。宗主の与える力は確たしかに凄すさまじく、疲労の限界まできたか、と思われた直後にまた心身に活力がみなぎるのを感じるのだが、それだっていつまでつづくものやらまったくの未知数だ。

　というより、何もかもが未知数のこの戦い。

　霊力を保つことよりも何よりも、一秒先さえもわからないこの戦いの中、その先に勝利があるのだと根拠もなくただ信じつづけることこそが、実はもっとも困こん難なんなことなのかもしれなかった。

　学園内でも各ポイントにおいて戦端が開かれている。通常、ポイントに配された防人さきもりと迦具羅の役割は、まず防人が己の霊力でもって〝歪み〟を抑えこみ、万が一抑え切れなかった場合にのみ、迦具羅が前に出て戦うというものだが、今回は〝船〟の到来を待つのが目的ではないから、当然その役目も異なってくる。

　防人は〝歪み〟が各ポイントで拡大しすぎないよう、力を放ってその規模を限定させつつ、迦具羅に中からあふれ出してくる鬼たちを退治させる。当然、通常は防人も迦具羅もそう長いこと力の行使はできないが、今回は彼らも城主の前ぜん線せん部隊と同じく霊力の補助がある。

　前にも述べたとおり、一馬が練り上げた霊力のうち九割は、学園の屋上にいる新しん之の助すけに回されている。その力はいま、新之助を介して学園中に振りまかれているのだ。

　新之助は次から次へと流れこんでくる熱あつい力を、苦心しながらもひとつに束ね、やがて学園内の各ポイントへと分散させて送りこむ。その膨ぼう大だいな量の力に、内心彼は舌を巻いていた。

　──さすがは宗主さまのお力。そして……これは、一馬の力でもあるのか。

　認めたくはないものの、それが事実であることなど新之助は誰だれよりも深く理解していた。受け取る側の器うつわも大きくなければ、いかに巨大な力とて意味がない。宗主の力をも受け取れる一かず馬まの器は、いまや新しん之の助すけをしのいでいる。だが、

　──これほどのパワー、〝結界の儀ぎ〟をやろうとしたあのときに流れこんできた力以来だ。確たしかに強い力は武器にもなるが……しかし一馬よ、いつまで保もつ？

　弟と同じ危き惧ぐを彼は抱いていた。

　それは自分自身への問いかけでもあった。

　止とめ処どなく押し寄せてくるパワーの波。一馬と新之助は、一いつ瞬しゆんごとに体内を満たすそのパワーを身体からだに一滴たりとて残さぬよう、迦か具ぐ羅らたちが苦戦しないよう、常に全力で放ちつづけねばならない。そしてまた宗主からの霊力イイロが届けられる。ふたたび全ぜん身しん全ぜん霊れいを懸かけて解き放つ。また身体を熱あつい力が満たす……。

　そんな心身を極限まですり減らす戦いをいつまでつづけられるのか。

　──ええい、それは迦具羅とて同じこと。何より、一馬よりも先にこのぼくが音ねをあげてたまるものか！

　端正な顔に浮かび上がった苦悩を、かぶりを振って追い払う。

「宗主であろうとするこのぼくが！　証あかしを立てる千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスだ！」

　空に向かって吠ほえる。

　しかし見上げるその空さえも敵意に満ちたいまの世界、他ほかに誰だれの姿も見えないこの屋上においては、新之助はまるで滅亡した世界にただひとり取り残された人類のようでもあった。

　見た目ならば。

　実際の新之助はいま、放ちつづける霊力を通じて数多くの人々と触れ合っている。それらの人の心さえもが手探りで読めるほどに深く深く。

　──負けてたまるか！

　血と汗にまみれながら、刃やいばを振るいつづける迦具羅の心。二年Ｃ組、田た上がみ丈じよう二じ。

　──あたし、明日あしたデートがあるのよ！　絶対に世界を変えさせなんかしないんだから！

　〝歪ゆがみ〟の膨ぼう張ちようを細い手で必死に喰くい止める防人さきもり、一年Ａ組、飯いい野のゆり子。

　──ティラミス、モンブラン、苺いちごムース、チョコチップマフィン……終わったら、全部食べちゃおう！

　ダイエット中らしい、心霊治ち癒ゆ師し、中等部三年Ｆ組、遠えん藤どう奈な津つ美みの切なる願がん望ぼう。

　──お母さまに言おう。もうぼくは一人前だって。認めてもらおう、この戦いで！

　気を失った迦具羅に代わってそのポイントの最前に立った新しん米まい迦具羅、中等部一年Ａ組の蔓かずら正まさ巳み。

　全員の名前を胸に刻みこみつつ、新之助は蜘蛛くもの巣のように張り巡らされた霊力供給ルートを、おのが体内を介した熱い脈動で満たしつづける。

「大おお久く保ぼ、前へ！　柿かき崎ざきは下がって、心霊治癒師の治ち療りようを受けろ。Ｄポイントが破れつつある。Ｃポイントの第三陣、フォローへ向かえ！」

　ルートを伝って届けられる情報をもとに、一かず馬ま、そして新しん之の助すけが指揮を執る。

　戦いはつづいた。

　ひたすらに長くつづいた。

　ゴールを知らされていないマラソンほど、そして頂上の見えない山登りほどつらいものもない。

　何人かがばたばたと倒れ伏した。その背中を乗り越えて、次の防人さきもり、次の迦か具ぐ羅らが前に出る。

　壬み琴ことの翼つばさがはためきつづけた。

　みづきの剣が何度も何度も宙を光となって突き抜けた。

　土ど留どめ、静しず香かの迦カ具グ土ヅチが数百、数千の鬼を祓はらいつづけた。

　そのうち、ありとあらゆる思いが──苦悩が、悲しみが、怒りが、勢いをなくし、身体からだの輪りん郭かくごと闇やみに溶けて、それは共感できない歌の歌詞以上に色あせたものへとなっていった。

　もはや彼らは戦う人形だった。

　感情も言葉も、もう新之助には響ひびいてこない。

　何のために戦っているのか、その理由さえも、彼らはきつく握りしめていたはずの掌てのひらから取りこぼしつつあった。生き抜いてやる、と誓っていたはずの心もいまや、『死』と親しく肩を組んだ友人だった。

　死んでしまえ。

　楽になれ。

　ひとつになれ。

　黄泉よみと溶け合え。

『生』と『死』がついにひとつになるのだ。そうすれば楽になる。『生』きていかずにすむ。『死』を恐れずにすむ。

　耳元で囁ささやきかける亡もう者じやの声。あるいは、生徒たちひとりひとりの心に生まれた疲労と絶望とがもたらす幻げん聴ちよう。

　新之助は認めなかった。そんな声に惑わされたくなどなかった。だから両足を踏ん張り、彼らを励ます言葉を添えて、霊力イイロを、それこそもう気の遠くなるほどの回数で送り出した。もう駄だ目めだ──そんな言葉が自然と湧わき上がってくるたび、いや、違う、と否定する。楽になりたい──そんな願がん望ぼうが甘美な眠気をともなって誘いかけてくるたび、一馬に笑われるぞ、と自分を叱しつ責せきする。

　そのうち、そんな自身の声さえも聞こえなくなった。

　彼は気を失っていたのだ。

「！」

　はっ、と目を覚ました彼は、屋上に横たわっている自分をひどく第三者的な視し線せんで感じていた。身体からだを起こそうとする。手足はのろのろとも動かなかった。蓄ちく積せきされた疲労が錘おもりとなって伸のしかかっている。錘は自分の体重の一〇倍ほどもあった。

「か……」

　──かずま……。

　声すらもろくに出ない。口はからからに乾ききっていて、名前を呼ぼうにも、喉のどにごうごうと嵐が吹き荒れただけだった。

　空は一面、いまだ狂気の世界。

　風が吹いた。

　陰気な音色の風だ──と、ぼんやり新しん之の助すけは思った。もはや誰だれとも通じ合っていないいま、本当に彼はひとりきりで横たわっていた。

　世界は終わったのだろうか？

　何を馬ば鹿かな。自分は生きている。ならば世界はつづいているのだ。新之助は錘を振り払おうと身み悶もだえした。

　指が持ち上がった。一ミリ。呼吸を止めて、指先の一点にのみ全力を集中させた。二ミリ。

　ふっとふたたび白い波に意い識しきをさらわれそうになる。血が滲にじむほどに歯を嚙かみ合わせ、何とか意識を留め置こうとした。

『新しんちゃん！』

　そのとき、額ひたいを貫いた一本の矢があった。ほどなく四散したその矢ひとつひとつのかけらが確たしかな言葉となって、新之助の干ひからびかけていた脳のう髄ずいを熱ねつ水すいで満たしていく。

『大丈夫か？』

「貴様に……心配される……ほど、落ちぶれちゃ……いない」

『へへえ。だと思った』

「笑って……いる場合……か。さっさと……霊力イイロを……送れ。感じ……ないぞ」

『もういいんだよ。必要ない』

「必要ない……？」

『結界のほころびは宗主が閉じた。目的は果たしたからな』

　一いつ瞬しゆん、何のことやら理解できなかった新之助だが、徐々に徐々に、砂漠に落ちた一滴の水が広々とした大地を満たしていくかのように、身体の力がよみがえっていくのを感じていた新之助は、そのとき、ようやく一馬の声が震ふるえを帯びているのに気づいた。

「まさか──」

『ああ。いるぜ。浅あそ生う天てん馬ま……最強の鬼だ』

「…………」

　にわかには信じがたかった。が、足元の学園からは確かにもう〝歪ゆがみ〟の気配けはいを感じない。計画の第一段階は成功したのだ。

「一かず馬ま」

『交信はこれにて終了。新しんちゃんは、無事な生徒たちに声をかけて、こっちに霊力イイロを送りつづけるよう言ってくれ。どれほど助けになるかはわからないけど、何もないよりゃましだろ』

「何もないよりましだと。ふざけるな、一いつ瞬しゆんで鬼を斃たおせるほどの力を送ってやる」

『わあ、頼もしいお兄さま』

「よせ」

　一馬の笑い声が新しん之の助すけの脳裏に響ひびき渡った。相変わらず下品な笑い方だ、と新之助は思った。

『じゃあな。またあとで』

「待て、一馬」

『なに？』

　新之助は自分でも何を言うつもりなのかわからなかった。「頑張れ」、とも、「死ぬな」、とも言うことができた。

「くたばっても構わん。が、そのときは必ず鬼を斃してからだ」

『オッケー。あ、語尾ははあとマークつきだぜ』

　交信がぷつりと切れると、新之助は空洞となったような心に吹き渡る風の冷たさを意い識しきしないわけにはいかなかった。

　が、終わりではない。むしろこれからがはじまりだ。

　新之助はようやくのことで腰を持ち上げた。疲労の錘おもりはいまだ身体からだのいたるところにぶら下がってはいたが、それごと進んでいく腹を決めて、一歩を踏み出していく。が、危うく前のめりになって、新之助は手すりを摑つかんだ。

「……死ぬな」

　その手すりの向こう、グラウンドにちらりと馳はせた視し線せんの先──ひときわ巨大な闇やみが球状に蠢うごめいていた。

「がんば、れ」

　一馬たちの戦いは、いまなおそこでつづいているのだ。







２──

　圧倒的にそびえ立つ山のようだった。

　人ひと型がたに燃もえる、小さな、ごく小さな炎のようでもあった。

　巨大なメカのようでもあったし、脈打つたびに世界を振動させかねない、大きな心しん臓ぞうのようでもあった。

「動けるか──纏まとい？」

　甲かん板ぱん上じよう、そう呼びかける土ど留どめの声も、空気に溶けこんでしまいそうなほどに小さい。

「動けるには動けるけれど。戦う、というわけにはいかなそうよ」

　静しず香かは甲かん板ぱんに手をついて、ほとんど腹はら這ばいになりながらも、それを見上げ──あるいは、見下ろしていた。

　方向など意味がなかった。なぜなら、それはこの巨大な〝歪ゆがみ〟そのものだったから。

　目、鼻、口──それらの形を確たしかに認にん識しきしながらも、土ど留どめと静香はそれがどこにあるのか、いったいどれくらいの大きさなのか、脳内でイメージとして結ぶことができなかった。

　両手、両足、胸、髪の毛──確かにある。すべてがひとりの人間の姿を形成しようとしている。それなのにひとつにまとまらない。というよりも、まとめてしまえば……その存在を認めてしまえば、ただそれだけで脳がショートを起こしそうな恐怖が潜ひそんでいたのだ。

「黄泉よみ……」

〝船〟の上で、白い翼つばさをゆっくりと羽ばたかせる壬み琴ことがつぶやいた。ぽたりと汗のしずくが顎あごのラインを伝ってこぼれ落ちる。

「黄泉そのものみたいじゃないか」

「あるいはそうかもしれません」

　応こたえたのは、甲板上ではただひとり立ち上がっている草くさ薙なぎみづき。鋭するどい切っ先を甲板すれすれに引っさげ、ほっそりした肉体を力強い足取りで支えながら歩くその肩はしかし震ふるえている。やがて舳へ先さき近くに立った彼女は、空間を丸ごと埋め尽くしたその存在を真まっ向こうから見つめた。

「現世の〝定義〟すべてを喰くらおうとする鬼は、黄泉の意思そのものを体現化したものであるといえます。おそらくいま、黄泉にあってもっとも力の強い浅あそ生う天てん馬まならばなおのこと。我々が真に斃たおすべき敵がこうもわかりやすい形で現れてくれたこと、かつて命を投げ打ってでも世界を守ろうとした浅生天馬にいままた感かん謝しやすべきかもしれません」

　壬琴はそのとき、脳の一部分に釣り糸を引っかけられたような奇妙な感覚を味わっていた。『黄泉の意思』とみづきが口にした瞬しゆん間かん、あたかもその言葉に応じるがごとき気配けはいが現れたのだ。釣り糸が放たれているのはみづきのさらに背後。引かれるがままに振り向いた壬琴は、

「！」

　生徒会長の背後に突っ立つもうひとつの影かげを認めていた。

「そのとおりだ」

　みづきはつむじのごとく前方に跳んで、舳先に立った瞬間くるりと身体からだを反転させた。そうして稼かせいだ距きよ離り数メートルを経て、甲板上に立つのはひとりの青年。

「ただ、いまきみが無む意い識しきに口にしただろう『黄泉の意思』。それが、一六年前といまとでは、大きく様変わりしてることなど誰だれが信じるだろうね」

　淡い笑みを浮かべたその青年を見つめるみづきの目には、驚おどろきも、敵てき愾がい心しんもなく──いつもの無感情な冷たい眼まな差ざしのようでいながら、しかし実際にはあり得ない感情の色がすうとひと刷毛はけ添えられていた。

　悲しみの色が。

「草くさ薙なぎツルギ──お兄さま、ですね」

「久しぶり。みづき、美しくなったね」

　青年は軽く手を挙げた。聖堂にいながら、やはり視認しきれない浅あそ生う天てん馬まの姿に圧倒されていた一かず馬まは、また違う意味で度肝を抜かれていた。いつ、どうやって彼がこの甲かん板ぱんに現れたのやらまったくわからないのもそうだが、あの保健室で出会った鬼の力を持つ男が──みづきさんのお兄さんだったとは!?

「もっとも、ぼくのほうはきみの姿をいつも間近にしていたよ。きみが〝箱舟〟に呼ばれ、身体からだや霊力イイロの調ちよう査さをされているときなど、そのほんの近くにいたことも多かった。何しろぼくは〝騎き士し〟に選ばれた身でね」

「どういうことでしょう」

　そう訊きくみづきの声は淡々としている。いつもどおりといえばそうなのだが、この場合、彼女は戸惑っていたのではあるまいか。どんな声で、どんな顔で接すればよいのか。生まれてこの方、ほとんど会ったこともない、しかし記き憶おくの片隅にはしっかり焼きついている兄と、こうして向かい合ったいま、果たして？

「そう」青年のほうはしかし、以前に一馬と出会ったときとまったく同じ態度を保っている。「草薙家に生まれたぼくたち二人の兄妹。あまりに強い力を秘めていたがため、〝箱舟〟の計画に利用されることになってしまった。引き裂かれたのは一六年前。ちょうどここにいる、浅生天馬を反はん魂ごんさせた鬼によってだ」

「計画に利用されているとわかっていてなぜ？」叫ぶように訊いたのは壬み琴ことだった。「どうして、奴やつらに加担しているのさ！」

「なぜって？　ぼく自身の理想でもあるからさ」

　青年はにこやかに微笑ほほえんだ。いかにも人好きのしそうなその笑みを浮かべながら、彼はこの場にいる一族全員に宣戦布告したにも等しい。

「みづき、きみふうに言うならば、ぼく自身が〝箱舟〟の意思だと言えるだろうね。マッドサイエンティストの老人方はぼくを計画の一部としか見ていないだろうが、事実は逆だ。いまやぼくこそが〝箱舟〟なんだよ。計画はぼくが中心になって推し進めた。老人方はいつから組そ織しきを乗っ取られたのか気づいちゃいまいがね。……まあ、計画そのものは老人たちと共有しているのだから、おおむねの点では彼らの指示に従ってもいた。ただ、彼らのやり方では手ぬるい。そう気づいたぼくは、浅生天馬を学園から解き放つことに決めた。それ以後は老人たちのほうからぼくの思ったとおりに事を進めてくれたよ。ここに至っては、悠長なことは言っていられない、一刻も早く計画を実行段階に移すべきだ、とね。『黄泉よみの意思』もそれに応こたえているはずだから」

「──」

「その、黄泉よみの意思とは──いったい何だと思う？」

　ごおおう、ごおおう、と聞こえるのは果たして何か。

〝歪ゆがみ〟そのものとなって、いまただその場に存在する浅あそ生う天てん馬まの息吹いぶきか。

　あるいは、黄泉そのものの発する意思の発はつ露ろか。

「普通の人間では、黄泉の〝定義〟を理解することなど不可能だ。この世に生まれ、この世の〝定義〟に染まる以上はね。では、誰だれだろう？　誰がいったい、黄泉と同化することができたのだろう。答えは、知っているんじゃないかな、もう」

　言葉なき言葉、意思なき意思。

　かつて、宗主がみづきに語ったことがある。学園で浅生天馬が放たれた直後のことだった。

（わしは思うのだ。我らの知らぬ、理解できぬ本能が黄泉そのものにもあるのだと。それは常に戦いを求めているのかもしれん──）

「〝箱舟〟は代々、一族の中でもっとも外げ法ほうの才を秘めた逸材を選び出してきた。それが菊理くくり媛ひめだ。そう、数多い一族でも、唯一、霊力イイロと外法をともに扱える存在。……では、なぜだろう？　なぜ、外法士の中においても、菊理媛だけが特別なのだろう。どうすれば、選び出された人間が菊理媛になれるというのだろう？　修行によって？　何か特別な儀ぎ式しき？」

　こいつは何を言っていやがるんだ。──そう思いながらも、一かず馬まは身じろぎひとつできない。〝歪み〟を覆おおい尽くした浅生天馬から放たれる外法の圧迫感に身を打たれているせいもあるが、何より、ツルギの語る言葉こそが彼の動きを縫ぬい止めていたのだ。
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「そう、あるいは修行。あるいは儀ぎ式しき。菊理くくり媛ひめに選ばれた人間は、その魂の半分を黄泉よみに捧ささげられるのだ。〝箱舟〟が黄泉に植えつけようとしていた『意思』とはまさにそれのこと。霊力イイロを二つに断ち切り、一方を人間の世に留とどめ置いたまま、もう一方を黄泉へと飛ばす。だからこそ霊力と外げ法ほう、相あい反はんする二つの力を操あやつることができる代わり、菊理媛となった人間は人の心を失う。現げん世せに生まれながら、現世の〝定義〟に染まらない、それでいて霊力の優すぐれた人間。いわば魂の生いけ贄にえを代々捧げることによって、〝箱舟〟は黄泉に人の『意思』を定着させる最終段階に踏み切った。……まだ幼いきみを、鬼に襲おそわせたのだ。それも、浅あそ生う天てん馬まという、一族が数千人がかりで封印した強大な鬼に」

　人と冥めい界かいの合いの子。

　宗主は、美み亜あと同じ意図で誕たん生じようさせただろう切り札が〝箱舟〟側にあると言った。

　それは、まさに──。

「きみは〝箱舟〟の予想以上の逸材だった。幼いながらも、あるいは幼いからこそ、きみは霊力と外法、二つの力を期待以上に目覚めさせた。現世と黄泉とに二つの魂を持ち合わせるようになったのだ」

〝箱舟〟は、みづきが一〇歳になったときにはじめて「菊理媛としての素質を秘めている」ことに気づいた顔をして、彼女を実じつ験けん機き関かんへと呼び寄せた。あの恐るべき赤子がふさわしい成長を遂げたと見るや、彼らはみづきに外法の力を使うように強要した。修行だの儀式だのはこの際必要なかった。彼女は一歳にしてすでに外法を得ていたのだから。

　そうしてくり返し行われた訓練の中、己の身に宿る、霊力と外法という相反する存在に苦しめられたみづきは、他ほかの外法士がそうであるように、心身まで外法の〝定義〟に染まらぬよう、半ば本能的に人間らしい心を閉ざしていった。いうなれば彼女はふたたび引き裂かれたのだ。以前は魂を──そして、今度は人としての心を。

「まさにきみは最後の生贄にふさわしかった。先ほど、みづき──ときみを呼びはしたが、心を失ったきみなどもはやみづきではない。我らの欲する本当の意味での草くさ薙なぎみづきは一六年の時を経て、いまぼくたちの側まで迫りつつある。黄泉をその手に掌しよう握あくして、ね」

「──」

「いま、〝定義〟はすべて浅生天馬によって喰くらわれる。それは世界の終わり、人々の断だん末まつ魔まの叫びは、新たな形を生み出すための陣痛。そうして世界が柔らかくなったそのとき、黄泉を掌握したひとりの人間の力が新しい世界を生み出すだろう。古い殻を脱ぎ捨てた、今度こそ完全なる世界」

「それは──」

「それは、何だ？」

　みづきが口にしようとした言葉を、〝船〟から聞こえてきた声が奪い取った。青年──草薙ツルギがふと顔つきを変える。

　聖堂内にいる一かず馬まのものだった。

「完全なる世界だって？　いまの世界すべてを滅ぼしたあとで得られる、そのすんばらしい世界ってのは何なんだよ？」

「言ったろう。完全なんだ」ツルギは微笑ほほえんだ。「ぼくたちを不幸に貶おとしめたような、そんな野望を抱く人間もいない、互いに誰だれも争うことのない、もちろんきみたちのようにこうして使命を負わされて戦うこともない、完全なる融ゆう和わの世界だ」

「できるのか？」

「できるとも。もはや何も対極に位置することのない世界だ。幸せの反対に不幸が存在することもない。希望の代わりに絶望が待っていることもない。皆が皆、自由に解き放たれた霊力イイロのもとに生きていくのさ」

「ふうん」一馬の声はいったん萎しぼみこんでいくかに思えた。が、

「冗じよう談だんじゃないな」

「何？」

「おれは、嫌いやだよ。そんなもの」

　あり得ない色彩と存在とを振りまく世界にあって、彼は、

「理想の世界があるんなら、自分たちの手でつくればいい。柔らかい土なら、みんなひとりひとりが持ってる。その土を寄せ集めて、たくさんの手でこね上げてつくるんだよ。おまえの理想なんて、おまえひとりのものじゃないか。おまえの考える争いの〝定義〟なんて、おまえひとりが考えたものじゃないか。全員が共有できる理想の〝定義〟なんてものがあるとしたなら、それは誰かひとりに押しつけられるものじゃない。みんなが土を持ち寄って、ああでもない、こうでもない、って、言い合って、それで生み出すんだ。生み出された形がいまいびつだというなら、それを変えていけばいいんだよ」

　ゆっくりと──自分でも自分の考えを形にするのを幾分もどかしげに、それでも熱ねつ意いをこめてそう言った。壬み琴ことが、みづきが頷うなずいた。土ど留どめが、静しず香かが甲かん板ぱん上じように立ち上がった。

「幼い──」

　ツルギは何か硬いものでも歯で挟みこんでいるような、おかしな表情になってつぶやいた。

「あまりに幼い。きみの語っていることこそ理想論だ。それができないから、ぼくも、きみもいまこうして争おうとしているんだぞ」

「おれだって、戦いなんて嫌いだよ。だけど、もし他人の言う理想に同どう調ちようできないとき、もしその理想を強引に押しつけられそうになったとき──人は、やっぱり戦うべきなんじゃないかとおれは思う」

　一馬とて、すべての人類の言葉を代弁しているつもりなどなかった。

　彼にはわからない苦しみが世界中にはあふれているだろう。彼にはわからない戦いの痛みによってもがき苦しみ、来らい世せこそ戦いのない世界に生まれたい、と願ねがう人々だっているだろう。あるいはそういう人々は一かず馬まの理想をこそ呪のろうのか。だが、強引に押しつけられる誰だれかの理想──それも、もう二度と変えられない硬い〝定義〟となって──の枠内に、すべての心を押しこめることが正しいことだとは一馬には絶対思えなかった。

「世界は確かつ固こたるモノなんかじゃない。人間だって。あんたの言う黄泉よみの〝定義〟なんかに頼らなくたって、まだ人も世界も、土なんだよ。土なら、変えていけるさ。土なら、変わろうとすることだってできるさ」

　女の子にもてないのが嫌いやだって、努力する人間だっているじゃないか。

　何も知らない自分が悔しいからって、勉強しようとするじゃないか。

　今日きようは何をやったって駄だ目めだけど、じゃあ明日あしたは違うかな、って夢を持てるじゃないか。

「だからおれだって変われるんだ。変わろうとする意思だって持てるんだ。まだそれは、おれも、関かかわる世界も土だから」

「それで人が殺し合い、野望を抱いた一方の手によって、一方の命が奪われることになったとしてもか！」

　ツルギの顔つきは一変していた。彼はもはや目からたぎるような殺意を隠さずに、〝船〟に──その奥に鎮ちん座ざする一馬にぶつけていた。

「そうだよ」

　一馬は応こたえた。

「おれ、美み亜あを泣かせる奴やつはぶっ飛ばす。みづきさんを奪い取ろうとする奴は罠わなにかけてでも貶おとしめる。壬み琴ことに下心を持って近づくような奴は刺し殺す。争いがないってのは、そういうこともなくなるんだ。つまり、魅み力りよく的てきな女の子もいなくなる。そういうの、おれは、ごめんだ。楽しくない。だから待ってろ。おれが全員を手て籠ごめにするまで、おまえはおれの夢を邪じや魔まする権利なんてないんだからな！」

「……一生ねえよ」

　つぶやいたのは壬琴で、頷うなずいたのはみづきだ。

「だってさ」一馬は〝船〟の中で笑った。「じゃ、一生おまえは待ってろ」

「貴様！」

　ツルギは右腕を目の前にかざした。

　見えざる波動が、瞬しゆん間かん、その場の空気をねじ曲げた。

　近くにいた土ど留どめと静しず香かがよろめく。いままで脳で認にん識しきはしていても見えずにいた、浅あそ生う天てん馬まの腕の部分──それが、いま、現れた。いいや、やはり目には見えない。それでも確たしかに感じる。あの青年の右腕そのものに。

　ツルギは、鬼と化した右腕を甲かん板ぱんに振り下ろした。

　一いつ直ちよく線せんに──ではなく、ぎざぎざに、時には斜めに、時には現げん世せでは認識できないような方向に、一億通りものルートを辿たどって振り下ろされたその腕は、それゆえに、みづきの放った光剣も、土ど留どめの斧おのも、静しず香かの影かげと化して放たれた両腕も、一いつ瞬しゆんぶつかり合ったように見えながらも、実はすり抜けて、そして。

「──！」

　壬み琴ことは翼つばさを最大速度ではためかせた。

　恐れはなかった。

　甲かん板ぱんを突き抜ける寸前、盾となって我が身を投げ出そうとする。壬琴は笑おうとした。

　──一かず馬ま！

　目を閉じかけた壬琴は、瞼まぶたが完全に落ちる寸前、薄うすく開いたその視界を、青白い光がよぎったのを見た。

「お父さん、駄だ目め」

　鬼の腕は停止していた。甲板の上に漂う壬琴と、もうひとりの誰だれかを挟んで。

　その誰かの淡い光を放つ手が、鬼の腕を受け止めていたのだ。いつかの幼子のように。

「み……」

　壬琴のわななく口は、上手うまくその名を呼べなかった。代わりに悲痛なまでの声が響ひびき渡る。

「美み亜あ！」

「えへへ」

「馬ば鹿か、おまえ、何でここにいる!?　さっさと戻れ！　じゃないと……」

「いつだっていっしょだって言ったでしょ。あたしのこと、放っておいて遊びにいくなって言ったでしょ」

　浅あそ生う美亜は甲板を通して兄に語りかけた。いつもよりなぜか大人おとなびて見えるその微笑ほほえみは、ある種の覚悟を孕はらんでいるふうでもあった。

「さあ、お父さん。いこ、こんなとこ、いつまでもいたらお母さんに怒られるよ」

　娘の平凡なその言葉は、何をもたらしたか。ツルギのそれでもなお保たれていた凄せい絶ぜつな鬼気が、このとき崩れ去った。右腕が消失したのである。

「何──」

　同時に、〝歪ゆがみ〟そのものがのた打った。あたかも引き裂かれる苦しみに喘あえぐかのように。

〝船〟も揺れた。

　おおおおん、おおおおん。

　今度は泣き声に聞こえた。

　人の、鬼の、あるいは両方の。

「天てん馬まめ」甲板上で激はげしく揺さぶられながら、ツルギは怨えん嗟さの声を放った。「鬼になりきれない、たかが人か。ならば、貴様の〝定義〟もろとも消し去ってくれる」

　ツルギの右腕が、闇やみを盛り上げて別の形を形成しつつあった。前もって別の鬼が宿されてあったらしい。鬼キ冥メ羅ラであればこそだ。

「その、たかが人がために、お兄さまも〝箱舟〟に加担したのでしょう」

　しゅんっ──と小気味いい音を立てて、光を帯びた刀身が降りかかる。ツルギは右腕を持ち上げてこれを防いだ。きらきらと散る霊力イイロの粒子、そして鬼の肉片。

「争いをなくしたい、野望を許さない、そう決意したのは、あなたも人であるがゆえ。人であるあなたが、それ以上の何かを望めば、自然、それは破は綻たんします」

　みづきの宣告は無感情を通り越して、不気味なものにさえ聞こえた。

「黙だまれ」ツルギはみづきの剣を二度、三度、と弾はじき返した。「心のない、ただの抜け殻が何を言う。ぼくは、みづきを守れなかった。ぼくがいまほどに強ければ、あのとき妹を守れたはずだった！」

「だから、そうではない世界をつくり出したかった。とても奇妙な懺ざん悔げの形。どの道、人が人でなくなる世界で、あなたのおっしゃるみづきはどんな再会をあなたと成なし得るのでしょう？」

「黙れ、黙れ、黙れ。ぼくはみづきの眠りを守るための騎き士し。そして目覚めのときを邪じや魔まするものを滅ぼす鬼。新しい世界を生み出すために必要な陣痛をも遮ろうというのなら、ぼくがきみらを刈り取る！」

　立つことすらかなわない大だい激げき震しんの中、みづきとツルギは巧みに足の位置を入れ替えながら、剣と腕とを振るい合う。

　父と娘が〝歪ゆがみ〟の中で相あい対たいすれば、甲かん板ぱん上じようでは兄と妹とが殺し合う。

　ツルギならずとも、世界の変化を心底から望むような地獄のごとき光景だったかもしれない。みづきの目に満ちた静せい謐ひつは、あくまでも人としてのもの。狂気ではない。人であればこそ、兄に殺意の一いち撃げきを向けようとする。

　誰だれがそれを絶望だと評すことができるだろう。いったい、他ほかの誰がみづきのような行為を許すならば人など滅んでしまえなど断じれるだろう。

〝歪み〟がさらなる悶もだえを打った。

　世界が逆さになった。

　また元に戻った。

　ふわりと浮きかけたツルギの足が、その拍子にふたたび甲板につく──どう、と身体からだごと前のめりに。

　ツルギの胸を貫通した光はしばし直ちよく線せんの形を保っていたが、やがて小さな粒子となって飛び散り、消えた。

「み……づき」

　呻うめきは血をともない、ツルギの顔のすぐ下に赤い色彩をねっとりと広げていく。が、そう呼ぶ彼の目は、眼前にいる女性など見てはいなかった。もっと向こう、もっと遠くを。

「こい──こい──」呪じゆ文もんのごときつぶやきを、彼は夢遊病者のようにくり返した。

「こい！」

　叫びの形に広がった口はそのままに。

　ツルギは動かなくなった。

　佇ちよ立りつするみづきの影かげもまた。

「覚えていた……」みづきはそっと囁ささやいた。「わたしを守ってくれたあの背中を。だからお会いしたかった。お兄さまと、お話したかった。……いっしょに……」

　閉じた瞼まぶたの下からはらはらとこぼれ落ちる光が、小こ雨さめとなってツルギの頰ほおを叩たたいた。彼の顔の輪りん郭かくは、みづきのそれとよく似ていた。

〝歪ゆがみ〟はいまや、ごうごうと唸うなりをあげて燃もえていた。目に見えない炎があり得るとするならば、天の下した劫ごう罰ばつの雷らい撃げきだったか、冥めい界かいの空間はあちこち焼きただれ、そしてばらばらになって燃え落ちていく。

　空間の中央に瞬またたく青白い影──浅あそ生う美み亜あは、宙を見上げつづけていた。

「お父さん──思ったとおり、優やさしい人だったね」

　だからお母さんだってひと目め惚ぼれしたんだ。

　あのとき、『夢』で見た両親が本当の両親の姿に近いものだったかどうか、それはきっと彼女にもわからない。が、美亜はほとんど確かく信しんしていた。近いも何もない。あれは間違いなく、彼女の両親である浅生天てん馬まと、浅生美み貴き。でなければ、刹せつ那なのその触れ合いを胸に秘めた娘のひと言に、どうして鬼が我を取り戻すことなどあるだろう。あるいはそれも、一かず馬まの霊力イイロによってだったろうか。

〝歪み〟がついには瓦が解かいした。

　そうなるはずだった。

　が──、

　甲かん板ぱん上じようにいる全員がその瞬しゆん間かん、膝ひざを折った。凄すさまじい咆ほう哮こうが耳を、全身を叩たたいたのだ。地じ響ひびきひとつない、奇妙な大だい激げき震しんが空間を見み舞まっていた。

「ああっ！」

　叫びをあげたのは誰だれだったか、あるいは全員だったか。

　誰もの脳に等しく、巨大な鬼が腕を振り上げるイメージが強烈に焼きついた。右腕はすでに失われている。あるのは左腕だけ。しかしそれだけで充分だった。

　ひとりとして止められないままに、圧倒的なパワーがそれこそ天の下した断罪の雷いかずちのごとく降り注いでくる。それを認にん識しきする目も、脳も、白はく熱ねつして焼きただれるかと思われた。

　そして──、

〝船〟もその姿を維持する力を失って、内部から一馬の姿を吐き出すや、光の珠たまとなって落ちていく。

　一かず馬ま、みづき、土ど留どめ、静しず香かが地面に叩たたき落された。宙に浮いていた壬み琴ことも翼つばさを失い、そして同じく舞まい降りてきた美み亜あとともに着地する。

　そこは天あま津つ学がく園えんのグラウンドだった。

　世界はいまだ混こん沌とんとした風を漂わせていた。黒い、雷いかずちを帯びた玉のようなものが空に浮かんでいる。それこそ浅あそ生う天てん馬まだった。いや──、

「もうひとりの」みづきの唇は激はげしくわなないた。

「わたし──」







３──

「くそっ──」

　グラウンドに降り立った一馬は、地面を拳こぶしで叩いた。あたたかい土だった。そこはまだ自分の世界なのだ。少なくとも、いまだけは。

　黒い球体から放たれる外げ法ほうのパワーは、いまにもグランドにいる一馬たちのみならず、天津学園そのものを粉々にさせかねないほど強力なものだった。すべての〝定義〟をたった一いつ瞬しゆんで否定し、消し去るのではないかと思われるほどに。

「何だよ、いったい！」

「もうおわかりのはず」みづきは一馬のすぐ後ろに立っていた。「目覚めの時を迎えつつあるのでしょう。天馬さんに宿って、つまりいまこの現げん世せにあるもっとも強い力の黄泉よみを操あやつって、強引にでも現世と黄泉とを融ゆう合ごうさせようとしている。向こうにとっても力技の賭かけでしょうが、宗主さまのお力が衰えているいま、我々にとっても──」

「お父さん、もうやめて！」

　ふたたび舞い上がろうとするが、美亜はほとんど近づけもしないままに空中で弾はじかれた。もう一度やろうとする。同じ距きよ離りで弾かれた。もう一度──、

「美亜さん、もうあれは天馬さんではありません！」

　みづきには珍しい大声が、美亜に行為を押おし留とどめさせた。唇を嚙かみしめたみづきは、空の黒い一点をじっと見据えている。相あい反はんする感情をせめぎ合わせて見えるその白い横顔に、一馬が声をかけようとしたとき、

「ですから、わたしも、参ります」

「みづきさん？」

「あれは、確たしかに美亜さんと同じく、人と冥めい界かいをつなげる存在として生まれたもの。しかし、〝箱舟〟はあれをこそ切り札として選んだ。ですから、わたしもともに参ります。もうおわかりでしょう、一馬さん？」

　一馬はつと顔を背けた。ツルギの言葉が、まったくの意味不明だったはずはない。無む論ろん、彼にもわかりかけてはいた。〝箱舟〟が、黄泉よみを操あやつるために宿した人の意思とは、代々の菊理くくり媛ひめ自身。正しくは、その半身とも言うべき、魂の片割れ。

　そう、ならば、みづきも、また。

「えーい、くそ！」一かず馬まは顔を背けたまま、ややヤケクソ気味に声を張り上げた。「わかった。こうなったら、もう正面からいくしかねえな。ちょっと待ってて、すぐに〝船〟をもう一度──」

　彼は学園の聖堂から〝船〟を呼び出そうと念じかけたが、

「いいえ」

　みづきはかぶりを振った。妙にゆっくりと、長い髪が宙を掃く。一馬の動どう悸きが速まった。

「一馬さんは、聖堂へ。壬み琴ことさんは、我らの城主をお守りください」

「…………どうして」

　と訊きく一馬の声はしわがれていた。空はいまも、数多くの色合いが混ざり合い、不吉な顔を覗のぞかせている。

「わたしたちに霊力イイロを注ぎつづけてほしいのです。それにもしも、わたしと美み亜あさんでも止められなかった場合……、もはや我々には方法がありません。これも宗主さまにひそかに言われていたことです。万事休すの際は、一馬さんに〝結界の儀ぎ〟を執り行ってもらうよう──崩れ去った世界を、人類最後の霊力でもって、ふたたび生み出すよう」

「そんな」

　低く呻うめいたのは壬琴だった。

「ですが、一馬さん。いまの世界を維持するためには、命の〝定義〟は決して破ってはなりません。あくまでも、黄泉を追い払うことだけに集中してください」

　生徒会長、あるいは城主お目つけ役の顔になってみづきはそう言った。それは、いまも近くにいる誰だれかの命をよみがえらせてはならないという意味か。冷れい徹てつな命令を下したみづきはしかし、その一いつ瞬しゆん後ご、ふっ──と軽く息をついて、微笑ほほえんでいた。

「……とはいえ、わたしたちにできることなど何もありません。あとは、一馬さんにすべてをお任せします」

「みづき姐ねえ」

「だって、何があっても、もう誰もとがめられはしないのですから。わたしももう、あなたを怒ることだってないでしょうし。……ごめんなさいね、最後まで隠し事だらけで。わたしのほうこそ、あなたに怒られるべきなのかもしれないのだけれど」

「……いよ」

「え？」

「ずるいよ。そんなの、ずるいじゃないかよ」一馬の手は、まるでしがみつくようにみづきの肩に触れていた。「いつもいつも、あとになってからさ。おれ、だから言われるままにしかできないんだよ。他ほかに何の方法も思いつきやしないから。与えられるものが少なすぎるから、だから、だから……」

　結局はやるしかない。もう一度「ごめんなさい」と言ったみづきの白い手が、一かず馬まの手に添えられていた。黒々とした瞳ひとみはいつもよりその濃のう密みつな輝かがやきを増していて、そのまま吸いこまれそうになるほどに澄すみ渡り。一馬は身動きできなくなった。

「一馬さん。さっきも、わたしをお叱しかりになりましたね」

「え？」

　目を剝むいた一馬は、ややあってからその意味を理解した。自分への懺ざん悔げに暮れるみづきへ、「いま言うことじゃない」と一馬は口にしたのだ。

「いつも、わたしのほうが叱ってばかりだったから。きっと、わたしの気づかないところで、他にもいろいろとわたしに言いたいことがあるでしょう。あとで聞いてあげます。あとでね」

　そう言うと、みづきは一馬の手をやさしく追いやった。美み亜あはそのままふわりと舞まい上がり、肩を並べるようにしてみづきの姿があとを追う。天あま津つ学がく園えんに向かっていったときのように、踏み出したみづきの足の下には光が灯ともって、即製の階段を形づくっていた。

　と、さらに浮き上がりかけた美亜の動きが、不意に停止した。

「兄貴」

　どこか、困ったふうな笑顔えがおを見せる。青白いその手を、地上から伸びた一馬の手がつなぎ止めていた。

　無む論ろん、美亜は霊れい体たいだ。実際にはその手はつながり合ってなどいない。「兄貴」ともう一度呼びかけた。返事はない。言葉も発せないまま、ただ一馬は懸けん命めいに伸ばした腕で妹の手を取っている。

　いまこの手を放せば、戦いの結果にかかわらず、もう二度と──。

「あたしだって、いまの世界、好きだよ。大好きな人がいっぱいいるから。わかってるでしょ、兄貴？　いまはそうするしかないの」

「…………」

「ありがとう」

　一馬の指が一本一本離はなれていくのを目にして、美亜は、触れれば溶けてしまいそうなほど柔らかな表情を浮かべた。

　振り返りはしない。二人とも。

　と、

「ちくしょー！」

　突然、甲かん高だかい奇声が轟とどろいて、二人とも驚おどろいたように足を止めた。

「こうなったら、好きな世界をつくってやる！　みづきさんも、壬み琴ことも、美亜も、ああ、もう、どうしようもなくおれの思うがままになるような！　あんな、こんな、えッ、そんなことまで、ああっ、ぼくはもう、もうですよっ、ってくらいによお。ああ、もう、本当にそうしてやるんだからな！　そうされたくなかったら、とっとと帰ってきやがれ。ちくしょう、本当にもう！」

　ざっざっと、足音も荒くグラウンドから遠ざかっていく気配けはい。「ま、待て、一かず馬ま」と壬み琴ことの声がそれを追っていく。

　美み亜あとみづきは何となく顔を見合わせた。

「ごめんね、あんなんで」

「ごめんなさい、あんなふうで」

　と言い合ったのはほぼ同時。

　美亜は目を丸くし、みづきは口を手で押さえて。

「……その、わたし、お目つけ役でしたから……」

「へえ、ほお、ふうん」

　美亜はわざとらしく不ふ機き嫌げんになり、みづきの顔にさらなる血の気を呼びこんだ。それから朗らかに笑った美亜と、ややうつむいたみづきの姿とが、青白い光を、一方は身体からだから、一方はその足元に輝かがやかせながら登っていく。

　混こん沌とんとした空模様に消えていく。

　誰だれもいなくなったグラウンド。滅びに向かった世界はその運命を悟ってか、奇妙に陰いん鬱うつな風を吹かせていた。




　二人には、向かうべき先がわかっていた。

　引かれるものを最初から感じていたのだ。

　どことも知れない空の上を舞まいながら、みづきと美亜は結界の向こうにいる何者かにずっと呼びかけていた。

　黒い色に包まれるのは一いつ瞬しゆん。

　墨すみ一色に塗りつぶされた、距きよ離り感かんも温度も高低の差ひとつないその空間にあって、みづきは吹きつけてくる気配だけを濃のう厚こうに感じ取っていた。

　それは怒り狂っていた。

　それは憎んでいた。

　それはせせら笑っていた。

　みづきを人形と呼んでいた。ただの抜け殻だと嘲あざけっていた。

「あなたにとってはそうかもしれません。草くさ薙なぎみづき」

　みづきは言った。自分の唇の感触さえともすれば吞のまれて失われそうになるほどの真まっ暗くら闇やみの中、ひそやかに告げる彼女の瞳ひとみだけが冴さえ冴ざえとした光を放っている。

「あるいは、もしもこの世に生きるのがわたしだけだったなら、あなたのその威圧感に打ちのめされ、わたしはあなたに出会った瞬しゆん間かんに消え去っていたかもしれない」

　それはみづきのありとあらゆる部分を否定しにかかっていた。もともと世界を埋め尽くす〝定義〟すべてを否定し、消し去って、またその上で、新たに生み出そうとするほどの力の持ち主なのだ。みづきたったひとりのすべてを消し去ることなど造作もないことのように思われた。

「一六年」

　ぽつりとしたつぶやきが絶対零度の息吹いぶきと化して空間を伝い落ちる。みづきの身体からだはすでに呪じゆ縛ばくにかかったようにほとんどの部分が動けずにいた。それでも、凍こごえたようにくっついた唇をびりびりと引ひき剝はがすようにみづきは言葉を放ちつづける。

「あなたにとっては、代々、黄泉よみに封じられた菊理くくり媛ひめの霊力イイロとともに黄泉を掌しよう握あくするまでの時間。そしてわたしにとっては」

　美み亜あの気配けはいが前方に立った。同じ、黄泉と現げん世せの架け橋に選ばれたもの同士の力が眼前で拮きつ抗こうする。

　ここにはいないはずの気配をも、みづきは肌身で感じていた。

「わたしになるための時間」

　そっと囁ささやかれた言葉が、氷の呪縛を解き放つまでわずか数秒。

　いまや業ごう火かと燃もえるその言葉のきらめきが、みづきと美亜とを包み上げていた。

　あのとき、聞こえていたと知ったら、モトコは何と言うだろう？　からかってくれるだろうか。まあ、お嬢じようさま。淑しゆく女じよたるもの、たとえそうであっても、当人には気づかれないように振ふる舞まうものですよ。

　──当たり前です。

　みづきは振り上げた。

　世界すべてを喰くらおうとする波動の前には、あまりに無力な、たったひと振りの剣を。

　だがいま感じる。

　剣を通じ、流れこんでくる霊力の数々。

　──だからわたしが戦えるなどと、あの人に知られてたまるものですか。

「だから……わたしは」

　その闇やみの中。

　人ひとり押しつぶすくらいわけもないほどの重みさえ感じられるそんな広大な空間にあって、ほんのひと筋、髪の毛ほどに細く、白い何かが直ちよく線せんを引いた。

　闇を裂くのではなく。

　闇を押おし退のけるのではなく。

　慎つつましいその糸は長いこと、白々と尾を引きつづけた。

　いまにも断たれそうに見えた。

　いまにも消えそうにも見えた。

　しかし、なおもつづいていくその白い一本の線せんが、やがては二本になり、三本になって。

「あの人が信じるものを、信じたい」

　無数の光の束となって、闇やみへと挑みかかった。







４──

　そして。







５──

　そして世界は、真っ白に包まれた。










最終章













「──で？」

「ん？」

　群むら雲くも壬み琴ことの問いかけに、浅あそ生う一かず馬まは吞気のんきそうな声を出した。

　目は校門から歩いてくる女子生徒たちに吸い寄せられたまま。彼女たちのどこか緊きん張ちようしたような顔つきと、まだ肌に馴な染じまないと見える高等部の制服が初うい々ういしい。

　季節は春。

　校庭の隅々にどっしりと根を下ろした桜の木が、薄うす桃もも色いろの花びらを雨と降らせて新入生たちを歓迎していた。

　一馬は校舎入り口に通じる短い階段の手すりに腰を下ろし、壬琴のほうは近くで同じ方向を見ながら突っ立っている。

「結局、あのときおまえ〝結界の儀ぎ〟をやったのか？」

「おまえもしつこいなー」

「いつもはぐらかしてばっかりだからだろ」

「いいじゃんか、いまも世界は平和なんだし。おれたちは人知れず世界を救ったヒーロー、ヒロインってことで」

「……一族の女性に最近よく小冊子が届くそうだ」

　突然おかしなことを口にした壬み琴ことに、「ぬ？」と一かず馬まが顔をしかめる。額ひたいにぽつりと汗の珠たまが浮いた。

「そこには、黄泉よみと直接戦った、雄々しい城主の活かつ躍やくが三〇〇ページにもわたって小説形式で書かれているらしい──」

「奇妙な都市伝説だな」

　しかつめらしく頷うなずいた一馬の首を、横合いから伸びた壬琴の手が絞めつけた。

「何が都市伝説だ、何が人知れず、だ！　最後のページにゃ『素敵すてきな城主さまへのファンクラブ入会案内』、なんてつけやがって。大体、おまえの活躍が二〇〇パーセント増しにかっこよくなってるし、挿さし絵えイラストにいたっては、五〇〇パーセント増しにかっこよく、っていうか、そこまでいったら別人だ！」

「うぐぐぐぐ。あれは、高等部二年の漫研所属、ペンネーム霊威れいくんに描かいてもらったのだ。おれの、ぬおおお、罪ではない」

「妙なシーンまでつけ加えやがって。おまえ、別にツルギとあんな関係になっちゃいないだろっ」何だかんだで律りち儀ぎに全ページ見たらしい壬琴が、さらに力をこめて一馬の首を揺さぶりつづける。「この件は、きちんと理事長に報告するからな！」

「いやあああ、うごごご、やめてええ」

　高等部校舎の入り口近辺でひそかに三さん途ずの川を渡りかけていた一馬だったが、中に入りかけていた生徒たちがそのときわっと沸いた。

「お、相変わらずやってるね」

「仲なか睦むつまじいことで！」

　軽けい薄はくそうな顔をした男子生徒がぴゅーぴゅーと口笛を鳴らす。壬琴はぱっと手を放した。げほげほと咳せきこむ一馬に構わず、

「ば、馬ば鹿かなこと言ってないで、さっさと教室にいってろ！　入学式はすぐはじまるぞ！　新一年生を迎える上級生として、節度のある……」

「不倫現場を押さえられた当事者の言うこととは思えませんが」男子生徒たちはうんうんと頷く。「何しろ、学園内で持ちきりの噂うわさのひとつに、群むら雲くも壬琴と浅あそ生う一馬は実はただならぬ関係にあるのではないか、というものがありまして。前者が後者を見つめる際の眼まな差ざしが、時折熱あつく濡ぬれているようだと──」

「な、な、な……」

　浅黒い顔を気の毒なくらい真まっ赤かに染めた壬み琴ことが、頭のてっぺんから湯気を噴ふきそうになっているところを、

「何ぃ。そうだったのか」

　よせばいいのに一かず馬まが調ちよう子しに乗った。すすっと素早すばやく壬琴の肩を抱く。

「言ってくれたらよかったのに。安心しなさい、わたしはくるもの拒まずだ。学園長室のドアは常に開けておこっ……!?」

　見事な肘ひじ鉄てつを喰くらって、一馬は危うく手すりから階下にまで転げ落ちかけた。何の、と踏ん張るものの、足元がふらついて今度は逆に前のめりになって崩れ落ちる。壬琴は男子生徒たちに向かって凄すさまじい勢いで指を突きつけた。

「そういや、野の田だ！　おまえ、昨日きのう空手部の練習サボったろ。サンドバッグは覚悟しとけ！　それに佐さ川がわ、今日きようは全体責任で野球部全員ハードモードに突入だ！」

「う、うわ」

「群むら雲くも先生、し、失礼しまーす」

「待てっ！」

　逃げかけた男子生徒たちを、壬琴が俊敏なバネでもって追いかける。最後尾で捕まった男子生徒は早くもヘッドロックを決められていた。「ああっ!?」と痛みに悶もだえ苦しみながらも、「ああ、群雲先生の胸が、胸が当たる!?」と別の意味で悶えてもいる。

　そんな中、

「あ、おはようございます、学園長」

「おはようございまァす」

　階段を上りながら生徒たちがそう挨あい拶さつしていく「学園長」とは、あろうことか浅あそ生う一馬だ。それに「おお」だの「ああ」だの鷹おう揚ように応こたえながらも、いまだ一馬が前のめりなのは、

「やだ、学園長、スカート覗のぞこうとしてる」

「見せてあげたら？　特待生として優ゆう遇ぐうされるかも」

「んー。危険な賭かけね。学園長に覗かれたら妊娠するんだって」

　きゃっきゃっとはしゃぎながらも、女子生徒たちはスカートの裾すそを厳げん重じゆうに押さえつつ、こちらを喰くい入るように見上げてくる一馬の視し線せんを避けて登校していく。何か理由をつけては女子生徒に話しかけて足止めを喰らわせ、にじり寄ろうと企たくらむ学園長の姿は相当怖いが、天あま津つ学がく園えんの生徒たちは慣なれているのか、平気な顔でするりとかわしている。

　ひとしきりの騒さわぎののち、戻ってきた壬琴の手によって強引に立ち上がらされるまで、一馬はずっとそうしていた。

「……ったく。最近のガキは生意気でいけない。学園長のぶったるんだ性格が伝染してるんじゃないか？　ここはびしっとひとつ、あたしが気合いを入れてやるから、入学式が終わったら道場にこい」

「遠えん慮りよしときます。つうかおまえ、いくつのクラブ顧こ問もんを掛け持ちしてるんだよ？」

「顧問は別にいるよ。いろいろ、特別コーチを頼まれちゃってさ」

「変わんないねえ、おまえさんは」

「おまえにだけは言われたくない」

　何だかんだ言いながらも、ふたたび並んで校庭を見下ろす二人は、それこそ何も変わってないように見える。

　あれから──

　そう、七年も前から。

　すでに二〇代に突入した二人は、見た目だけならそれは大人おとなびているものの、壬み琴ことは相変わらずエネルギーの塊だったし、一かず馬まは……まあ、いまのひと幕で充分わかるようにほとんど何も変わっちゃいない。

　ただ、七年前は学生だった二人だが、いまや壬琴は私立天あま津つ学がく園えんの体育教師に、そして一馬は何と天津学園の学園長に──と、それぞれの肩書きを大きく様変わりさせている。

「で、さっきのつづきだけど」

　腰を下ろした一馬のほうを見下ろしながら、壬琴は短めに下ろした前髪をかき上げる。顔つきもスタイルも、全体的にもちろん大人びて成長した壬琴だが、その黒々とした目だけは少女時代を思わせて、常にきらきらしていた。

「ンだよ、今日きようは粘るな」

「いまでも時々思い出すんだよ。あの……最後の戦いのこと」

　壬琴もしゃがみこんで、一馬と肩を並べた。また通りかかった生徒にからかわれたが、今度はにっと白い歯を見せて牽けん制せいしただけで追い払う。「……ああ」と、一馬もやや神妙そうなトーンで応こたえた。

「ま、ピンチにゃ違いなかったからな」

「世界が消えかけて──人も、何もかも。みづき姐ねえも美み亜あもいなくなって、おまえは聖堂にこもって。あたしたちはずっと、近くにいた。ただ待ちつづけていた。もう駄だ目めかな、って思いもした。正直、何度も。だけど、いま……」

　桜さくら吹雪ふぶきの下、歩いてくる生徒たちの姿がある。降り注ぐ陽ひ射ざしがある。そして何より──いま、こうして、肩を並べている。

「あの聖堂で、おまえ、何をしようとしてたんだ？」

「言われたとおりのことさ」一馬は、美人の新入生はいないか目を必死でさまよわせながら言った。「世界の〝定義〟を元に戻す。それだけのこと。余計なことは考えなかったよ。そんな余裕はなかったし」

　よく馴な染じんだ世界だからこそ、イメージもできる。もしそこに別の不ふ確かく定てい要素──たとえば、生死の〝定義〟をひっくり返すような──がひとつでもあれば、〝結界の儀ぎ〟は失敗し、むしろ世界は破滅を加速化させたことだろう。

「自分でもよくわからないな。おれの〝結界の儀〟が早かったのか、それとも、〝箱舟〟が植えつけていた魂が黄泉よみの中心から消えていなくなったのが早かったのか。もしかしたら、両方の力で世界が救われたのか。もう何べんも言ったはずだろ」

「うん……、そうか。そうだよな、だから、美み亜あも……」

　言いかけて、壬み琴ことははっと言葉を吞のんだ。それから、自分自身に腹を立てたみたいに唇をぎゅっと嚙かみしめる。

　七年だ。長い時間なのか、短い時間なのかわからない。でも、自分でさえ、天あま津つ学がく園えんにいるときにははたと錯さつ覚かくしそうになる。いまにもあのグランドの向こうから、長い髪や手を振ってこっちに駆けてくるんじゃないか──とか、「ねえ、聞いてよ、壬琴姐ねえ。兄貴ったらサー」と、いつの間にか肩を並べて愚ぐ痴ちなんかこぼしてくるんじゃないか──とか。

　もちろん、そうした錯覚のあとに訪れる感情は、一かず馬まとて共有しているものなのだろう。この七年の間、ずっと、ずっと。

　壬琴は額ひたいにそよぐ髪を手で押さえた。新入生、上級生たちの笑顔えがおがいくつも目の前を通り過ぎていく。

　壬琴が口を開きかけたとき、

　ふっ──と一馬の視し線せんが泳いだ。

　さっきまで忙しく動き回っていたその視線が静止する。校門のすぐ近く。花びらはなおも散っている。

「忘れ物はない？」

　こくりと頷うなずく幼い少女。

「みんなにきちんとご挨あい拶さつできるわね？　先生にもちゃんとはきはき挨拶するのよ」

「あたし、もう子供じゃないわ。大丈夫よ」

　どう見たって子供なくせに、こまっしゃくれた口を利くその少女は初等部の新入生だろうか。日傘を差した母親らしき女性には見覚えがあった。無む論ろん、母娘の傍かたわらに突っ立っている、嫌いやでも通りをいく人々の注目を集めている巨漢にも。

「あら？……」

　と、母親がこちらを向いた。にこっと笑う。壬琴が頭を下げた。

　女の子もこちらを一いち瞥べつし、それから、ちょいちょいと母親の袖そでを引く。二言、三言、言葉を交わしたのち、少女はとことこ、ひとりで一馬たちのほうへと歩み寄ってきた。巨漢がびっくりしたように呼び止めようとするのを、なぜか女性のほうが制する。

「そうか、子供ができた、ってのは聞いていたけど、もう今年から新入生……そんなに大きくなったんだ」壬琴が言った。「一馬、おまえも会うのははじめてか？」

　返事はなかった。むっとして、横を窺うかがう。一かず馬まは黙だまって、こちらに近づいてくる少女を見つめていた。なぜかその横顔に壬み琴ことはどきりとなった。

　近づいてきた少女は、二人と少しの距きよ離りを置いて立ち止まると、一馬をじっと見上げた。母親似のかわいい顔をしている。父親に似なくてよかった、とどこかでか壬琴は失礼な感想を抱いていた。

　少女の小さな指が一本、一馬へと突きつけられる。それから少女はあどけない顔に似つかわしくないことを口にした。

「あなたが、この学校で一番偉い男の人？」

「へ？」と壬琴が目を丸くするその隣となりで、

「うーん、まあ、そうなるかな」一馬は太平楽な調ちよう子しで認めた。「本当は理事長がもっと偉いんだけど、理事長は女の人だから。自然、学園長であるおれさまが一番偉い男の人、ということになる」

「お名前は？」

　少女は間かん髪はつ入いれずに訊きいてくる。どんぐりみたいな目が好奇心に満ちあふれていた。

「浅あそ生う一馬」

　なぜだろう、壬琴はその響ひびきを耳にした少女の目が一いつ瞬しゆん、ひどく大人おとなびた感情の色に染められたような気がした。まるではるか昔になくしたものを偶然見つけ出したような──当然、少女の年ねん齢れいにはふさわしくないそんな感情の色はしかし、あらわれたときと同様にすぐさま消え失うせた。

　スカートの両りよう裾すそをつまんでちょこんとお辞じ儀ぎする。

「そう。あたしは、堂どう間ま美み沙さ。これから長いおつき合いになるかもしれないわ、学園長」

「おう」

「それじゃあね、学園長──」ひらひらと手を振った美沙は、それからくりっと目を上に向けた。「またお会いしましょう。…………一馬」

　いきなり呼び捨てにした美沙は手を振りつづけたまま、両親の待つ校門前へと踵きびすを返して、新一年生とはとても思えない自信に満ちた足取りで戻っていった。

「──」

　ぽかんと立ち尽くした壬琴のすぐ近くで、「くっくっ」と押し殺したような笑い声が聞こえた。

　それから一馬は、堪たまりかねたように、大声で、腹をよじって笑い出す。近くを通り過ぎていく生徒たちはさすがに気味が悪そうにしていたが、これも慣なれているのか、さして注意も留めずに歩いていく。

「──お、おい」壬琴はどこかはっとしたように、一馬の肩を揺さぶった。「ま、まさか、あの女の子…………」

「わからないよ」

　一かず馬まは「はひはひ」と笑いの余よ韻いんで喉のどを引きつらせながら、目元に浮かんだ涙を拭ぬぐって言った。

「言ったろ、わかんないんだよ。どっちが早かったなんてさ。確たしかに、ちょっとは余計なこと考えちゃったかもしれないけど。……生き返らせるのは無理でも、これから生まれてくる命に魂、つまり霊力イイロを宿すことはできないかなあ、ってさ。──その両親が望むならなおさらだよ」

「──」

「もし、あのとき〝結界の儀ぎ〟が本当にどうしても必要だったとしたら、おれのその余計な考えが世界を破滅に導みちびいたかもわかんないよ。……怒る？」

「──」

　壬み琴ことは長いこと黙だまっていた。

　黙っていた。

　黙りつづけた。

　それから、「はあーっ……」と沈ちん黙もくのぶんだけ溜ためていた息を吐いた。

「みづき姐ねえも言っていたっけ。誰だれにもわかんないことなんだし、誰にも責められない、って。はは、確かにそのとおりだ。世界が滅んでたとしても、それはそれで恨み言ひとつ言えやしないしな。だけど、本当によかったのか？」

「何が？」

「堂どう間ま美み沙さ。もし本当にそうなら──これから、大変だぞ」

「いろんな作戦とか？」

「いろんなキャラとか」

　顔を見合わせていた二人のうち、どちらからともなくまた笑い声が洩もれ出る。

　と、

「一馬さん」

　ざくっと土を踏みしめて、階段の前にひとりの女性が姿を見せた。笑っていた一馬の顔が緊きん迫ぱくする。何となく壬琴は一馬とそっと距きよ離りを置いてから、

「や、みづき姐」と声をかけた。「……って、学校じゃこう呼んじゃいけないか。理事長、お久しぶり」

「壬琴さん。この前の、お茶会以来ですね」

　黒い和服に身を包んだ、二三歳の草くさ薙なぎみづきが柔らかく微笑ほほえむ。後ろで束ねた黒い髪。目元はほんの少し穏おだやかになって。またちょっと美人になったかな、と壬琴は思った。

「お茶会？」一馬が不ふ審しんそうに眉まゆを跳ねさせた。「おれはお呼ばれされてないぞ」

「女だけの同窓会みたいなもんだよ。まゆみとか、纏まといとか。真さな田ださんとも久しぶりだったっけ。あ、あと、例の双子とかさ」

「それなら、なおのことなぜおれを呼ばん。素敵すてきな城主さまを囲んで、懐なつかしい話に花咲かせるのもアリではないか。それこそ花を周りにはべらかしてな、あっはっはっは、わは、はは、……はぐぉうっ!?」

　にこやかに近づいてきたみづきに思いきり足を踏まれて、一かず馬まは跳び上がった。

「馬ば鹿かなことを言っていないで、しゃきっとなさい。入学式はもうすぐですよ。──ああ、ほら」

「んが」

　ぴょんぴょん跳びはねていた一馬を大人おとなしくさせると、みづきは曲がっていたネクタイを直した。そんな二人を眺めていた壬み琴ことの目に、ほんの少しの寂しさと──そして、奇妙なおかしみがこみ上げてくる。あの二人がどんな生活をしてるんだか、ちっとも想像がつかなかったけど……なあるほど、変わらないんだな。

「では、参りましょうか」

「はあい」

　一馬と壬琴、二人して声を揃そろえて素直にお返事。

　優ゆう雅がな物腰で歩みを進めていく理事長につづいて、学園長、そして体育教師が歩いていく。

　見上げる空はひたすら青く。

　風も土も桜もただ穏おだやかに、自然の匂においを漂わせて。

「壬琴さん、なつきはちゃんとやってますか？」

「生徒会長として頑張ってるよー。人気も上々。たまーに、怖い目するときがあって、みんな怯おびえてるけどね。ま、昔の理事長といっしょかな」

「──それは、心外です。何がおかしいんですか、一馬さん」

「い、いいえ、何も」

　あれから七年。

　人は、世界は変わったのかもしれない。

　あるいは、変わったものなど何もないのかもしれない。

　それでもいい。

　明日あしたへと命をつないでいけるこの世界がある限り、時が、未来がある限り、人はまた新しい明日を見つけ出すことができる。

　人は、だからおのが手で未来を模索し、柔らかい土を持ち寄って、理想の形へとこねあげていく。

　浅あそ生う一馬とて、その土を担うひとりであることには、間違いなかった。
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『殿様気分でＨＡＰＰＹ！』も四巻目を迎え、そして同時に、無事、大団円（？）とあいなりました。

　実は、「これでシリーズ完結！」という意気ごみをもって書いた作品というのは、今回がはじめてでして。

　いままで、当初の構想どおりに最後まできっちり完結させた作品というと「ワーズ・ワースの放ほう課か後ご」があるのですが、これはもともと一冊で終わらせるつもりの作品だったのを、分量が多すぎて二冊に分けるという形を取ったわけですから、そもそも、一冊目、二冊目、という意い識しきがあり得るはずがなく、よし、これで終わらせるぞ、という意気ごみも当然なかったわけです。

　ですから、今回、シリーズ完結を迎えるにあたっての緊きん張ちよう感かんは初はつ体たい験けん。いまだかつて味わったことのないテンションに身み震ぶるいしつつ、筆を取ることとなりました。




　ここで少し、この物語の成り立ちについて振り返ってみましょう。

　当初、担当の方にお送りしたプロットを見てみると、なかなか面おも白しろいものがあります。

　いろいろと曰いわくつきの古書「竹たけ内うち文もん書じよ」の記載をもとに学園ものの伝奇をやる、という方向性でして、最初の段階では何とシリアス路ろ線せんだったのです。

　コメディー調ちようでやると決めたあともいろいろ紆う余よ曲きよく折せつありました。参考までに、みづきの原型となるキャラクターの設定を書き出してみましょう。




群むら雲くも美み月づき（一七）

　長女。知的な和風美人。一かず也やにとって絶対の支配者。神。悪あく魔ま。とにかく厳きびしい。エッチないたずらなど彼女に対してだけは絶対に思いつかないほど。

　弓道場の師し範はん代だいでもある。群雲家の跡あと継つぎを産まねばならない身のため、すでに婚約者がいる。長ちよう距きよ離り支援カムイ乗り。




　ここでおわかりになられた方もいるかもしれませんが、当初、実は美み亜あだけでなく、みづき、壬み琴ことも一かず馬ま（この時点では一也）の家族という設定でした。みづきは厳しいお姉さんであり、何とか弟を一人前の男にしようと、剣の修行を課かしたり、時には生死にかかわるほどの試練を与えたり──という設定だったのです。

　……誰だれですか、そっちのほうが面白そう、などと抜かしやがったのは。

　実は自分で書き出しながらそう思ってしまったのですが、まあ、隣となりの芝生よろしく「没になったプロットほど面白く見える」というのが本当のところでしょう。っていうか、カムイって何でしょうね？




　ともあれ、いろいろとすったもんだの挙句、現在の形に仕上がりました。初のコメディー路ろ線せんということで戸惑いや苦労も多く、時には奇妙にテンションが高くなってしまったり、キャラクターの暴ぼう走そうで後々のつじつまあわせが大変だったり、と、まあ、それからも多々ありまして、何というか、この一年、キャラクターたちと同様、作者本人も終始どたばたしていた感があります。

　しかしこうしていざ終わってみると、一馬や美亜たちに苦労させられてきたぶん、彼らを書くことはもう二度とないのだなあという思いがこみ上げてきて、やはり一抹の寂しさは拭ぬぐえないのですが、あまり感傷に浸っている暇もありません。

「次」を見据え、何とか前向きに頑張っていこうと思う次第であります。




　完結に当たって、いろいろお礼を口にしたい方はいるのですが、やはり何を置いてもイラストレーターの玲れ衣いさん。下品で下世話になりがちな作品世界において、唯一の救世主があなたさまです。ありがとうございました。

　あと、やはり欠かせないのは敏腕編へん集しゆう者しやの●さま。「敏腕」のあとに、かっこクエスチョンかっこ閉じ、を加えようとしたら指が拒否しました。それくらいご迷惑をおかけしたということでしょう。一年間、何度も同じことを言わせてしまって申し訳ありません。多少は成長したでしょうか。まだですか。まだまだですか。まだまだまだ……くうう。




　それでは。

　最後までおつき合いいただいた方々に。天あま津つ学がく園えん生徒一同、声を揃そろえて、さん、はい。

「ありがとうございました！」
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杉すぎ原はら智とも則のり

１９７？年３月生まれ。鹿児島県出身。最近手に入れた趣味は「最悪の未来をシミュレートすること」。真っ黒い妄想にのた打ちまわること数秒後、以前より少しだけ前向きになれるという優れもの。健康のためやりすぎに注意しましょう。
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イラスト／玲れ衣い

１９７９年生まれ、イラストレーター。無類の犬好き。電撃文庫には「殿様気分でＨＡＰＰＹ！」で初登場。
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殿との様さま気き分ぶんでHAPPY!④








杉すぎ原はら智とも則のり
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